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第 1費 目的および研究計画

1- 1 はじめに

教室 という学業達成場面において,学習者は常に様 々な感情を経験 し

ている｡感情は･学習者に･現在の学習活動やその成果,あるいは自己

の状態がどのようなものであるかを告げ･今後どうすべ きであるかに関

する情報を提供 している (福井,1990)｡ したがって,感情経験は,そ

の後の学習課題への取 り組みや意欲,態度,さらには実際に遂行される

学習行動の量れ 質的あ り方を左右する要因の一つであ り,ひいては学

校学習への適応にも彩管を与えると考えられるoまた,ある種の感情経

験については,それ 自体が教育的に意味のある経験と見なされ,教育 目

標として位置づけられてきた (理論的検討としては,Krathwohl,Blo

om & Masla,1964･実践研究の事例 としては,東浦町立緒川小学校,

1988;諏訪市立高島小学校･1982;東海市立上野中学校,1992などが

あげられる)0-万･教師も,実施 した授業を振返 り,評価するに際 し

て･認知的なものと同等ない しはそれ以上に,学習者の感情経験の内容

に関心を払い･これを重視する｡この傾向は,近年,教育現場において

も･いっそうの高 まりをみせてきている (例えば,学校 ぐるみでの実践

研究の弔例として･伊那市立伊那小学校･1989;東浦町立緒川小学校,

1985;島田市立初会南′ト学校,1988など｡平成 4年度に文部省によ り行

われた指導要録の改訂における主旨も･この傾向と一致するものである

;高浦,1992)0

このように学業達成場面における学習者の感情経験は.学校学習を考

えていく上で重要な要因の一つである0本研究は,このような認識に基

づき･学業達成場面における学習者の感情経験 について,総合的な検討

を加えることを主な目的 とするものである｡
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それでは,まず最初に･従来の感情に関する諸理論,諸研究の動向が,

木研究の目的に興 した場合どのように意味づ くのかについてごく簡単に

ふれ,続 いて研究推進の基本的方針について述べる｡

感情研究の分野において最 も伝統的であり･また今 日においても主疏

と目される研究の流れには･Darwinismの影響が認められる｡そこでは,

感情が持つ生得的な生命維持機能に注 目 (Darwin,1872) し,恐れ,

怒 り･嫌悪･驚 きなどを中心 とする生得的で喚起強度の高い感情が,ち

っぱら間籍とされてきた (典型的なものとして,Cannon,1932;Jane

s･1884;PIutchlk,1962;Sc一一losberg･1954;戸臥 199Lなど)｡

しか し･学習者が 日常的に教室の中で感 じる感情の多 くはもう少 し喚近

強度の低いものであろう｡また,純粋には生得的とは言い難い,より社

会的な感情である場合が多い (Welner･Russell& Leaman,1978)0

したがって,学業達成場面における学習者の感情経験について考察する

にあた り･これ らの理論を少なくとも直接的に参照することには無理が

あると思われる｡

より社会的な感情,あるいは日常的な生活感情に関 しては,臨床的な

問題意識からなされた･不安 (笠原･1981;Splelberger,1970),抑

牽 (Abramson･Seligmanl & Teasdale･1978;Alloy,Abramson,

Metalsky& rlartlage･1988;Seligman･1975),罪悪感 (Ohe,1

966)･蓋恥心 (橘･1957;Zimbardo･1977)の研究,青年心理学的関

心からなされた･孤独感 (落合･1989;Weeks,Michela.Peplau&

Bragg･1980;Weiss,1973),充実感 (大野,1984)の研究,社会

性の発達や援助行動 との関わ りで蓄積されてきた共感性の研究 (Eisen

berg& strayer,1987;Mel-rablan& Epstain,1972)など,特定

の感情をターゲッ トとする研究の流れがいくつか存在する｡これらは,
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学習者の感情経験を考えるにあたっても参考 となるO しか し,各感情ご

とに.研究の文脈や用いられる構成概念が,それぞれ違 ってお り,単に

これらの知見を加算的に総括 しただけでは,教室の中での学習者の感情

経験を統一的に理解するには不十分である｡

このような状況の中で,Welnerによる原因帰属理論 (causalattrib

uいontheory)からのアプローチ (Weiner,1974,1979,1980a,1986

;Weiner･Frieze･Kukla,Reed,Rest& Rosenbaum,1971;W

einer,Russell& Leaman,1978,1979)は,学業達成場面における

学習者の感情経験を正面から取 りあげた唯一の試みと言えよう｡Welne

rは,達成動機づけ (achievementmotivation)研究の文脈の中で,逮

成場面において喚起 される感情 (本研究では,これを達成関連感情 :A

chievement-relatedaffectsと名づ けることにする)を広範囲に扱 った｡

そもそも,∧tklnSOn理論 (Atkinson,1964;Atkinson& Feather,

1966)を中心 とする達成動機づけ研究の伝統の中では,達成行動の規定

因として.はや くから感情の果す役割が重視されている｡そ して,そこ

では,主に成功時の誇 り (prlde)と失敗時の恥 (shame)の 2感情が取

り上げられた｡Weiner理論は,このAtkinson理論の感情重視の立場を

継承 ･発展させたものと解釈できる｡そ して,その感情重視の傾向は,

同じくAtkinson理論の系譜にある他の達成動機づけの諸理論 (Atkins

on& Birch,1970;Rayer,1969)と比較 した場合においても,極め

て顕著である｡Weiner理論における感情の取 り扱いについては次節以

下で詳 しく述べるが,学業達成場面における学習者の感情経験の検討に

際し,Weiner理論が特に有用であると考えられるのは,主に以下の諸

点に関 してである｡

ます,第 1に,Weiner理論において検討対象とされている感情のバ
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リエーションが･相対的に適切であると思われることである｡上述のよ

うに,学習者が教室で経験する感情は･極めて喚起強度の高い,生得性

の感情はむ しろまれで,比較的喚起強度の低い,より社会的な感情ある

いは生活感情 と呼ばれる感情群がその中核をなすと考えられる｡Atkin

son理論以来,達成動機づけ研究における主要な感情であった誇 りと恥

は･そのような条件に合致 した感情の典型 と言える.確かに,成功時の

誇りと失敗時の恥は,教室場面においても代表的な感情の一つであろう｡

しか し,学業達成状況の中で学習者が感 じるのは,誇 りと恥だけではな

い｡もっと多様な感情が･そ してもっと複雑な,あるいは混合的な感情

が喚起されている可能性がある｡Weinerは,同様の疑問から出発 し.

達成場面で喚起される感情が･誇 りと恥のみであるという証左はなく,

したがってそれ以外の感情 も幅広 く取 り扱っていくべ きだと主張 した｡

そして･実際に探索的な検討を経て,数多くの感情を考察対象の候補 と

して位置づけた｡

具体的には･成功場面については･うれしさ (happiness),よろ二

び (pleased)･誇 り (pride),有能感 (competence),自信 (confid

ence)･快活 (activation)･高揚 (augmentation,self-enhancement)

･興奮 (excitement)･満足 (contentment,satisfaction),くつろ

ぎ (relaxation),安堵 (relief)･感謝 (gratitude,thankfulness)

･おどろき (surprise)などが取 り上げられた.一方,失敗場面に関 し

ては,悲 しさ (sadness)･不愉快 (displeasure),落頒 (disappoint

ment)･困惑 (upset)･変哲 (depression),無能感 (incompetence)

･あきらめ (resignation),うしろめたさ (guilt),恐れ (fear),

帆 (shame)･怒 り (anger)･おどろき (surprise)などが リス トアッ

プされている｡
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これらの感情群は,教室において学習者が経験する感情の内,その主

要なものを示 しているように思われる｡後述のように,Welnerが感情

の選定に用いた手続 きには若干の問題があ り,またリス ト自体も必ず し

も十分であるとは言い難い｡ しか し,この リス トは,どのような レベル

でどのような範囲の感情を取 り扱 うべ きかに関 して-つの基準を提供す

るものであり,研究の推進にあた り,基本的なベイス して位置づ けるこ

とができよう｡

第 2に,Weiner理論では,感情喚起の規定因として認知変数,異休

的には,結果に対する主観的評価 (subJ'ectlVeevaluationforoutc｡m

e)と原因帰属 (causalaいニribution)の二つを位置づけていることが

あげられる｡一般に認知変数は,生理的 ･身体的要因あるいは気質や人

格といった感情喚起の他の規定因に比べ外部からの介入の可能性が高い｡

したがって,教師の異体的な指導や訓練プログラムの開発 とも結びつ き

やすいと考えられる (速水 ･長谷川,1979;樋口 ･鎌原 ･大塚,1983)｡

認知変数に組織的に介入することにより,慢性化 した不適応的な感情喚

起を抑制 し,より適応的な感情状態を形成するという手法は,いわゆる

認知療法の枠組みの中で確立されてきた (Beck,1976)･｡学校学習に

おいても.例えば,Dweck(1975)が,小学校の児童に対 し,算数での

失敗をそれまでの能力帰属から努力帰属に変えるよう指導することを読

みている｡そ して,その介入が,慢性化 した無能感やあきらめを克服さ

せ,さらには課題への取 り組みと粘 り強さの改善,成績の向上をもたら

すことを示 している｡このような原因帰属の様式変化を促す処遇 (再帰

属法)が,不適応的な感情 ･動機づけパタンの治療に効果があるとする

研究は,近年その数を増 してきてお り (Foersterling,1986),心理

療法の一分野を形成 しつつあるほどである (高野,1989)｡以上のよう
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に,感情喚起 を規定する要因として認知変数を考えることは,学習場面

がより適応的 となるよう,学習者に対 し適切な指導 ･援助を組織すると

いう教育的な観点からも有益なことと言えよう｡

3点 目は,Weiner理論が,もともとは動機づけに関する理論であり,

したがって感情の持つ動機づ け機能が考察の対象 となっている点である｡

学業達成場面における感情の機能 としては様 々なものが考えられるが,

後続の学習行動への動機づけ機能はその主要なものの一つ と言える｡学

習者の学習意欲を育てる手立てとして現場の教師がまず考えることは,

いかにして成就感,達成感を味わえるような学習活動を組織 していくか

であろう｡失敗や困難に直面 した時でも,すぐに ｢あきらめ｣て しまわ

ず,｢まけんき｣を起こすことができるよう支えていこうとする｡教室

における感情経験が,学習者の学習活動への取 り組みや意欲に影響を与

えるという考え方は,教育実践者の間に広 く浸透 している｡これは,そ

の実技 ･研究を しる した著作や授業記録などからもおおいにうかがえる｡

しか しながら,ある学業達成場面での感情経験が後の学習行動に影響

するというこの常識的とも言える考え方は,少な くとも心理学の領域で

は,十分な検討を経たものとは言い難い (奈須,1990a)｡これに対 し

Weiner理論では,Atkinson理論の伝統を継承 し,感情の持つ動機づけ

機能を重視する｡後述のように若干の問題点はあるが,理論の基本的枠

組みとしては,上記のような多様な感情のそれぞれが,後続行動の促進

あるいは抑制をもたらす候補 とされてお り,参考 となる｡

以上のように,Weiner理論は,学業達成場面における学習者の感情

経験について,これを①適切なレベルの感情群を幅広 く網羅的に対象 と

して位置づけ,②介入可能性の高い認知変数を中心とした喚起機構から,

③主要な機能 と目される動機づけ機能までを,統一的な枠組みの中で理
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論化することを試みたものと解釈できるoこの意味で,Weiner理論は,

学業達成場面における学習者の感情経験を総合的に検討するという本研

究の目的にとって,数多くの有益な示唆を与えて くれるであろう｡そこ

で本研究では･Weiner理論を,研究の基本的骨組みを構成する際のよ

りどころとして用いる｡そ して.達成関連感情に関する諸研究の成果を

参照 しながら,それ らにおける問題点や今後に残された課題の解決を中

心に研究を進めていくことにする｡

ところで･従来の感情研究のテーマは,おおむね以下の四つに分類す

ることができると考えられる (福#･1990の分類を参考 にした)O

①分類 :｢感情にはどのようなものがあるのか｣

②機構 ‥｢感情が現れる しくみ｣

③機能 :｢感情のはたらき｣

④構造 :｢感情はどのようになっているのか｣

通常･感情理論,感情研究と呼ばれるものは,この内の一つから二つ

ほどのテーマについて･特定の見解を提示 したものであると言える｡例

えば,Abelson& Sermat(1962), Ekman(1955),Mehrabian(1

980)･Nowlis(1965)I Plutchik(1962,1980). Schlosberg(19

54)ITomklnS(1962･1963),Watson& Tellegen(1985),Woo

dworth & Schlosberg(1954)などは,主に感情の分類と構造を取 り

扱っているoこれに対 し･Arnold(1954),Cannon(1932),James

(1890)ILazarus(1968),Schachter(1964),Valins(1966)

などは,感情の喚起機構の解明をもっぱら主題 としていた｡また,不安

研究に代表される臨沫心理学的な関心は,その感情の持つ適応的行動の

抑制や阻害といった機能への着目に起因するものと解釈できよう｡後述

のように,Weiner理論や従来の達成関連感情の研究は,主 に喚起機構
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と機能に関わってお り･特に構造についてはほとんど検討がなされてき

ていない｡ しか し･ここに示 した四つのテーマは,そのいずれもが感情

という心理学的現象の理解にとって重要なものである｡ したがって,ち

し可能であるならば･四つすべての観点から検討のなされることが望 ま

れる｡このことは･学業達成場面における感情を取 り扱 う本研究につい

ても･そのままあてはまる｡そこで木研究では,この四つのテーマを,

研究推進の重要な観点として位置づけるo具体的には,次節 と第 3節で

weiner理論の背景 と基本的枠組みを,第 4節でWeiner理論における達

成関連感情の取 り扱いを概観するoそ して,続 く第5節でこの四つのテ

ーマに即 して,Weiner理論及び達成関連感情の研究をめぐる動向を概

括･評価 し,本研究で検討すべき課題を抽出するという手続 きをとる｡

1-2 Weiner理論の背景

-Atkinsonの達成動機づけ理論 とHelderの原因帰属理論 -

後述のように,Weiner理論は,期待 ×価値モデルの枠組み,よ り具

休的にはAtkinson理論 (Atkinson,1964;Atkinson& Feather,1

966)の枠組みを,Heiderに端を発する原因帰属理論の観点から再解釈

し･発展的に継承 したものと解釈できるoそこでここでは,Weiner理

論の主要な二つの源泉である･Atkinsonの達成動機づけ理論 とHelder

の原因帰属理論について,その概略を述べる｡

1~2- 1 AtklnSOnの達成動機づけ理論

Atkinson理論では,以下の三つの仮定が理論構成を支えている｡

第 1の仮定は･達成志向行軌 (achievement-orle一一tedbehavior)は,

域功への接近傾向と失敗からの回避傾向の葛藤の結果 として生 じるとい
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うものである｡すなわち･最終的な達成傾向の強さ (TA)は,課題達

成を促進する成功接近傾向 (Ts) と課題達成を抑制する失敗回避傾向

(TAF)の合成傾向によって規定されると考える.これは,以下のよう

に表される｡

TA=TsITAF

この仮定には,Miller(1944)の葛藤モデル, Lewin, Dembo, Fe

stinger & Sears(1944)の合成バ レンス理論などの影響が うかがえ

よう｡

Atkinson理論における第 2の仮定は･成功接近 ･失敗回避の各傾向

が･それぞれ動機 (Ms,M∧F),期待 (主観的確率 :p s, p†),価

値 (誘因価 :Is･ Ir)に関する個人の認知の乗算的関係によって規定

されるというものである｡これは･それぞれ以下のように表される｡

Ts=(MsxPsx ls),TAF=(MAFXP,× Ⅰ ,)

Msは達成要求または成功動機 と呼ばれるo Atkinson(1964)は,

"達成 した時に誇 りを体験できる能力"と定義するが,実際にはTAT

で測定された達成動機 (McClelland,Atkinson. Clark& Lowell,

1953)が用いられるo Psは成功の主観的確率で,実験的には,課題の

固難度に関する提供情報や･実際の課題の囲難度の変化によって操作さ

れる｡ Isは成功の誘因価を示 し,具休的には成功時に感 じられる誇 り

の慾情が想定されている｡

一方,MAFは･失敗回避動機と呼ばれる○ "目標が達成できなかった

時に恥を体験できる能力'･と定義されるが,実際にはMandler & Sa,

ason(1952)のテス ト不安尺度を用いるのが一般的である｡ したがって,

伝統的な手続 きでは･Msの測定には投彩法を剛 ､,MAFについては自

己評定質問紙のスコアを充てることになるoP,は失敗の主観的確率で,
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Atkinsonは Ps+P,=1と考えられることから,P.-1lPsと表す

ことができるとしている｡ Itは失敗の誘因価を示 し,具体的内容 とし

ては失敗時に感 じられる恥の感情が想定されている｡

第 3の仮定は･誘因価 と主観的確率の問には逆比例の関係があるとい

うものである｡これは,以下のように表される｡

Is=1-Ps, Ⅰ ,-1lP,

ALkinsonによると･成功の誘因価･すなわち達成時の誇 りの感情は,

容易な課題よりも,むずか しく成功確率の低い課題で成功 した場合にお

いてより強 くなる｡同様に･失敗の誘因価,すなわち失敗時の恥の感情

は,むずか しい課題でよりも･やさ しく失敗確率の低い課題で失敗 した

場合に,より弾 くなると考えられる｡AtklnSOn& FeaLher(1966)

は･輪投げゲームにおいて,標的から離れて立つほど成功 した場合の賞

が大きくなることを示 したLitwinの実験をもとに,この仮定の正当性

を主張 している｡また,Strodtbeck･McDonald,& Rosen(1957)

によると･成功することがむずか しいと考えられている仕事ほど,より

大きな威光と高い給与が与えられている｡ しか し,これらの場合,成功

の誘因価 として評価されているのはいわゆる誇 りの感情ではなく,この

点には注意が必要であろう (Weiner,1980b)｡

以上の三つの仮定をまとめると,次のようになる｡

まず,TA=Ts-TAF

これに･Ts= (MsxPsxls),TAF= (MAFXp-×Ⅰ.)を代入

すると,

TA= (MらxPsxls)- (M∧FXP,× Ⅰ -)

さらに･ Is=1-Ps, ∫ ,-1-p - を代入すると,

TA= [MsxPsx (1-Ps)]- [MAFXP†× (1-P,) ]
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ただし, Ps+Pr- 1 であるから･ p-= 1-Ps o したがって,

これを代入すると,

T▲- [MsxPsx (Al ps)- [MAFX (i- Ps) ×ps]

この式は変形 して,次のように表すことができる｡

T人= (Ms-M∧F) × [psx (1- Ps)]

このように･当初の式では四つあった状況変数 (p s'Is,Pr, Ⅰ-)

の内,三つまでが Psによって表現され･結果的に･TAは二つの動機変

数 (Ms･M F̂)と一つの状況変数 (ps)で表されるoなお, Psは,

成功の主観的確率であるので,0から1の範囲の値をとる○ したがって,

psx (ト Ps)が最大 となるのは, Ps- ･50の時であり,その値は .

25である｡

このことから･達成動機づ けについて･以下のような関係が導かれる｡

まず･Ms>MAFの個人においては,合成された達成傾向T人は正 とな ｡,

ps- ･50の時に最大の値をとる｡この傾向はMs>MAFの程度が大きい

ほど強められる｡

次に･Ms=MAFの個人においては･合成された達成傾向T八は0とな

り･なんらかの外在的な動機づけ要因が関与 しない限 り,達成行動は生

起しない｡

また,Ms<MAFの個人においては,合成された達成傾向TAは負 とな

り,失敗回避傾向が優勢 となって,達成行動は差 し控えられる｡そ して,

その程度は, Ps- ･50の時に最大であるo したがって,この負の合成

傾向よ｡も強いなんらかの外在的な動機づけ要因が関与 しない限 り,逮

成行動は生起 しない｡ しかも･その場合に生 じる達成行動の強さは,P

s= ･50の時に最小 となる｡

^tkinson理論の概要は以上のようにまとめることができる｡この内,
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Weiner理論に継承されたものとしては･まず,達成動機づけを期待 (主

紋的確率)×価値 (誘因価)という枠組みで扱 うという基本的考え方を

挙げることができる｡また･価値の具体的内容 として,成功時の誇 りと

失敗時の恥を想定するという点も･Weiner理論がAtkinson理論から受

け継いだ重要な特質である｡

一方,Atkinso咽 論において仮定されている期待 と価値の相補的関

係が･Weiner理論では仮定されておらず,この点では両者は大きく異

なる｡また･AtklnSOn理論では,期待 と価値が相乗的に影響を及ぼし

あって行動を動機づけると考えるが,Weinerはその点 を明確に してい

ない (速水･1991)oさらに･Atkinson理論では,Lewinら (1944)

やMiller(1944)の流れを汲み･成功への接近と失敗からの回避の葛

藤という観点から動機づけをとらえる｡これに対 し.Weinerでは,成

功接近 と失敗回避を特には分離 して扱わないなどの点でも違いがあると

舌れる (稲木,1978)0

1-2-2 Heiderの原因帰属理論

原因帰属の心理学的意味に注目し･帰属過程の解明の重要性を最初に

指摘 したのは,Heider(1944･1958)であった○彼が とる特徴的な研

究上の立場は･ "素朴心理学"と呼ばれる｡すなわち,心理学研究は,

いわゆる科学的方法にのみたよっていては不十分であ り,市井一般の人

々が人間の行動をどのようにとらえているかを分析 し,それを科学の用

語に翻訳 し一般化することが必要であるというものである｡その際,人

々が日常的に行っている帰属 という行為を分析することからも,重要な

洞察が数多く得 られると考えられる｡なお,Heiderによる帰属過程の

分析は非常に広範囲に及ぶ ものであるため,ここでは,We⊥ner理論の
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解釈に関連が深いと考えられる側面を中心に,理論の概略を述べること

にする｡

まず,Ileider(1958)は,市井一般の人 々にとって,帰属 という行

為がどのような意味を持 っているのかについて述べる｡Heiderによる

と･人が実在を把握 し･それを予測 した り規制 したりすることができる

のは,次のようなメカニズムによる｡

人は･うつろいやすく変化する行動や出来事についての観察結果をち

とに･その背後にその行動や出来事を生起せ しめている比較的変化 しな

い安定な要因を推測するoそ して･行動や出来事 とその要因 との間に因

果的関係があると考えるのである0人は･自分を取 り巻 く観察可能なち

のをただ記録するだけでは補足 しない｡人は,それをできるだけ自分の

環境の不変性･安定性に帰 したいと思 うoこの欲刺 こよって発動される

認知過程が帰属過程であるoそ してその際･人は観察された行動や出栄

弔を,なんらかの安定な要因に帰屈 しようと自分の環境内を探索する｡

認知された因果構造における,この多少 とも安定 し,予測可能でかつ統

制可能な世界の存在を可能ならしめるような不変性のことを,彼は素因

的特質 (disposiLionalproperties)と呼ぶ○帰属過程の分析における

素因的特質という概念の持つ含意は･次のような例によく表されている｡

｢例えば･ジョンの成績 (これは比較的一時的な出来事である)を多少

とも永続的な特質である彼の高い知能のせいだと考えれば,彼のよい評

価は理解できる し,そうすれば彼が大学での学業をうまくやっていける

だろうと予測 しても安全だ･と我 々は信 じるのである (Helder,1958)

｡｣このように,ある出来事の原因が素因的特質に帰された場合には,

その観察者は以前と比べ･より環境を一貫 したものとして把握でき,千

測し制御できるようになるのである｡
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次にHeiderは,素朴心理学の観点から,行為の結果に影響を与えて

いる要因についての分析を進めていくo素朴心理学においては,科学的

心理学 と同じく,行為の結果は二組の条件,すなわち個人内の諸要因 と

環境内の諸要因に依存すると考える｡これは,次のように表すことがで

きる｡

x = f (効果的な人の力,効果的な環境の力)

この式は･行為の結果 xは効果的な人の力 と効果的な環境の力の組令

わせ･より具体的には両者の加算的関係に依存するとの洞察を表 してい

るoさらに･効果的な人の力は二つの寄与安臥 すなわち.主に能力

(ability)を指す力塁 (power)の要因と, "試みること (t,ying)"

を意味する動機づ け要因に分解される｡これ らは次のように図式化され

る｡

力屋 (しぼ

試みること ~ ~ _ ∴ ∴ ∵∴ _ _

あるいは, x = f (試みること,力量,環境)

ここで･力量 と "試みること"は乗算的結合関係にあると考えられる｡

例えば,能力があっても全然試みなければ,彼は目標に向かってまった

く前進 しないからである｡

ところで･行為者の力凱 こ関する知識が得 られたからといって,それ

だけで,試みられた行為が成 し遂げられ得るかどうかの判断を行 うこと

はできないo行為者の力塁は･課題の困難度 という環境内の要因との相

対的関係で評価される必要がある｡そこでHeiderは,課題の囲難度に
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代表される効果的な環境の力 と力畳の関係を表すもの として "で きる

(can)"を概念化 した｡ "で きる"は,次のように定式化される｡

"できる" - ∫ (力畠ない しは能力 ー環境的諸要因の囲難さ)

…できる"は･潜在的な可能状態,すなわち,その人がやろうと思え

ばその課題が成 し遂げられる状態 にあるかどうかを問 う概念であると言

える0人がこの "で きる…の状態 にあるかどうか と,彼がそれを成 し遂

げるように試みるかどうかは･非常 に異なったものだと考 えられよう｡

この観点から見ると･行為の結果 xをめ ぐる上記の図式は,次のように

再表現される｡

力塁 (しば しば能力)

--- -- - -効果的な環境の力 "でき…二 ゝ

あるいは･ x - f (試みること, Hで きる")

このように･結果 には影響するが･動機づ けの要因すなわち人の -読

みること"には帰 されないすべての比較的安定な要因は,一括 して "で

きる…の要因 となるのである｡なお･行為の実現可能性 に影響する環境

内の不安定な要因 としては･好機 (opportunity)と運 (luck)が,そ

の代表的なものである｡

一万･ "試みること"は･方向的側面 と量的側面を持 っている｡通常,

この方向的側面は意図 (intention)と呼ばれ,量的側面は努力 (exert

ion)と呼ばれているo Heiderは,その行為が行為者の意図によって導

かれたものか否か という観点が･行為の解釈 において非常 に重要である

と考える｡個人 pが意図的に行為の結果 xを引 き起 こす場合,その関係
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性は,人称的因果性 (personalcausality)と呼ばれる｡これに対 し,

pが無意図的に･ただ彼の物坪的ない しは社会的存在が環境に対 してあ

る彩管を与えたために,結果 xを生 じさせる場合,その関係性は非人称

的因果性 (impersonalcausality)と呼ばれる○たとえ,同 じ結果 xの

生起が観察されたとしても,それが pの意図に起因するものであるか否

かによって･その出来事の解釈は大 きく異なる○例えば,ある行為が他

者に損害を与えたとしても･その行為が無意図的なものであったと見な

された場合には,意図的な原因によると見なされる場合よりも,彼には

責任がないと考えられやすい｡

以上述べてきたように･Heiderの分析は,ある人の行為がなんらか

の結果を生 じさせることを観察 した時の我々の心のはたらきを,できる

限り日常的な言葉や概念によって理解 しようという試みであった｡彼は,

ある人の行為が意図的なものなのか･無意図的なものなのか,その結果

をJtじさせた原因はその人の側にあるのか,それとも環境の側にあるの

か･またその原因は素因的特質を有 しているのか等,様 々な観点から帰

属過程を扱ったのである｡

Weinerは,Heiderの分析における三つの概念に注目し,それ らを帰

属因の分類及び帰属から導かれる予測の定式化に用いたと考えられる0

三つの概念とは･素因的特質,人 一環墳 (効果的な人の九 効果的な環

境の力)･人称的因果性あるいはそれを支えている意図である｡次節で

述べるように,Weiner日979)は･達成場面における典型的な八つの

帰属因を三つの原因次元 (causaldimension)という理論的視座から分

類する｡三つの原因次元は･それぞれ原因の位置 (locusofcausality)

次元･安定性 (stability)次元,統制可能性 (controllability)次元

と呼ばれる｡そ して,これらはそれぞれ･Heiderの人 一環境,素因的
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特質･人称的因果性ない しは意図 と密接な関連を持っている｡

1-3 Weiner理論の基本的枠組み◆

Weiner理論 も多 くの動機づけの認知理論 と同じく,期待 ×価値モデ

ルをその基削 こ持つ｡期待 ×価値モデルには･Atkinson理論も含め,

TABLEl- 1に示 したような多様な理論的立場を含めることができる｡

そして･それらに共通な一般図式 として,次のように表現することがで

きる｡

刺激 → 認知的働 き

∴ _ ･

期待×価値モデルでは･ある方向に行動 しようとする傾向の強さは,

その行動によって一定の結果 (または目標)が得られるという期待の強

さと,その結果 (目標)がその個人に対 して持つ価値の高さ (その異休

的内容 として しば しば感情が用いられる)とによって決まると考える｡

そして･期待の強さと価値の高さは.有機体が刺激をどのように認知的

に処理するかに全面的に依存するとされる｡ したがって,この図式は,

刺激は,行動 とは無関係ではないが･それ自体が直接に行動を規定する

◆本節の一部は･ "奈須正裕 1989 Welnerの達成動機づけに関す

る帰属理論についての研究 教育心理学研究,37,84-95."の中で報

告した｡
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TABLEl -1 動機づけの期待×価値モデル

(Atkinson& FeaLher,1966をもとに作成)

主張者 主な研究対象 ･領域 期待概念 価値概念

Tolman 動物の迷路学習 目標の期待 目標対象への要求

Lew⊥nら 社会的行動 潜在的可能性 誘意性

A仙 nson達成行動 期待･主観的確率 動機×誘因 (感情)

Edwards 経済的意思決定 主観的確率 効桐

Rotter 社会的行臥 不適応行動 期待 報酬価
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のではなく･有機体によって能動的に処理される情報の一つ と見なす,

という立場を合意 している｡また･この図式は,動機づけの認知理論が

二つの段階･すなわち有機体が刺激を処理 しなんらかの認知像を形成す

る段階と,その認知像が最終的行動をあるシステマティックな様式で生

み出していく段階を含む必要のあることをも示 している｡これはBaldw

川 (1969)の次のような記述に端的に表されている｡｢刺激状況によっ

てはじまり･行動に導かれる一連の事象 における第-の段階は,外界の

認知像の構成であると行動の認知理論は仮定 している｡ この認知像は,

動機や情動を引 き起 こし･行動を目的や目標に導 く効果的環境 として作

用する｡｣

確かに期待 ×価値モデルは,動物や人間の行動理解に対 してより幅広

い枠組みを提供 し･多くの新たな実証的研究に示唆を与え続けてきた

(机 1985)o しか し,従来の期待 ×価値モデルでは,期待及び価値が

どのような認知的働 きから生 まれるかについては,十分に言及されてい

なかった (細臥 1978)｡このことは･従来の期待 ×価値モデルが,育

機体内に形成された認知像が行動に及ぼす影響の解明にもっぱらたすさ

わってお り,刺激から認知像が形成される段階での有機体の処理メカニ

ズムにはあまり注意をはらってこなかったことを意味する｡これは,期

待×価値モデルの枠組みで達成行動を取 り扱 う,Atkinson理論にもあ

てはまる｡

これに対 し,Weinerら (1971)は,結果に対 してその原因をどのよ

うに推測するか･その認知処理のあ り方が期待や価値を規定すると考え,

この点を明確化 したo事象の原因に関する因果的推論の過程が,認知や

行動に影響を及ぼすという考え方は･広 く原因帰属理論 と呼ばれる理請

的立場である｡これは･もともと前述のHeider(1944,1958)による
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対人知覚研究から生 まれてきたものであるが,Weinerがこれを本格的

に動横づけ研究の分野に持ち込んだと考えられる｡Welnerら (1971)

の ｢成功 ･失敗の原因に関する考え方 (belief)は,先行する刺激 一個

休間の情報処理 と後続する個体-達成行動を媒介する｣という仮説は,

彼らが帰属過程を期待×価値モデルにおける認知的働 きとして位置づ け,

理論化を進めようとしたことを物語 っている｡

理論化に際 して,まずWelner& Kukla(1970)は.Heider(1958)

の帰属理論とRotter(1966)の社会的学習理論 (sociallearningthe

ory)から,人が成功 ･失敗の説明に用いる主要な原因 として,能力 ･

努力 ･課題の囲難度 ･運の 4要因を抽出 した｡Weinerら (1971)は,

｢人は達成に関連 した事象の結果を解釈 し,予測するために,帰属の四

つの要素を用いる｣と考えた｡次に彼 らは,この4要因をより根底的な

特質の観貞から分析 し,統制の位置 (locusofcontrol)次元と安定性

次元と呼ばれる,二つの原因次元を設定 した｡原因次元 とは,各帰属因

を特徴づけ整理するための理論的視座の一種である｡これら二つの原因

次元による典型的な四つの帰属因の分類は, TABLE1- 2のように表わ

される｡

統制の位置次元は,Rotter(1966)が提唱 した統制の位置の概念に

着想を得たとされるもの (Weineretal,1971)である｡そこでは,

その帰属因が基本的には物理的な意味で行為者の内部にあるか外部にあ

るかが問われる｡能力と努力は行為者にとって内的 (internal)要囲で

あるのに対 し.課題の囲難度 と運は環境的な要因であ り,外的 (extern

al)要因と見なされる｡統制の位置次元は,期待 ×価値モデルの "価値…

に影響を与える次元 として考察される｡Weiner理論では,価値の具体

的内容としてAtkinso11(1964)にならって誇 りと恥の感情を用いる｡
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TABLEl-2 達成行動において認知される原因の分類

(Weiner,1972)

統制の位置

安定性 内的 外的

安定 能力 課題の固難度

不安定 努力 運
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そして,同じ成功や失敗をしても,それを内的要因に帰属するか外的要

因に帰属するかで･誇 りや恥の感 じ方が異なって くると指摘する｡例え

ば･成功 したのは運のよさによると考えるよ りも,自分の努力の賜物で

あると考える方が誇 らしさを強く感 じるだろう○また,失敗を課題の難

しさに帰属するよ りも,自分の能力不足のせいだと考える方が恥か しさ

をより強 く感 じるであろう｡

この次元は･Rotterの命名をそのまま受 け継ぎ,統制の位置次元と

呼ばれるが･実際には両者には違いがあるoWelnerは,この次元を,

その帰属因が物理的な意味で行為者の内にあるか外にあるかということ

を問う帰属因の分類概念 として用いるoこれに対 しRotterは,自分の

反応とそれに伴 う強化の随伴性の観点から統制の位置の概念を馴 員し,

内的一外的次元を設定 したo統制の位置が内的であるというのは,個人

内の特性ないしは行動と強化が随伴 している状態を指す｡一方,統制の

位置が外的であるというのは･個人外の特性ない しは行動 と強化が随伴

していることを意味するo したがって,Weinerが言 うように "努力-

が帰属因として,すなわち …努力するということ自体-を,行為者が内

的であると見たとしても･当該事態における結果が ･甥 力"と随伴 して

おり･行為者が "努力Mによって結果を自らの統制下に置 くことができ

ると認知するかどうかはまた別の問題であろう.この違いは,後年,期

待の規定因をめ ぐる論争を生むことになる (Weiner,Nierenberg&

Goldstein,1976)oむ しろ,Welnerが当机 内的一外的 という次元

によって意図 した分類は,Heider(1958)によって,人一環境 という

用語でなされた分類に相当する｡

もう一つの原因次元である安定性次元は,帰属因の時間的安定性 ･変

動性に者目した次元である｡能力 と課題の囲難度は,時間的安定性 ･変
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動性の観点から見た場合,比較的変化 しにくい安定な要因と言える｡こ

れに対 し,努力と運は,その時々によって変化 し得る不安定な要因と見

なされる｡安定性次元は･期待 ×価値モデルの …期待-に影響を与える

次元として考察されるoWeinerら (1971)によると,同じ成功 ･失敗

に直面 しても,それを安定的な要因に帰属するか,不安定的な要因に帰

属するかで･将来の類似課題における成功への期待は大 きく異なって く

る｡成功 ･失敗を能力や課題の困難度のような安定的要因に帰属すると,

次回においても事情はあまり変らないので,今回と同 じような結果にな

ると期待するだろう｡ したがって,その成功 ･失敗によってもたらされ

る期待の変動量 (expectancysl-1ft)は大きい｡ しか し,努力や運 とい

った不安定な要因に帰属すると･次回は努力すればよいとか運が変 って

しまうかもしれないと考えることによって,今回とは異なった結果にな

るかもれないと予想するであろう｡ したがって,期待の変動塁は相対的

に小さいものとなる｡

Weinerが理論化にあたり期待 と安定性次元を結びつけた背景には,

帰属理論の伝統的な問題意識があったと思われる｡そもそも帰属理論の

問題意識は･その歴史的端緒である対人知覚領域での研究からもわかる

ように･観察された行動や行動の結果が行為者のパーソナ リティのよう

な安定 した属性･Heiderで言えば素因的特質に帰属されるか否かとい

う点にあったo もし,ある行動が安定な属性に帰属されるならば,そこ

からその行動に対応 したパーソナ リテ ィを観察者は推論することができ

る｡その際･同様の行動や行動の結果が繰 り返 し観察される,すなわち

弁別性 (distinctiveness)が低いならば,それはパーソナ リティのよ

うな安定な属性への帰属を生みやすい (Orvis,Cunningham& Kell

ey･L975)o逆に言えば,安定 した属性に帰属された行動や行動の結果
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は･それが将来の類似 した状況下においても再現されるであろうという

期待を観察者の中に生みやすいといえる｡このことは,先に引用 したH

elder(1958)による記述 (p13参照)からも十分 うかがえる｡

以上のように･Weiner理論の二つの原因次元は.Heiderないしは彼

のアイデアを継承 し発展させたKelleyの洞察をベイスとしたもの (Sh

aw& Costanzo･1982)であ り, しば しばなされるRotterの統制の位

置概念の多次元的発展 という解釈は必ず しも適切 とは言えない (ただ,

Welner自身も特に初期においてそのような叙述を行ってお り,そのこ

とが理論解釈上の混乱の一因となっているoWeiner理論の動機づけ研

究史上の位置づけ･解釈 とそれをめ ぐる論争については,奈須,1989,

1990bを参照のこと)oまとめると･Weiner理論は.Heiderの帰属の

考え方を･動機づけの認知理論の基本的パラダイムである期待 ×価値モ

デル･より特殊的には･Atkinson理論の枠組みの中においたものと解

釈できるoつまり,｢成功 ･失敗 という結果に対 し,その原因をどう認

知するかによって後続の行動での成功の期待や,喚起される感情が変 り,

この期待と感情を媒介として後続の行動が決定される (Weineretal,

1971)｣というものである｡この考え方は,先に示 した期待 ×価値モデ

ルの一般図式 との対応で,次のように表現することができる｡

刺激 → 原因帰属

._:-I-: _ _., -

なお,Weinerは･後年･この4要因 2原因次元からなるモデルの修

正 ･発展を試みている (Weiner･1979)｡修正の最大の契機は,努力
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･能力 ･課題の囲難度 ･運 という四つの帰属因が,考え得る原因認知を

包括的に表 していないこと (Elig & Frieze,1979). したがって 4

要因をベイスに考案された2次元による原因分類 も,達成領域における

帰属過程の分析概念 として疑問の余地があるということであった｡実際,

帰属測定に自由記述 を用いた研究は,Weinerが主に扱った学業達成領

域においてさえも,4要因以外の帰属因,例えば気分 ･体調や性格が用

いられることを示 している (Cooper& Burger,1980)｡また,同様

の自由記述研究から,Frize(1976)は,努力に関 して安定的努力 (st

ableeffort)と不安定な直接的努力 (imediateeffort)の二つのカ

テゴリーを見出 した｡さらに,樋口 ･清水 ･鎌原 (1979)は,択otter

の統制の位置 との関連でWeinerの4要因を検討 し,Rotterのpowerful

othersへの帰属をどこに位置づ けたらよいのか不明であるとの疑問を

提出している｡

この問題への対処は,帰属園の特徴づけに用いる原因次元の数を増や

し･分類をより精轍化するという試みによって開始された｡ Rosenba.P.

(1972)によると･努力 と気分 (mood)は両方 とも内的で安定的な要因

であるが,この二つは明らかに異なるo彼は,この違いを説明するため

に意図性 (intentionality)次元を考案 し,努力を意図的要因,気分を

無意図的要因 として分類 した (TABLEl-3参照)｡さらに,意図性次

元の導入によ り･教師の指導 ･援助のような他者の努力の要因を,課題

の困難度や運 と分離 して扱 うことができるようになった (Weiner,197

4)｡また･この原因分類は,努力や能力を,その安定的属性 と不安定

的属性に分けて扱い得る点でも評価できよう｡

このRosenbaum(1972)の試みを受けて,Weiner(1979)は,同様

の3次元8要因からなるモデルを定式化 した｡Weinerによると,Rose
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TA8LEl-3 成功 ･失敗の認知された原因の3次元分類 (Rosenbaum,1972)

意 図 的 無 意 図 的

安 定 不安定 安 定 不安定

内的 自己の安定 自己の不安 自己の能力 自己の疲労 ･気分

な努力 定な努力 技能のぶれ

外的 他者の安定 他者の不安 他者の能力 他者の疲労 ･気分

な努力 定な努力 課題の困難度 技能のぶれ ･運
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nbaumが見出 した次元は統制可能性次元 と呼ぶべきものであ り, Rosenb

aumは次元の命名を誤っていた｡努力不足に帰属された失敗は,失敗す

る意図があった (故意に失敗 した)ことを意味するのではない｡む しろ,

努力は統制可能,気分は統制不可能 として分類するのが適当であるとW

einerは考え,統制可能性次元を第 3の原因次元として設定 した｡同時

に彼は･統制の位置次元を原因の位置次元と命名 し直 した｡先に述べた

Rotterの統制の位置 との通いを明瞭に し,統制 (control)の持つニュ

アンスをこの概念から払拭 しようとしたのである｡その上で,原因の位

置･安定性･統制可能性の 3次元による原因分類を行 った (TABLE1-

4)o統制可能性次元は,次節で述べるように怒 りや うしろめたさ,あ

われみ ･同情 (pity,sympathy)などの感情喚起に彩轡を与えるとされ

る｡また,Welner理論は,達成領域を中心に展開されてきたが,80年

以降･援助行動の理解などにもその適用範囲を広げる試みがなされてお

り,そこではこの統制可能性次元が,理論構成の中核を担 うこととなる

(Weiner,1980C,1980d,1986)O

なお,このようないきさつを持つWeiner理論の統制可能性概念は,

同じく統制可能性概念を理論構成の中核に据える Rotterや Seligman

(1975)IBaudura(1977)I Langer(1983)のそれ とは異なる性格

を持つ｡また,それゆえの研究者間での誤解や混乱もしば しば見受けら

れる｡まとめると･Weiner理論における統制可能性概念 とは,①当該

の結果を自身の反応によって統制できるか否かを問うものではなく帰属

因の性質に関するものであって･②行為者のみならず教師や家族,友人

といった他者にとっての帰属因の統制可能性をも問題にする概念である

と言える｡ここで特に注意すべきは,外的で統制可能 というセルの存在

であるOこれは,例えば,行動と結果の随伴性を問うRotterや Seligm
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TABLEl~4 原因の位置 ･安定性 ･統制可能性次元の組合わせによる

成功 ･失敗の認知の決定因 (Weiner,1979)

統 制 可 能 統 制 不 可 能

安 定 不安定 安 定 不安定

内的 ふだんの努力 一時的な努力 能 力 気 分

外的 教師の偏見 他者の日常的 課題の困難度 運

でない努力
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an流の統制可能性概念にそって考えれば,まさに奇妙な,自己矛盾を含

む言葉として映るであろう｡さらには･Welner自身,外的要因が統制

可能かどうかは疑問である,という不可解な記述を行い (Weiner,197

9)･誤解や混乱を助長 したという経緯がある｡実際,この点をめ ぐっ

ては･実証的な研究の計画 ･実施において誤解 ･混乱が認め られる｡

例えば･Forsyth & McMillan(1981)は,試験成績への帰属を,

被験者に直接に原因次元への評定を求める方法で測定 し,次回の試験で

の成功期待及び16の感情評定との関係を検討 した.その結果,感情は成

績の高低･原因の位置次元 とともに統制可能性次元とも関係があった｡

定期試験の成績の原因を統制可能であるとした時,よりポジティブな感

情を強 く感 じることが示されたのである｡彼 らの研究は期待についてち

統制可能性次元の影響を示 してお り,我国でもWeiner理論に対する反

証例として しば しば引用されてきた (相川 ･川島 ･松本,1985;宮本,

1983)｡ しか し･Forsyth & McMillan(1981)は,統制可能性次元

の測定に際 して ｢原因が自分にとって統制できるか,で きないか｣を尋

ねている｡これは,内的な統制可能要因 (典型的には努力要因)とそれ

以外の要因の対比を求めていると考えられ,Weiner(1979)が問題に

しているものとは違 うものを測定 している○Hayamizu(1984)は,ll

の帰属因について当事者による統制可能性の程度を大学生に評定させた｡

そして,学校での学習態度,自宅での日々の努九 テス ト前日の努力の

三つの努力要因が非常に統制可能 として,また,能九 興臥 休調が中

程度に統制可能 として評定され･外的要因はすべて統制不可能とみられ

たことを報告 している｡HayamlZu(1984)はこの結果に基づ き,原因

の位置次元と統制可能性次元はオーバーラップ していると結論づけた0

また･実際･Forsyth & McMillan(1981)の研究では,両次元間に
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･409の相関を得ている｡ しか し･Weinerのいう統制可能性概念の意味

に即して研究が実施されたならば,結果はすいぷんと違っていたであろ

う｡

Weiner理論の第 3の次元である統制可能性をめ ぐっては,このよう

に若干の誤解や混乱が認められる.前述のように,Welner理論におけ

る統制可能性次元は,Rosenballmの意図性次元の概念から生 まれたもの

である｡ちなみに,帰属過程について考察する際に意図性に注目すると

いうアイデアは･前述のように,-1eider(1958)によって導かれた｡

そしてそれは･後の多くの帰属理論 (例えば Jones& Da,is,1965;

Kelley,1967)に引 き継がれていく原因帰属研究における一つの伝統

と言い得るものでもあるoまた,I-Ielderは意図の存在 こそが "試みる

こと"に人称的因果性という特徴を与え,行為の結果における行為者の

責任性を高めるとしている｡そして･Weiner理論における統制可能性

次元も,道徳的判断や行為の責任の知覚に関わるとされてお り (Weine

r･1986)･この点において も両者は対応 している｡ したがって,この

統制可能性という第 3の次元もまた･Rotterの着想や他の動機づけ研

究よりも,Heiderの洞察との関連がより深い概念であると見な し得る｡
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1-4 Weiner理論における達成関連感情の取 り扱い･

welner理論は･前節で検討 したように･期待×価値モデルの枠組み,

より具体的にはAtkinson理論 (Atkinson,1964;Atkinson& Feat

her･1966)の枠組みを,Heiderに端を発する原因帰属理論の観点から

再解釈 し･発展的に継承 したものである｡ したがって,Weiner理論に

おける感情の位置づけは,Atkinson理論 と同 じく,成功への期待 とな

らぷ達成動機づけの主要な規定因というものである｡ また,Weinerが

当机 達成関連感情に関 して誇 りと恥を主に扱 っていたのも,彼がAtk

inson理論の伝統に身をおいていたことに起因するoWeiner理論におけ

る達成関連感情の取 り扱いは･いくつかの論争を経て1977- 1980年を転

機として大きく変容 していく｡そ して･それに伴い,Atkinson理論か

ら受け継いだこの二つの特質 も若干の変質を余儀なくされていく｡以下,

Welner理論における達成関連感情の取 り扱いの変化について概観する｡

感情反応に関するWelner理論の当初の仮説 (Welneretal,1971;

Weiner,1972)は次の二つに集約されよう｡

仮説 1 :感情反応は･成功 ･失敗に対 して内的帰属がなされた時に最大

となり･外的帰属がなされた時に最′トとなる｡

仮説2 :努力帰属の感情反応に対する影響は能力帰属の影響よりも大 き

い｡

Weiner(1974)は･Nisbett& Schachter(1966),Ross,Rod

'本節の一部は, …奈須正裕 1989 Welnerの達成動機づ けに関す

る帰属理論についての研究 教育心理学研究,37,84-95.-の中で報

告した｡
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川 & Zimbardo(1969),Schachter& Slnger(1962),St｡,ms

& NISbett(1970)などを参照 し,仮説 1の論拠の一部とした｡ しか

し･これらはいわゆる錯誤帰属 (misattribuLion)の研究 として,生理

的喚起に関する原因認知の効果を検討 したものであり,成功 ･失敗につ

いて仮説を直接に検証 したものではない.達成行動を扱 った研究 として

は･運帰属事態に比べて能力帰属事態の方が,成功 ･失敗ともに感情反

応が大きいことを示 したFeather(1967)やMeyer(1970)の研究があ

る｡しか し･能力 と運は原因の位置次元で異なると同時に安定性次元で

も異なる特徴を有する帰属因であ り･いずれの次元の効果であるかが特

定できないoこれに対 し･Reinter(1975)は,大学生 を対象に,ピア

ノのレッスンを課題 とした実験を行った｡課題での成功に対 して努力 ･

能力 ･課題の囲難度 ･運の四つの帰属因を取 り上げ,感情反応への影響

を検討 したのであるoその結果,内的帰属 (努力 ･能力)条件下におい

て感情反応の大 きいことが示された○また,Ruble,Parsons& Ros

s(1976)の第 1実験で も,6-1け 児について,内的帰属をもたらす

ような条件の下で感情反応が大きいことが見出されている｡仮説 1を直

接扱った実験的研究は意外 と少なく･なされた研究も帰属の操作や感情

の指標,被験者集団の年齢段階などが まちまちであ り,必ず しも十分な

証左とは言い難い｡ しか し･仮説 1はそれが直観的にもっともらしいこ

ともあってか･初期においてはあまり批判の対象 とはならなかった｡む

しろ･多くの研究者の疑問や批判の声は仮説 2に集中 し,そこでの議論

が仮説 1をも含む理論全体の修正を促 していった感がある｡

Welner& Kukla(1970)は･教師役の被験者に生徒の努力,能力

及び試験での成績に関する情報をもとに,仮想の生徒に報酬 ･罰を与え

させるという実験を行ったoそして,高い努力は高い能力よりも賞賛さ
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れ･低い努力は低い能力よ りも罰せられるという結果を得た｡Wei｡｡r

(1974)はこの結果をもって仮説 2の証左としている○同様の実験結果

は多くの研究で追認されている (Eswara,1972;Rest,Nierenberg,

Weiner, & Heckhauzen･1973;Weiner & Peter,1973;Zander,

Fuller&Armstrong･1972 など)が,少なくとも次の二つの理由に

おいて証左としては不十分であると考えられる｡

①ほとんどの研究が,実際には指椿 として報酬 ･罰を用いているが,

これらは誇 りや恥の感情 とは異なると考えられること｡

②当事者である生徒が自身を評価する場合 と,他者である教師が評価

する場合とでは･違 った結果がもたらされる可能性があること｡

これは･Covington & Beery(1976)のself-worい､理論の立場から

考えても当然の批判であろうo教師はWeinerの主張するように繋力に

基づいた評価をするかもしれないが,高努力下での失敗は低能力を暗示

することから,生徒のselトworthにとっては脅威 となる｡教師と生徒で

は,原因帰属の持つ意味合いや効果が違 って くるのである｡

また･NICholls(1976)は･将来への成功が高 く価値づけられ,長

期的目標に注意が向いているような課題状況では,安定的要因である能

力への帰属の方が･将来 も今回と同 じ成功あるいは失敗を予測させるが

ゆえに･努力帰属の場合よ りも感情反応が強 くなると主張 した｡さらに,

Soわn(1977)は･誇 りや恥の感情は･人が最善を尽 くしたか否かを問

う道徳的判断に関わる感情であるがゆえに努力帰属 と関連が深いのだと

考えた｡そして,うれ しさや悲 しさのような道徳的にニ ュー トラルな感

情を問題 とすれば能力帰属の方が影響が大きいのではないかと考え,仮

想場面を用いた実験でこれを実証 した｡

welner(1977)は, Sohnの批判への回答の中で,達成動機づけ研究
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は誇り-恥の次元で感情を扱 ってきたが,達成場面で経験される感情が

誇りと恥だけであるという証左は見あたらないとして,それ以外の様 々

な感情反応をも考察する必要のあることを論 じた｡この点に関 して,W

einer自身の記述をたどると･すでに1972年 に達成場面での感情 として

誇り･恥以外の感情反応を扱 う必要についてふれ られてはいる (W｡i｡e

r･1972)｡ しか し,その時点では,やは り誇 りと恥が達成動機づ けを

考える上で最 も重要な感情であるとし,理論の中にそれ以外の感情を組

み入れるには至 らなかった｡このSohnとのや りとりを受けて,Wei｡er

ら 日978)は･大学生の被験者に原因帰属先を付 した仮想場面を提示 し.

達成に関連があるであろうとして辞書から抽出された約250の感情語が,

その場面での感情経験 としてどの くらいあてはまるかを評定させた｡さ

らに翌年には･被験者自身の経験の回想を伺い,追試を試みている (W

eineretal,1979)｡

彼らは実験結果から･成功 ･失敗に対 して喚起される感情には,主に

成功 ･失敗の経験そのものによって規定され,原因帰属の影響をあまり

受けない感情 (結果依存の感情)と,原因帰属のあり方によって主に規

定される感情 (帰属依存の感情)の 2種類があると結論づけた (TABLE

1-5･ 1-6参照 )｡例えば･成功時のうれ しさやよろこび,失敗時

の悲 しさや落胆などは･帰属先がどのようなものであれ.成功あるいは

失敗という結果に対する主観的評価に依存して,喚起されるであろう｡

これに対 し,同 じ失敗を経験 しても,それを自身の能力や適性のなさに

帰属すれば無能感やあきらめを強 く感 じ,逆に教師の不熱心さに帰属す

れば,怒 りの気持ちが起 こってくるであろう○また,運のわるさに帰属

すればそのような感情はあまり強 く喚起されず,む しろおどろきを感 じ

るかもしれない｡
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TABLE1-5 成功場面における帰属依存の感情と結果依存の感情

(Welneretal,1978,1979をもとに作成)

帰 属 Weineretal,1978 Weineretal,1979

能 力 有能感 (competence)

自信 (confldence)

短期的努力 快活 (activatlOn)

高揚 (augmentation)

長期的努力 くつろぎ (relaxation)

性 格 高揚 (self-enhancement)

他 者 感謝 (gratiLude)

運 おどろき (surprlSe)

(結果依存) うれしさ (happy)

よろこび (pleased)

有能感 (competence)

誇り (pride)

安堵 (relief)

満足 (satisfaction)

満足 (contentment)

感謝 (gratitude,

thankfulness)

興奮 (excitement)

おどろき (surprise)

うしろめたさ (guilt)

安堵 (relief)

うれしさ (happ山ess)
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TABLE1-6 失敗場面における帰属依存の感情と結果依存の感情

(Weineretal,1978,1979をもとに作成)

帰 属 Weineretal,1978

能 力 無能感 (incompetence)

短期的努力 うしろめたさ (guilt)

恥 (shame)

長期的努力 うしろめたさ (gullt)

恥 (shame)

性 格 あきらめ (resignatlOn)

他 者 攻撃 (aggresslOn)

運 おどろき (surprise)

(結果依存) 楽しくない (uncheerful)

不愉快 (dlSpleasure)

Weineretal,1979

無能感 (incompetence)

あきらめ (reslgnation)

不幸 (unhappiness)

恐れ (fear)

うしろめたさ (guilt)

怒 り (anger)

おどろき (surprise)

悲しい (sadness)

ばかな (stupidity)

請胆 (disappointment)

憂彰 (depression)

困惑 (upset) うんざり (disgust)
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このような理論の修正 ･発展の試みの中で,当机 単に感情喚起を規

定するとされた原因の位置 (1979年の 3次元モデルへの改訂以前は,統

制の位置)次元の位置づけは･成功時の誇 りや有能感,失敗時の恥など,

自尊感情を規定する次元へと,自然に移行することになる｡また,ほぼ

同時期に新たに提唱された統制可能性次元が感情に及ぼす影響に関する

仮説 (Weiner･1980C,1980d,1986)は,以下のようにまとめること

ができる｡

怒 り ‥怒 りは･自己のネガティブな結果を他者にとって統制可能な普

因に帰属 した時に経験される｡例えば,騒が しいルームメー トによって

勉強をじゃまされた場合がそうであるoまた,怒 りは他者のネガティブ

な結果が,その本人にとって統制可能な状況下で引き起 こされたことが

放棄された場合にも喚起されるo教師が生徒を最 もきび しく叱るのは,

生徒が努力不足の末に失敗 した場合である｡

感謝 =感謝は･自己のポジティブな結果を他者にとって統制可能な要

因に帰属 した時に経験される0人は指導や援助に感謝の気持ちを感 じる

が,もしそれがその人の意志 とは関係のない,なんらかの強制からなさ

れたものであれば,感謝の気持ちは相対的に起 りにくい｡

うしろめたさ ‥うしろめたさの感情は,自分にとって統制可能な要因

によってネガテ ィブな結果を得た時に経験される｡不十分な努力ゆえの

失敗はうしろめたさの感情を引き出す｡

あわれみ ･同情 :あわれみの感情や同情の念は,他者が統制可能な条

件のゆえに援助を必要としている,あるいはネガティブな状態にあるの

を見た時に喚起される｡他者のネガテ ィブな結果に対する原因の統制可

能性は,その結果が怒 りを引き出すか,あわれみや同情を引き出すかに

影響する｡人は目の病気が理由で講義のノー トをとれなかった学生に対
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して同情 し･自分のノー トを貸す という援助行動 を起 こ しやすいが,海

に遊びにいっていたことが原因の学生 には怒 りをおぼえることさえあ り,

援助は差 し控 えられる (Weiner,1980d)｡

上述の二つの研究 (Weineretal,1978,1979)と,それを契機 と

する理論の修正 ･発展の試みに触発された形で,達成場面での感情喚起

に関する研究はその後盛ん とな り,今 日までにかな りの蓄積がなされて

きている (相川 ら･1985;Covington & Omelich,1979,1984a,198

4b;Forsyth & McMillan,1981;Graham,Doubleday & Guarin

o,1984;Ilayamizu･1984;LIiggings- Strauman & Klein,1986;

Meyer& Mulherin･1980;McFarland & Ross,1982;McMilla

n& Spratt,1983;奈頚 ,1990a;丹羽,1989;Russell & McAul

ey･1986;Smith SL KIucgeL 1982:Weiner& Litman-Adizes,

1980;Weiner,Graham & Chandler,1982など)｡そ して,これ ら

達成関連感情の研究群は,Weiner理論の影響の下でなされたものがほ

とんどである｡

このように,仮説 2をめ ぐる論争を経て,Weiner理論における達成

関連感情の取 り扱いは大 きく変容 していった｡ まず,取 り扱 う感情の種

類が･誇 りと恥の二つか ら･代表的なものだけでも10程度 と大 きく増え

てきている｡ また,それに伴 い,達成関連感情を,その喚起の認知的規

定因の観点か ら,結果依存 と帰属依存の二つに分類する視座 を提案 して

いる｡さらに･Weinerはその少 し後になって,感情の持つ動機づ け機

能を以前よりもいっそ う重視する立場 を表明する｡当初の認知 (期待)

と感情が並列的に行動に影響を与 えるという図式 (これは期待 ×価値モ

デルの一般図式で もある)か ら,行軌を直接規定 しているのは感情であ

り･原因帰属や期待などの認知変数は,基本的には感情 を媒介 として行
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動に貴手管を与えるという見解をとるようになるのである (Weiner,198

0a)｡

Weiner理論は,そもそも達成動機づ けの理論として構築されたもの

であり,感情はその構成要素の一つにすぎなかった｡ しか し,ここに至

って彼の理論構成における感情の役割は非常に大 きなものとなった｡と

同時に,Atkinson理論の伝統からの実質的離脱もかな り明瞭になった

と考えられるo今 日のWeiner理論は,動機づけと感情 という,関連は

あるがある程度独立 した二つの問題を複眼的に取 り扱 うものとなってい

る｡そ して,感情の喚起機構に関する部分については,Schachter理論

の発展と見な した方が理解 しやすい｡また,動機づけの対象領域 も達成

のみならず援助や親和へ と広げられてお り,すでに達成動機づけに限定

された理論とは考えにくい｡これらのことは,Welner自身が,80年代

の半ばから,自らの理論を ｢動機づけと感情の帰属理論 (Anattrib｡ti

onaltheoryofmotlVationandernotion)｣と呼んでいる (Weiner,

1985,1986)ことからも明 らかであろう｡

1~5 達成関連感情研究における今後の課題 と本研究の研究計画

本節では,Weiner及び彼の影や下で展開された達成関連感情に関す

る諸研究の動向について,先に述べた感情研究における四つのテーマの

観点から･それぞれ概括,評価 し,今後さらに検討を要すると思われる

課題の抽出を試みる｡このような手続 きを経て抽出された諸課題は,そ

のまま学業達成場面における学習者の感情経験の総合的検討を目指す本

研究の課題となるであろう｡

①先_額

Welnerは,感情経験を誇 りと恥のみに限定 しかねないAtkins｡n以来
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の研究の枠組を打破 し･より幅広い感情を扱 う必要を説いた｡ しか し,

Weinerら (1978)をは じめ･諸研究において用いられる感情語は,研

究者自身によって案出された り,辞書や語曇集から選び出された りした

ものであることが多い｡ しか し･このように して得られた感情語の中に

は･抽象度が高すぎたり,被験者にとって日常的な表現でなかった りす

るものもあり･被験者が判断する手がか りとして問題を残すことも多い

と思われる｡加えて,研究者側の基準で先験的に感情語を取捨選択する

ことは,被験者の反応に思わぬ制限や歪曲をもたらしている可能性 もあ

ろうoまた,一人ひとりの研究者 ごと･一つひとつの研究ごとに異なる

感情語 リス トが用いられてきたことも,研究の蓄積を困難に している一

因と考えられる｡

また,Weinerはあ くまでも原因帰属理論の立場から研究を推進 して

おり･典型的な原因帰属がどのような感情を導 くかという観点から考察

を進めてきた｡ したがって･取 り上げられる感情に偏 りのある可能性 ち

危供される｡

さらに･我国で研究をすすめるにあたっては,以下の点についても合

せて検討する必要がある｡

我国では･達成動機づけ研究において感情を取 り扱 う際,prideを誇

り･shameを恥 という風に辞書的な訳語をあてることが多かった (例え

ば 相川 ら,1985;Hayamizu,1984;生熊,1980)｡ しか し,そのよ

うな辞書的に訳出された語を用いることの適切性を疑問視するむきもあ

る (稲木･1978;丹羽･1989)oさらには･達成に関わる心理学的な諸

変数については･日米間での文化的な差異を考慮すべ きであるとの指棉

(Holloway･1988;波多野 ･稲垣,1984;宮本,1979)もある｡ した

がって,我国においても欧米で見出された感情 を扱うのがそもそも適当
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であるかどうかは,検討を要する課題であると言えよう｡

以上のことから,より帰納的な手続 きによる達成関連感情の整理 ･分

針 乍業がまず必要であると考えられる｡帰納的手法といっても様 々なち

のが考えられるが,本研究では･もっとも素朴に,自由記述調査による

感情表現語の収集 ･整理 という手続 きを採用 した○なお,Weiner自身

も自由記述による研究を行ってはいる (Weineretal,1979)｡ しか

し,この研究では,ある原因帰属によって特徴づけられた成功 ･失敗の

各場面に対 して感情語の自由記述を求めてお り,それらが一般的な達成

場面のサンプル として妥当であるかどうか疑問である｡まずは,特に帰

属先等を限定 しない状況での自由記述研究を行い,そこで得 られた感情

語群について,それぞれの規定因を探 っていくという手順をふむべ きで

あろう｡

ところで,従来の諸研究では,感情の測定に際 して, 1感情あた り一

つの感情語をあてるという方法を用いることが多かった｡ しかし,これ

では,信頼性の高い感情測定は困難であろう｡ただでさえ難 しいと言わ

れる感情測定を少 しでも信頼度の高いものとするため,本研究では一つ

の感情に対 し類似の意味を有する複数の感情語を充当する方法をとる0

すなわち,帰納的手法によって収集 ･整理された感情表現語を尺度項目

の候補と見な し,様 々な研究を推進するのに十分な信頼性の得られる感

情測定尺度の構成を試みる｡

②艶塵

Weinerは･達成関連感情の喚起に関 して.Schachter流の認知要因

重視の立場 (Schachter･1964)に立ち,結果に対する主観的評価と原

因帰属という二つの認知的規定因の存在を示唆 した｡ しか し,彼自身が

結果依存一帰属依存 という観点によって達成関連感情を特徴づけ,分類
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できるという点を強調 したこともあ り･その後の研究の焦点が,この分

類概念の妥当性の検討に偏 りすぎたきらいがある○つまり,特定の感情

について･結果に対する主観的評価 と原因帰属 という二つの認知的規定

因のいずれか一方だけが関わることを仮説とし,その採否を検討する研

究が集中的になされたのである｡ しか し,Weiner(1977)は,例えば

結果依存 という概念に帰属の影響をまったく受 けないといった意味を含

ま せている (outcome dependenトa t 山 bution independenり ので , こ

の観点からなされる実証研究は彼の理論にとってまったく不利である0

したがって･ある意味ではあた りまえのことではあるが,諸研究を総合

するならば･Wejnerが言う意味での結果依存 一帰属依存という概念に

よって･達成関連感情を二つに分類することにはやや無PJZカ,･あると言わ

ざるを得ない｡

むしろ･WeineT理論に立脚 した実証研究が向うべ き方向は,彼が提

唱した結果に対する主観的評価と原因帰属という二つの認知的規定因が,

各達成関連感情の喚起においてどのような役割を果 しているのかという

アプローチだったのではなかろうか｡つまり,特定の感情について,結

果に対する主観的評価と原因帰属 という二つの認知的規定因のいずれか

一方だけが関わるであろうということを仮説 としてその採否を検討する

のではなく･二つともが影響を及ぼす可能性を前提として考慮する｡そ

して･それぞれの影響の相対的な大 きさや影響の及ぼ し方,例えばそれ

ぞれが感情に対 して独立に影野 しているのか,相互作用的に関わってい

るのかといったことを問題 とするアプローチである｡実際,ある達成結

果を前にした時,まず人は得 られた客観的結果に対 し,あらかじめ持っ

ていた予想などとの関連において,その結果についての主観的評価を行

い･次にそのような結果 となったのはいかなる原因によるのかについて
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思いをめ ぐらすであろう｡このように考えるならば,結果に対する主観

的評価と原因帰属 という二つの認知要因を達成関連感情の規定因 として

位置づけること自体には･十分意味があると思われる｡また,前述のよ

うに･結果に対する主観的評価や原因帰属のような認知変数は,相対的

に介入可能性が高い｡ したがって,これらと感情喚起 との関連が明らか

となれば･不適応的な感情喚起を抑制ないしは回避するための方策を探

るのにも役立つであろう｡加えて,結果に対する主観的評価について,

従来の諸研究は･これを単に成功 と判断 したか失敗と判断 したかといっ

た具合に2億的に取 り扱 うことが多かったため,この概念のもつ意味を

卜分に検討 し得ていないoさらに･操作定義にも確立されたものはな く,

客観的結果との明確な区別について配慮 した上で検討を行 う必要 もあろ

う｡従来の研究には,このような視点はどちらかと言えば希薄であった｡

確かに,原因帰属が感情喚起に対 して果す役割 については多 くの研究が

なされているo しか し･結果に対する主観的評価 との関連において原因

帰属の役割が十分に検討されてきたとは言い難い｡達成関連感情の認知

的規定因として,結果に対する主観的評価と原因帰属を明確に位置づけ,

それぞれが各達成関連感情にどのような影響を及ぼしているのかについ

て詳細に検討する必要がある｡

⑤最盛

心理学において,古 くから･感情は動機と類似のものとして扱われて

きた｡感情こそが行動の原因であるとみなされ,感情の主要な機能はそ

の感情の特質に適合 した行動へと人を動機づ けることであると考えられ

てきた｡市井一般の人々の感情に関する認識 も.これと一致すると思わ

れる｡そ して･このことは･学其達成場面における感情経験についてち

例外ではない｡学業達成場面における感情経験が,学習者のその後の学
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習活動への取 り組みや意欲･態度に大 きな影響を与えるという考え方は,

非常に常識的なものであ り,また教育実践者の間に広 く浸透 し,受入れ

られているものでもある｡ しか しながら,達成場面での感情経験が後の

学習行動に影響するというこの常識的 とも言える考え方は,はたしてど

の程度まで事実に即 したものなのであろうか｡また,もしそれが一定の

範囲内で真実であるとしても･具体的にどのような感情の喚起が学習行

動の促進あるいは抑制をもたらすのかといったことが十分明らかにされ

ていかなければ,実際の教育的介入の方策は明確 とはなってこないであ

ろう｡

Weiner(1980a･1986)は･近年の動機づ け研究における認知要因重

視の風潮に対 し･行動を直接規定 しているのは感情であ り,認知は感情

を媒介として間接的に行動に影響するという主張を展開 した｡図式的に

言うならば,動棲づ けを認知-感情-行動という因果連鎖で理解 しよう

という主張であるO しか し･感情 と行動の関係 に関 してWeiner自身が

行ってきた研究の多 くは援助行動を扱 ったものであ り (Weiner,198Dc,

1980d)･達成行動に関する証左 としては不十分であると思われる｡ま

た･Weinerは自身の理論について述べる場合,常に全体 としては達成

を主な領域として議論を進めてきている (Weiner,1972,1974,1979,

1986)が･こと感情 と行動の関連に言及する際には援助行動の例を挙げ,

そのアナロジーで論を展開することが多い (Weiner,1980a,1982.19

86)｡感情がいかに して達成行動を規定 してい くかについては.明確な

論述も実証的研究 も十分にはなされてきていないのである｡この点を捕

完し･原因帰属などの認知が感情を媒介 として行動を規定するというW

einerの主張が･達成領域においても受入れ られるものであることを示

す研究が必要である｡
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④乱造

これまでになされた達成関連感情に関する研究は,前述のようにWei

ner理論の彩轡の下でなされたものがほとんどである｡ したがって,We

iner理論の関心の方向･すなわち達成関連感情の喚起機構,わけても原

因帰属を中心 とする認知要因の果す役割の検討を課題 とするものが大多

数を占めている｡逆に言えば･それ以外の観点,例えば各感情の特徴や

感情経験全休の構造の検討などはあまりなされてこなかったo感情の特

徴づけに関連 して･Weiner理論では,各感情の喚起機構上の特質に基

づく,結果依存 一帰属依存 という分類概念が提唱されてはいる｡喚起機

構への注目は確かに秀逸な着想 と言える｡ しか し,上述のように,結果

依存一帰属依存 という分類概念には多 くの問題があり,決 して十分なも

のとは言い難い｡また･感情の特徴づけは,喚起機構の観点からのみな

し得るものではない し,またそれだけで十分であるとも言えない｡

一万･伝統的な感情理論には･Weiner理論 と同 じく喚起機構を主要

な関心事 とするもの (Amold,1960;Cannon,1932;James,1890;

Lazarus･1968;Schachter･1964;Valins,1966など)以外に,感

情の特徴 ･構造をテーマとする理論群 (Ekman,1955;Mehrabian,19

80:Nowlis･1965;Plutchik･1962･1980;Schlosberg,1954;To

mkins･1962･1963;Watson & Tellegen,1985;Woodworth & Sc

hlosberg,1954)がある｡そ して,これ らが,感情経験の理解において,

喚起機構研究 と同等あるいはそれ以上の多大な貢献を してきたことは周

知の通 りである｡達成関連感情研究において,喚起機構がもっぱら問題

とされ･特徴や構造が検討の対象 となってこなかったのは,それが意味

がないからではないoそれは･これ まで述べて きたような研究史上のい

きさつによるものと推測される｡このように考えるならば,達成関連感
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情の特徴や構造を多面的に検討することは,達成関連感情の理解におい

て新たな視座を提供する可能性を秘めている｡達成関連感情の特徴や檎

造の検討は･喚起機構の解明と並ぶ重要な課題の一つ と言えよう｡

なお･従来の感情の特徴 ･構造に関する諸理論には, Darwinismの影

野の下･感情が持つ生得的な生命維持機能に注目したため,恐れ,怒 り,

嫌悪･発 きなどを中心とする生得的で喚起強度の極めて高い感情をもっ

ぱら問題 としてきたという特質があるo しか し,学習者が学校学習の中

で感 じる感情はもう少 し喚起強度の低いものであろう｡ また,生得的で

はない,より社会的な感情あるいは生活感情 と呼ばれるものである場合

が多いと考えられる｡ したがって,従来,感情の特徴や構造をめ ぐって

提唱されてきたモデルが･学習者の感情経験についても適合するかどう

かは疑問であ り,検討を要するo理論的関心からも,また実践への適用

という観点からも,学業達成場面に焦点をあてた感情の特徴 ･構造に関

する検討が必要である｡

このような問題意識から,本研究では,以下の四つの観点から達成関

連感情の特徴 ･構造について考察を行 うo

①パーソナ リティからみた特徴 :すでにその特質がよく知 られている

いくつかのパーソナ リティ特性の視点から,各達成関連感情の特徴を描

きだす｡さらに,相互の類似点 と相違点を検討することで,達成関連感

情の構造を考える｡

②内包的意味からみた特徴 と構造 ‥パーソナ リティという外的基準 と

の関連による検討 と対照的なのが,各感情が持つ内包的意味 という観点

からの考察であろうo対象の持つ内包的意味の検討に際 して,心理学で

はしばしばOsgood, Sucl & Tannenbaum(1957)が開発 したSD法

が用いられてきた｡オ リジナルの SD法では,評価 (Evaluation)
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活動性 (AcLivity),力塁 (potency)の 3次元が用いられるが,こ

れはSchlosberg(1954)その他によって提唱されてきた感情の構造に

おける3次元･すなわち快 一不快,賦活水準 (緊張一睡眠,覚醒 一無覚

醍)･注目一拒否 (支配 一服従)にそれぞれ対応すると考えられる｡ し

たがって･SD法による意味空間の探索 というアプローチは,達成関連

感情の特徴 ･構造検討において有望な方法論の一つであると思われる｡

③喚起強度からみた特徴 =各感情は質的な種類の違いという観点から

特徴づけられると同時に･量的な面･すなわち喚起強度における違いと

いう放点からも特徴づけられる｡憎悪 と毛嫌い,変と好意のように,本

来的には類似の感情であっても･喚起強度が著 しく異なる場合には,別

種の感情 として経験される可能性があるのであるo

④関係構造による検討 :各感慨相互の関係性の観点から,達成関連感

情全体の構造を検討する｡具休的には･評定データから各感情相互の類

似性の指標を算出 し･これをもとにクラスター分析を行い,達成関連感

情の関係構造について･これを階層的に表現することを試みる｡

以上･感情研究における主要な四つのテーマに即 して,Weiner及び

彼の影響の下で展開された諸研究の動向を概臥 評価 し,残されたいく

つかの検討課題の指摘を試みた｡Weinerを中心に展開 した,達成関連

感情に関する原因帰属理論からのアプローチは,学習者の感情経験につ

いて考察するにあた り･その統一的把握を目指 した最 も主要な研究動向

と言え･多くの点で参考 となる｡ しか し,感情研究に求め られる四つの

テーマの鞍点から評価 した結果,いまだ未解決な,あるいはさらなる検

討を要する問題や･Weinerのアプローチでは見逃されてきた検討課題

の存在が明らかとなったoそこで本研究では,先に述べた諸課題を中心

に･学業達成場面における学習者の感情経験に関する検討を行っていく｡
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具体的には･主に以下の四つの課題について実証的検討を実施する｡

①盆塵 :自由記述法により,達成関連感情を表現する語を収集 ･整理

･分類 し,達成関連感情に関する信頼性の高い測定尺度 を開発する (第

2章)0

②蓮腰 ‥認知的規定因 (結果に対する主観的評価と原因帰属)を取 り

上げ,Weinerを補足する｡

③度盛‥認知-感情-行動 という因果連鎖の妥当性を検討 し,感情の

動機づけ機能に関するWeinerの見解について考察する｡

なお･機構 と機能は･調査 ･実験の実施都合上,一括 して取 り扱 うこ

とにする (第 3章 )0

④艶造 ‥達成関連感情の特徴 ･構造について,次の 4点から検討を加

える (第4章)0

1)パーソナ リテ ィからみた特徴

2)内包的意味からみた特徴と構造

3)喚起強度からみた特徴

4)関係構造による検討
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第2章 達成関連感情の整理 ･分類 と測定尺度作成の試み

Weinerは,達成場面の感情経験について考案するにあた り,その検

討対象の候補を伝統的な誇 りと恥から大 きく拡大 し,より幅広 く多 くの

感情を取 り扱 う枠組みの必要性を説いた.一般に達成関連感情の研究で

は･感情の測定に際 して感情語が用いられるoそのため,この幅広 く多

くの感情を取 り扱 うという目的が達成されるか否かは,用いられる感情

語リス トのバ リエーションと具体的表現の適切さに依存する｡ しか し,

Weinerら (1978)の研究をは じめ,多 くの達成関連感情の研究では,

評定に用いられる感情語は研究者自身によって案出されたり,辞書や語

免集から選び出されたりしたものであることが多い｡ したがって,感情

語の中には抽象度が高すぎた り,日常的な表現でなかった りするものも

あり･被験者が判断する手がか りとして問題のある可能性がある｡また,

研究者側の基準で先験的に感情語を取捨選択することで,被験者の反応

に思わぬ制限や歪曲を生み出 しているかもしれない｡さらに,W｡i｡｡r

はあくまでも原因帰属理論の立場から研究を推進 してお り,典型的な原

因帰属がどのような感情を導 くかという観点か ら考察を進めてきた｡ し

たがって,取 り上げられてきた感情に偏 りのある可能性 も危慣されよう｡

また･我国の達成動機づけ研究では,感情を取 り扱 う際,辞書的な訳

語をあて･それをもとに研究を進めることが多かったが,辞書的に訳出

された語を用いることには疑問の声が上がっている｡さらには,達成に

関わる心理学的な諸変数については,日米間での文化的な差異が指摘さ

れている｡ したがって,我国においても欧米で見出された感情を扱 うの

がそもそも適当であるかどうかは,検討を要する課題 と考えられる｡

以上のことから･より帰納的な手続 きによる達成関連感情の整理 ･分
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頬作業と,それに基づ く達成関連感情mrJ定尺度の開発がまず必要である

と考えられた｡そこで,本尋では,自由記述調査によ り達成場面での感

情経験を表す自然な表現を収集 ･整理 し･さらに得られた感情表現語を

もとに信頼性の高い感情測定尺度の作成を試みる｡

2-1 達成関連感情の自由記述調査 (研究 1)･

日 的

自由記述により･達成場面での感情経験を表す自然な表現を収集 し,

整理する｡

方 法

調査対象 大学生 161名 (男子66名 ･女子95名)

乳量且萎 まず被験者は･試験でいい成績をとった (成功場面)経験,

わるい成績をとった (失敗場面)経験を思い出す (思い出せない,経験

がない場合は思い浮かべる)よう求め られる○次に,経験をより鮮明に

思い出させるために,その経験に関する簡単な記述 (① いつごろのこと

か･②何の科 目のどのような試験だったか,③なぜその経験が印象に残

っているのか)を求める｡その後,その場面で感 じた気持ちを10の言葉

で表現 してもらう｡なお.成功場面 と失敗場面の二つの調査があるので,

その峨序効果をさけるため･半数は成功-失敗,半数は失敗-成功 とい

う回答順序とした｡

皇塵旦 調査は集団式,無記名で実施された｡実施場所は大学の講義

●木研究の一部は, …奈須正裕 ･堀野緑 1991 原因帰属 と達成関連

感情 教育心理学研究,39,332-340･"の中で報告 した｡
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室｡所用時間は15分～20分であった｡

結 果

感情に関する記述の内,意味的にほとんど同一 と見なせるもののみを

ひとまとまりとして くくり,少 しでも意味の違 うものは別の感情語 とし

て世理 した｡ また.あまりに一般的でないと見な し得る反応は除き,良

終的に成功場面57語,失敗場面66語 を抽出した｡これ らの作業は教育心

理学専攻の大学院生 2名の合議で進められた｡抽出された感情語 とそれ

ぞれの出現頻度を, TABLE2- 1及び 2- 2に示す｡なお,得られた語

の中には･｢自分の勉強は正 しい｣｢もう下が らないように したい｣の

ように,厳密な意味では感情 とは言い難 く,む しろ一種の認知を表 して

l いると解釈できるものもいくつか見受 けられる｡ここでは,それらも純

枠な意味での認知そのものではなく,かな り感情的色彩の浪い認知であ

ると考えられること,教育実践的な観点からは,それが心理学的に見て

認知か感情かといった区分よりも,学業達成場面において学習者が自然

に感じている ｢気持ち｣を表 していることが重要であると思われること

から･それらの語 もすべて採用することにした｡なお,順序効果の有無

を確認するため･比較的出現頻度の高かった 6語 (うれ しい.今度 もが

んばろう,信 じられない,悲 しい,もっとがんばればよかった,くや し

い)について,それぞれ成功-失敗 と失敗-成功の 2条件間での出現比

率の差の有意性を x2検定によって検討 したところ,6語すべてにおい

て5%水準で差は有意とはならなかった｡
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平 均値,持坤偏差 (研 究 2)T▲8LE2- 1 成功 場 面の感 fm .iとその出現節度 (研究日
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TIBLE2-2 失 敗場 面 の感 m 語 と その出現邦皮 (研究 1)平均 伯.標 準 tq垂 (研 究 2 )
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2-2 達成関連感情測定尺度の作成 (研究 2)■

目 的

研究 1で得 られた感情語について,その因子構造をさぐり,研究 1の

結果と合せて,感情語に基づ く達成関連感情の測定尺度を作成する｡

方 法

過量旦塵 大学生563名 (男子265名 .女子298名)

調査内容 研究 1と同様に,まず達成経験を思い出させ,それについ

ての簡単な記述を求めた｡その後,研究 1で得 られた感情語のそれぞれ

について,その語がその時の感情経験を表す言葉 として ｢とてもあては

まる｣から ｢まったくあてはまらない｣までの 6段階で評定を求めた｡

なお.成功場面 と失敗場面の二つの調査があるので,その順序効果をさ

けるため,半数は成功-失敗,半数は失敗-成功 という回答順序 とした｡

圭_監_皇 調査は集団式,無記名で実施された.実施場所は大学の講義

室｡所用時間は15分～20分であった｡

結果と考察

成功 ･失敗場面ごとに主因子法による因子分析をほどこし,それぞれ

2因子から順次バ リマックス回転を行い,因子の解釈を試みた｡その結

果.成功場面では5因子 まで,失敗場面では7因子まで解釈が可能であ

ったので,それぞれ 5医l子,7因子を抽出 した｡バ リマ ックス回転後の

因子負荷量をTABLE213及び2-4に示す.なお,順序効果の可能性

も考えられることから,因子分析は回答順序の異なる2群ごとにも行 っ

●本研究の一部は. …奈須正裕 .堀野緑 1991 原因帰属 と達成関連

感情 教育心和学研究,39,332-340."の中で報告 した｡
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T18LE2- 3 成功場面 の感 情語 の因子分析捨果 (パ リマ ックス回転 後のEE子 n不才旦 )
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TIElLE2- 4 失敗J罷面 の悠 m冨吉の因子 分析桔輿 (パ リマ ックス回転 後の国子 tl柄灰 )
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たが,寄与率の推移や因子負荷のパ タンには特 に大 きな違いは認め られ

なかった｡

TABLE21 3よ り･成功場面の第 Ⅰ因子は,｢よろこび｣｢うれ しい｣

といった成功 に対する一般的な肯定的感情を表す因子 と考えられる｡W

einerら (1978,1979)において成I))事態の結果依存感情 とされるhappy

やpleasedが これに対応する と思われることか ら,｢よろこび｣の因子

と命名 してお く｡第 rT因子は. ｢意外だ｣｢信 じられない｣ とい う意外

感を表す因子であると見なすことがで き,｢おどろき｣の因子 と解釈で

きる｡Weinerら (1978,1979)のsurpriseに対応する因子 と考えられ

ることから,運帰属や他者帰属 との関連が予測される｡第m因子は,

｢がんばったかいがあった｣｢がんばってよか った｣ といった自己の努

力への肯定的な評価 と,それを基腰 とした ｢やればで きるんだなあ｣ と

いう統制感･さらに ｢今度 もがんばろ う｣のような向上心 を含んでいた｡

そこで･｢統制感 ･向上心｣の因子 と呼ぶ ことにする｡ この因子 につい

ては,努力帰属 との関連が予測されよう｡第 IV因子は,｢綬 (先生)に

はめられるぞ｣｢親 (先生)によろこんでもられる｣な ど,大人か らの

｢承認への期待｣を表すEB子 と考えられるo第 Ⅴ因子 には,｢自分は頭

がいい｣｢自慢 したい気持 ち｣といった優越の感情 と,｢友達にどう思

われるだろうか｣｢他の人の成掛 まどうだったんだろう｣など友人の反

応を意識 した感情 とが,いっしょにまとまって きている｡いずれ も,自

身の達成度を,同 じ達成場面にある他者 との相対的な関係 において意味

づけることによ り喚起される感情である点が特徴的である｡ ここでは,

便宜的に ｢優越感｣の因子 と命名 してお く｡第 IV,第 Ⅴ因子が示す もの

は･ともに他者の反応を意識 した感情 に関連 したものであるが,その対

象が異なっている｡第Ⅳ因子は･もっぱ ら大人か らの肯定的な反応に関
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わる感情を示 している｡それに対 し,第 Ⅴ因子は,自己の優越を外部に

アピール したいという気持ちがある一方で,それが友人からの好 ましく

ない反応をもたらしかねないという危懐 と裏腹であるという複雑な感情

を示すものと推測される｡

一方,TABLE2-4より,失敗場面の第 Ⅰ因子は,｢情けない｣｢最

悪｣｢シ ョック｣｢悲 しい｣といった失敗に対する一般的な否定的感情

を表す因子と考えられる｡Weiner(1978,1979)におけるdispleasure

やupsetに対応すると思われることから,｢不愉快 ･困惑｣の因子 と名

づけておく｡第 Ⅱ因子は,｢がんばってもだめなんだ｣｢自信がな くな

った｣という統制感の低さと,それに基づ く ｢自分は頭がわるい｣｢自

分はなんてだめなやつなんだ｣といった自己無能感を表す因子と考えら

れることから,｢無能感｣の因子 と命名 してお く｡Weinerら (1978,1

979)におけるincompetenceがこの因子が表すものに対応 していると考

えられ,能力 ･適性への帰属 との関連が予測される｡第Ⅶ因子は,｢親

(先生)におこられる｣といった他者からの罰の予感,さらには ｢親

(先生)に申 し訳ない｣という他者に対するうしろめたさの感情を含む

因子と考えられる｡ここでは,成功場面の ｢承認への期待｣と対応 した

ものという観点から,｢罰の予感｣の因子と名づけてお く｡第rV因子は,

｢もっとがんばればよかった｣｢がんばればもっとやれたのに｣といっ

た･主に努力不足への ｢後悔｣の因子 と考えられ,努力帰属 との関連が

予測される｡第 Ⅴ因子は,｢まさか｣｢信 じられない｣｢どうしてだろ

う｣など意外感を表す因子であ り.成功場面 と同様に ｢おどろき｣の因

子と名づけておく｡Weinerら (1978,1979)の研究においても,おど

ろきの感情は成功 ･失敗両場面を通 じて扱われてお り,成功場面の場合

と同じく運帰属,他者帰属 との関連が予想される｡第Ⅵ因子は,｢くや
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しい｣｢くそ-という気持ち｣｢ちくしょう｣など,強い不満感ないし

はある種の怒 りを中心とした因子 と見なすことができよう｡ここでは

｢くやしさ｣の因子 と命名 してお く｡第Ⅷ因子は,｢まあいいや｣｢こ

んなものだろう｣｢しかたがない｣ といった ｢あきらめ｣を表す因子 と

考えられるoWeinerら (1979)のresignationがこれに相当する感情 と

言えよう｡したがって,無能感 と同様に能力 ･適性への帰属 との関連が

予測される｡

因子分析結果及び研究 1における自由記述での出現頻度をもとに,各

4ないし5語をその因子を代表すると語 として抽出 し.達成関連感情測

定尺度を作成 した (TABLE2-5参照)｡各因子ごとに.対応する4な

いし5項目の合計を求め項 目数で除 した値を各感情得点 として罪出 した｡

その平均値,標準偏差,α係数及び下位尺度問の相関係数をTABLE2-

6に示す｡ (Ⅰ係数は ･78- .84であ り,集団間の差を検討するといった

目的に用いるのには十分な値であると思われる｡また,尺度の再検査信

頼作を検討するため,調査対象の内35名について 2ヵ月後に再度調査を

実施し.各下位尺度について 2回の調査間での相関係数を算出した｡そ

の結果,相関係数は .62- .92の比較的高い値を示 していた (TABLE2

-6参照)｡ したがって,本尺度は,内的一貫性,安定性の両面におい

て十分な信頼性を有すると考えられる｡

なお･悔序効果の有無について検討するため,各感情得点について,

回答順序の異なる2群問での平均値の差の有意性を t検定によって検討

した｡その結果,12の感情得点の内,統制感 ･向上心においてのみ,失

敗-成功という順序で回答 した群の方が,値が有意に高かった (t=2.66,

dT=561,p〈･01)｡若干の問題は残るが,因子構造において大きな違い

がなかったこと,残 りの11の感情得点については有意差が認められなか
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TABLE2-5 達成関連感情測定尺度

成功場面 (5感情,25項目)

①よろこび :やった-,気分がいい

うれしい,よろこび,よかった

②おどろき‥意外だ,信じられない

本当かなあ･うっそ-,次はどうなるかと不安

③統制感 ･向上心 :がんばったかいがあった

がんばってよかった,がんばったからなあ

やればできるんだなあ,今度もがんばろう

④承認への期待 :先生によろこんでもらえる

先生にはめられるぞ,掛 こよろこんでもらえる

掛 こはめられるぞ,はやく籍に見せたい

⑤優越感 :このくらいはあたりまえだ

自分は頭がいい,自慢したい気持ち

友達にどう思われるだろうか

他の人の成績はどうだったんだろう

失敗場面 (7感胤 34項目)

①不愉快 ･困惑 :情けない,最悪,ショック

悲しい,いやだなあ

②無能感 ‥がんばってもだめなんだ,劣等感

自分は頭がわるい,自信がなくなった

自分はなんてだめなやつなんだ

③罰の予感 :先生におこられる

先生に申し訳ない,親におこられる

掛 こ申し訳ない,掛 こ見せたくない

④後悔 ‥もっとがんばればよかった

がんばればもっとやれたのに

どうしてもっとがんばらなかったのか

今度はがんばろう,がんばらなければ

⑤おどろき‥まさか,信じられない,あぜん

びっくりした,どうしてだろう

⑥くやしさ ‥くやしい,ちくしょう,残念

くそ-という気持ち,がっかり

⑦あきらめ ‥まあいいや,こんなものだろう

やっぱり,しかたがない

-

X
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TABLE2-6 達成関連感情測定尺度の平均値,標準偏差,cl係数,尺度間相関 (～:563),再検査信頼性 (N=35)

感情 平均値 標準偏差 α係数 再検査 pAI PA2 PA3 PA4 PA5 NAI NA2 NA3 NA4 NA5 NA6
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ったことから,本研究での分析及び解釈 においては順序効果 を特 に問題

とはしないことにする｡

2-3 全体的考察

本章では,自由記述調査 と,それによって得 られた感情語に対する評

定データの因子分析結果か ら,12の達成関連感情が導かれた｡これ ら12

の感情の中には.従来の諸研究で も取 り上げ られてきた,よろこび.不

愉快 ･困惑,無能感 ,あきらめ,お どろき (成功 ･失敗両場面)などと

ともに,承認への期待や後悔 といった,これまで まった くといっていい

ほど扱われて こなかったもの も含まれている｡

また,ALkinson理論以来,達成関連感情 として最 も重視 されてきた

誇りの感情は,それ 自体では明確な 1因子を形成 しなか った｡因子分析

結果より,誇 りの感情については,自分の遂行に注目し,それが十分で

あったことに満足を感 じ自信 を高める統制感の側面 と, もっぱら他者 と

の競争における優越 に焦点をあてる優越感の側面 とが.それぞれ第m因

子と第 V因子に分れて現れたという解釈が可能である｡ ところで,前述

のように,AtklnSOn(1964)は,達成動機 を ｢達成 したときに誇 りを

体験できる能力｣,すなわち誇 りの感情傾性 と考 えている｡達成動機概

念の再検討を試みた堀野 (1987)･堀野 ･森 (1991)によると,達成動

健には,自己充実的達成動機 と競争的達成動機の 2側面がある｡自己充

実的達成動機 とは, "他者 ･社会の評価 には とらわれず,自分な りの連

破基準への到達をめざす達成動機"を指す｡他方 ,競争的達成動機は,

小他者をしのぎ･他者に勝つ ことで社会から評価 されることをめざす逮

成動機Mと定義される｡ Atkinson(1964)に従 って -達成動機"杏 "請

りの感情傾性･･と読みかえれば,この達成動機の 2側面は,本研究で見
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出された統制感 と優越感 という誇 りの 2側面に対応すると思われ,興味

深い｡この点については,4章においてさらに検討を加える｡なお,統

制感は向 上心 とともに･また優越感は友人への意識を含む複合的な感情

として因子を形成 していた｡このことは,誇 りの感情が従来の取 り扱い

にあるような単純なものではないことを示 している｡

一方,恥の感情に関 しては,欧米でも論争がある (Br｡wn & W｡ine

r,1984;Covington & Omelich, 1984a;Weiner & Brown,1984)

｡そして,Atkinson理論以来shameとして扱われてきたものの中には,

能力不足を恥 じる無能感ない しは屈辱感 (humiliation)と,努力不足

を恥じるうしろめたさという,二つの側面のあることが知 られている｡

本研究結果はこれ と汚合的なものであ り.無能感 とうしろめたさが,そ

れぞれ別の因子を形成 していた｡ただ し,ここでのうしろめたさは,撹

や先生に対 して申 し訳ないという,他者への思いを含む ものであ り,逮

成場面においても親和をその基調 とする (土井,1982;MiyanlOtO,198

7)我国ならではのものとなっている｡また.このこととの関連で.う

しろめたさの感情が,他者からの罰の予感とともに因子 を形成 している

点も特徴的と言えよう｡

このように,従来の研究で取 り上げられてきた感情群 と,帰納的な収

集･整理 ･分類 という手続 きの結果得 られた感情群との間には.若干の

ずれが認められるo ここに示 したような,帰納的な手法による達成関連

感情の整樫 ･分類の試みは･欧米では特には見あたらない｡ したがって,

ずれの原因はあるいはまったく文化的な要因に帰すことができるのかち

しれない｡うしろめたさに関する結果は,む しろその可能性を示 してい

るとも解釈できるO しか しながら,一方では,従来の達成関連感情研究

の多くが行って きたや り方･すなわち研究者が先験的に取捨選択 した感
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情語リス トを用いて研究を進めていくことが,少なくとも無批判に受入

れられるものではないうことも,木研究の結果は示唆 している｡前述の

ように,We川erをは じめ達成関連感情の研究者達の主な関心は,あく

までも原因帰属 との関連においてのものであった｡ したがって,典型的

な帰属因への帰属がどのような感情をもたらすかという見地から整押 ･

分類がなされてお り･まず達成場面の感情経験の記述があ り,次にそれ

を規定する認知の一つとして帰属過程について考察するといった方向で

検討がなされることはなかった｡承認への期待や罰の予感のような,逮

成場面において素朴に喚起されるであろう感情が取 り上げられてこなか

ったのも･このような従来の研究動向が持つ特質に起因すると推測され

る｡

なお,前述のように,従来の達成関連感情研究では,その検討対象 と

なる感情群が･一人ひとりの研究者ごと,一つひとつの研究 ごとに異な

っていた｡あるいは,同様の感情を対象 としていても,用いられる測定

用異に一尺性がないため,研究結果の蓄積が困難であった｡本研究の以

下の各章では,本章で作成された達成関連感情測定尺度を,喚起機構,

動機づけ機能,特徴 と構造など,様 々な実証的検討に-貸 して用いるこ

とにより,これらの問題 を解消 し,達成関連感情についての総合的な理

解を図ることを試みる｡
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第3章 達成関連感情の認知的規定因 と動機づ け機能

3-1 はじめに

第 1章でも述べたように,近年のWeiner理論は,喚起機構に焦点を

あてた感情理論 としての側面 と,もともとの動機づけ理論 としての側面

という二つの顔を有する｡

感情理論としてのWelner理論の主要な関心事は,感情喚起機構にお

いて認知要因の果す役割である｡同 じ成功 ･失敗に直面 しても,その結

果をどのような原因に帰属するかによって喚起される感情が異なる,と

いうのが当初の仮説 (weiner.1977)であった｡そ して,その検証過

程の中で,達成関連感情には,成功 ･失敗の判断そのものによって規定

される結果依存の感情と,原因帰属先に規定される帰属依存の感情 とい

う2種類の感情があるとの結論に達 した (Weineretal,1978,1979)

○

これを受け,その後の諸研究では.この結果依存-帰属依存という概

念が,達成関連感情の分類概念 として妥当であるか否かに焦点がおかれ

た｡しかし,そのことがかえって,結果に対する主観的評価 と原因帰属

という二つの認知的規定因が,達成関連感情の喚起機構において果す役

割の十分な検討をさまたげるという,皮肉な事態をもたらした｡そこで

本章では.結果に対する主観的評価 と原因帰属 という二つの認知的規定

因が.各達成関連感情の喚起に及ぼす影響の組織的検討を,第 1の課題

とする.

一方,動機づけ理論 としてのWelner理論は,近年,もっぱら動機づ

けにおける感情の役割の優位性を主張 してきているが,意外にも達成領

域において十分な検討がなされてきていない｡感情の動機づけ機能に関
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してWelner自身が行ってきた研究の多くは援助行動を扱ってお り,級

われる感情も怒 りとあわれみ ･同情が中心であった｡Welnerは,自身

の理讃=こついて述べる場合,常に全体 としては達成を主な領域として議

論を進める｡ しか し,こと感情の動機づけ機能に言及する際には,援助

行動の例を上げ,そのアナロジーで論を展開することが多 く,各達成関

連感情がいかにして達成行動を規定 していくかについては,明確な論述

も実証的研究も十分には行っていない｡このことは,Weiner理論 自体

がそもそも達成動機づけ理論 として出発 したことを考えると,奇異にさ

え思われる｡このように,Welnerの主張する,認知-感情-行動 とい

う因果連鎖を想定することの妥当性の検証は,少なくとも達成領域にお

いては十分とは言い難い.そこで本章では,結果に対する主観的評価や

原因帰属に基づいて喚起された様 々な達成関連感情のそれぞれが,後続

の達成行動や達成結果 としての成績に与える影響の検討を,第 2の課題

とする｡

ところで,達成関連感情の喚起機構及び動機づけ機能に関する従来の

研究では.主に以下の三つの研究方法が用いられてきた｡

①仮想の達成場面を用いた実験 (Eswara,1972;Jagacinski& N

icholls･1984;McMillan& Spratt,1983;Nicholls,1976;丹

羽･1989[研究 2] ;Restetal,1973;Russell& M｡Auley,19

86【Studyl] ;Sohn,1977;Weiner,1980C,1980d;Wei｡er 良

Kukla･1970;Weiner& Peter,1973;Weineretal,1978,1982

;Zanderetal,1972など)

②実際の学業試験場面での調査 (相川 ら,1985;C｡vingt｡｡ & Ome

lich･1979･1984b;Forsyth& McMillan,1981;Hayamizu,1984

;奈讃,1990a;丹羽,1989[研究 3] ;Omura,Kambara & T｡k｡ts｡
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na,1990;Plat上,1988;Russell& McAuley,1986[Study2]

;竹網 ･大村 ･鎌原 ･江口,1991など)

③新奇な課題 (記号置換課題等)を用いた実験室実験 (広瀬 ･石井 ･

木村 ･北田,1982;McFarland & Ross,1982;Reimer,1975;Ru

bleetal.1976;Weiner & Sielad,1975など)

三つの研究方法の内,意 も頻繁に用いられてきたのは,仮想場面実験

である｡仮想場面実験の最大の長所は,どのような達成状況でも実験条

件として設定でき,各条作の効果を組織的に検討 し得ることであろう｡

実際,従来の主要な知見のほとんどが,仮想場面実験から得られている｡

しかし,一方で,仮想場面実験の結果が実際の達成場面での現象を反映

しているかどうかを疑問視するむきもある (McFarland & Ross,19

82)｡この批判の骨子は,仮想場面実験では,課題状況への自我関与が

実際の達成場面のように高められず, したがって,場面 に示された条件

と感情に関する知識に基づ き,いわば理性的判断によって回答がなされ

てしまう,という点にある｡実際に当事者にとって意味のある達成課題

を遂行した後,そこでの成功 ･失敗の判断や原因帰属に基づいて,どの

ような感情が喚起され,またそれらがどのように実際の達成行動や達成

成績に影響 していくのか検討する必要があるというのである｡この意咲

では,実際の学業試験を達成課題 とした調査研究が有望である｡ しか し,

調査研究である以上,検討 したい要因の厳密な統制がで きない,囲果閉

係をはっきりとは確定できないなどの問題が残 るOなお,実験室実験に

ついては,用い得る課題の特質や設定可能な状況のバ リエーションがせ

ますざるという難点があ り,意外 と用いられていないというのが実情で

ある｡課題の特質にまつわる問題 として,速水 (1990)は次のような指

摘を行っている｡実験室実験での達成場面は短時間で完結 し,また課題
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は実験条件の設定のため,あまりその特質が知 られていない新奇なもの

を用いる必要がある｡ところが,実際の学業達成場面は,比較的長期的

なものであ り,そこでの課題は当事者にとってその特質がよく知 られて

いる｡したがって,実験室実験の結果は,その生態学的妥当性が疑わ し

い｡また,状況設定にまつわる問題 としては,ある種の原因帰属や達成

関連感情を実験条件や認知,感情反応の候補 とすることが,状況的に不

自然であることを挙げることができよう｡例えば,実験室実験では,教

師や親,友人など他者に関わる変数をもちだすことが難 しい｡ したがっ

て,承認への期待や罰の予感,優越感など,2章で得られたいくつかの

感情に関する検討が困難 となる｡

以上のことから,本章では,仮想場面実験 と調査 という2種類の研究

方法を相互補完的に用いることにする｡具体的には,まず仮想場面実験

により.結果に対する主観的評価 と原因帰属が達成関連感情,達成行動,

達成結果 としての成績に及ぼす影響についての組織的な検討を実施する

(研究3-研究 5)｡次に,仮想場面実験で得 られた知見が調査的研究

(研究6-研究 7)によっても追認されるか否かを検討するという形で

研究を進める｡なお,欧米でなされたほとんどの研究が大学生を対象 と

したものであることから,欧米の知見 との比較検討の可能性を考慮 し,

研究対象は大学生を基本 とした｡ しか し,それ と同時に,知見の実践へ

の適用可能性 という観点からは.小中高校生を対象とした研究が求めら

れよう｡これは,調査対象の年齢や課題の特質を越えた知見の安定性を

検討するという理論的関心からも必要なことと思われる｡そこで,研究

7では,中学 3年生を対象に,数学の定期試験 を達成課題 とした調査を

実施した｡
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3-2 原因帰属の彩響 (研究 3)●

問題と目的

原因帰属が達成関連感情に及ぼす影響を検討する｡

方 法

延_塞_萎 大学生544名 (男子272名 ･女子272名)｡

塞験の概要 Welnerら (1978)と同様に,被験者に原因帰属先を付

した仮想の達成場面 (成功 ･失敗)のシナ リオを提示 し,その場面での

登場人物の感情経験を推測させ,達成関連感情測定尺度への評定を求め

る｡そして,原因帰属先の違いによる各感情への評定値の違いを検討す

ることにより,原因帰属 と達成関連感情の関係について考察する｡

原因帰属 原因帰属は,Weiner(1979)の 3次元モデルにそって8

要因とした｡用いられた帰属因とその具体的表現についてはTABLE3-

1を参照されたい｡なお,具体的表現に関 しては,奈須 (1989)などを

参考に,各帰属因が,Weiner(1979)が示 した3次元 (原因の位置,

安定性,統制可能性)上での性質をなるべくはっきりと表すような表現

を用いた｡

刺激材料 (シナ リオ) 成功 ･失敗の2条件 と原因帰属先の違いによ

る8条件の組合せで16種類のシナ リオがある｡シナ リオの一例を示す｡

｢今日,A君の通 っている高校では,先 日行われた定期試験の答案が

返却されます｡ A君はある科 目の試験成績が気がか りで した｡というの

も･その科目の試験成績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要な

●本研究の一部は, "奈須正裕 ･堀野緑 1991 原因帰属 と達成関連

感情 教育心理学研究,39,332-340."の中で報告 した｡
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TABLE3-1 実験操作に用いられた帰属因の理論的性質と具体的表現

帰属因の理論的性質

帰属因 原因の位置 安定性 統制可能性 異体的表現 (上段 ‥成功 下段 ‥失敗)

ふだんの努力 内的 安定 可能

直前の努力 内的 不安定 可能

ふだんの他者 外的 安定 可能

直前の他者 外的 不安定 可能

能力 ･適性 内的 安定 不可能

気分･体調 内的 不安定 不可能

課題の困難度 外的 安定 不可能

選 外的 不安定 不可能
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ことだったのですo A君の名前が呼ばれ,先生から答案が手渡されまし

た｡A君は答案を受 け取ると,まっさきに成績 (点数)を見ました｡ A

君の成掛 まとてもよい成績で した｡A君はこの成績の原因について考え,

ふだんからよく努力 して勉強 していたから,よい成績が取れたのだと思

いました｡｣

調査内容 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度 (成功場面25項 目,

失敗場面34項 目)を用いた｡各項 目 (感情語)について.それがその場

面での登場人物の感情経験を表す言葉 として ｢とてもあてはまる｣から

｢まったくあてはまらない｣までの 6段階で評定を求めた｡

圭塵旦 仮想場面を用いた従来の研究は,いずれも原因帰属を被験者

内要因として扱 っている｡ しか し,この実験計画では,同 じようなシナ

リオと感情語 リス トが帰属先だけを違えて何度 も繰返 し提示されること

になるo したがって,この実験計画では,被験者が意図的にコン トラス

トをつけた反応を行 うことを誘導 している可能性がある (McFarland

& Ross,1982)｡そこで,本研究では原因帰属,結果 (成功 ･失敗)

ともすべて被験者間要因 とした｡従 って被験者間の実験条件は16条件 と

なる｡実験実施に際 しては,各実験条件に男女17名ずつ計34名をそれぞ

れランダムに割当てた｡

刺激材料及び調査内容は一つのブ ックレッ トにおさめ られ,各被験者

に配布された｡実験は集団式,無記名で実施された｡実施場所は大学の

講義室または演習室｡所要時間は15分～20分程度であった｡

結 果

成功場面5感情,失敗場面 7感情について,それぞれに対応する4な

いし5項目の得点 を加算 し項 目数で除 したものを個人の各感情得点 とし

た｡原因帰属の感情への景壬智をみるため,各感情得点の平均値を群ごと
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に求め.各感情得点 ごとに 1元配置 8水準の分散分析を行い,原因帰属

先の違いによる群間の平均値差の有意性 を検討 した｡分散分析の結果,

5%水準で有意差の認め られたものについてはTukey法による多重比較

(pく.05)を行 った｡結果をTABLE3- 2に示す｡

ところで,本実験 では同一被験者か ら複数の感情反応 を得てお り (成

功条件では5感情.失敗条作では 7感情),分析 に際 してこれらを被験

者内要因 として取 り扱 うことも可能である｡具体的には,原因帰属を被

験者間要因,感情を被験者内要因 としたスプ リッ ト･プロッ ト･デザイ

ンによる分散分析が.その候補となるであろう｡上記の ような変数 (感

情)ごとの分散分析 と比べ,スプ リッ ト ･プロッ ト･デザインによる分

散分析には,①被験者内要隠 (感情 )の主効果が検定で きる,②被験者

間要因 (原因帰属 )と被験者内要因 (感情)の交互作用が検定できる,

③変数を個別に検定することによる第 1種の過誤 を犯す確率の増大を防

ぐことができる,な どの利点がある｡ しか し,本実験の場合 には,感情

の主効果には特に関心が持たれていない｡また,感情 によって原因帰属

の影守のバタンが異なることが理論的に予測されてお り,スプ リッ ト ･

プロット･デザイ ンによる分析で検出され得る原因帰属の主効果及び交

互作用については,その意味 を解釈することは困難 と思われる｡第 1種

の過誤を犯す確率の増大 を防 ぐとい う利点は見逃せないが,スプ リッ ト

･プロット.デザイ ンによる分散分析には,被験者内要因のすべての変

数の分散と,任意の 2変数間の共分散が等 しいという厳 しい仮定がある｡

これらのことか ら,ここではよ り頑健な分析法 として,上記のような変

数ごとの分散分析を用いることに した｡以下の各節において も,本実験

と類似の研究デザイ ンによる検討が繰 り返されるが,ここで述べたよう

な確由から,いずれ も本実験 と同様 に変数 (感情 )ごとの分析を基本 と
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TABLE3-2 原因帰属による達成関連感情の違い

感 情 会芸名 藁男の 会競 悪雲の 慧歪 ● 歪3 ' 冨莞完 遂 (謂 ｡)
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する｡

TABLE3-2よ り,まず成功場面に関 しては,三つの感情において群

間に有意差が認められた｡多重比較の結果から,まずおどろきについて,

運帰属の場合に,ふだんの努力,直前の努力,直前の他者,能力 ･適性,

課題の困難度よ りも平均値が高いことが示された｡次に,統制感 ･向上

心について,ふだんの努力 と直前の努力の場合に,課題の囲難度 と運の

場合よりも平均値が高いことが示された｡また,運帰属はふだんの他者,

直前の他者,能力 ･適性,気分 ･体調 と比べても低い値を示 している｡

優越感に関しては,ふだんの努力 と直前の努力の場合に,ふだんの他者

よりも値が高いという結果 となった｡

一方,失敗場面に関 しては,四つの感情について群聞差が有意 となっ

た｡多重比較の結果から,まず無能感に関 して,能力 ･適性への帰属の

場合に,ふだんの努力,直前の努力,ふだんの他者,直前の他者,気分

･体調よりも平均値が高いことがわかる｡次に,後悔については,ます

ふだんの努力の場合に.ふだんの他者,直前の他者,能力 ･適性,課蓮

の困難度,運よりも平均値が高い｡ また,直前の努力の場合にも,ふだ

んの他者,能力 ･適性,課題の囲難度 と比べて平均値が高かった｡ くや

しさについては,直前の努力の場合に,ふだんの他者,直前の他者,気

分･体乱 逆よりも平均値が低 くなっている｡最後に,あきらめに関 し

ては,直前の他者への帰属の場合に,ふだんの努力,能力 ･適性,課題

の困難度,運 と比べて平均値が低いという結果 となった｡また,ふだん

の他者の場合にも,課題の困難度 と比べて平均値が低かった｡

考 察

成功場面では,5感情中 3感情について原因帰属の影響が認められた｡

まず,おどろきについて,避帰属の場合にもっとも強 く感 じられると
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いう結果が得られた｡これは研究 2での予測を裏づけるものであ り,欧

米での知見とも一致する｡

次に統制感 ･向上心に関する結果は.努力帰属 (ふだんの努力,直前

の努力)の場合に統制感 ･向上心の感情が強 く感 じられることを示 して

おり.研究2での予測を支持するものであった｡成功 したのは努力のた

まものだと考えることにより.｢やればできるんだなあ｣｢今度 もがん

ばろう｣といった気持ちになるのであろう｡なお,八つの原因帰属の中

では,運帰属の場合に最 も値が低い｡運の外的で不安定で統制不可能な

性質を考慮すると,このような要因への帰属が,統制感や向上心の高揚

ともっとも縁遠いのは納得 し得る｡

優越感に関 しては.努力帰属とふだんの他者への帰属 との間に差が認

められた｡成績のよさを先生のふだんからの指導に帰属 した場合には,

誇らしいという気持ちは起 こりにくい｡一方,ふだんから,あるいは試

鞍直前に ｢よく努力 して勉強 した｣からこそ成功 したのだと考えた場令

には ｢自慢 したい｣ という気持ちを抱 き,さらには成功は努力の当然の

報いであるから,｢この くらいはあた りまえだ｣ということになるので

あろう｡また,あまりがむ しゃらに勉強にうちこむことは.ある意味で

は友人と足並がそろわない状況を生み出 しかねない｡それがsoclalrej

ectionに対する脅威をもたらし得ることから,｢友達にどう思われるだ

ろうか｣といった感情もあわせて喚起されるのだと考えられる｡

失敗場面では.7感情中 4感情について原因帰属の影響が認め られた｡

まず,無能感については,予測された能力 ･適性への帰属 との関連が

明らかとなった｡結果は,失敗を能力 ･適性のなさに起因すると考える

場合に無能感の喚起が強いことを示 している｡失敗を能力や適性のなさ

に帰属することによ り,｢がんばってもだめなんだ｣｢自分はなんてだ
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めなやつなんだ｣ という気持 ちが強 く起 こって くるのであろ う｡

次に,後悔の感情 については,研究 2でも述べたように努力帰属 との

関連が予想された｡結果 はこれを支持するものであ り,ふ だんの努力,

直前の努力の場合に後悔が強 く感 じられることが示された｡努力をおこ

たったために失敗 したと考 えることによ り,｢もっとがんばればよかっ

た｣｢どうして もっとがんばれなか ったのか｣ という気持 ちがわいて く

るのであろう｡

一方.くや しさに関 しては,失敗が試験直前の不勉強に起因すると考

えた場合に感 じられにくいという結果が得られた｡ くや しさの感情の中

心をなすのはある種の不満感 ない しは怒 りであると推測 される｡ ところ

が,やるべき努力 を怠 ったがゆえに失敗 したのだという自覚があれば,

不満や怒 りのもっていきどころもな く, くや しさの感情は起 こりに くい

であろう｡このことは.他者の不熱心さへの帰属の場合,逆 に良 も値が

高くなっていることからもうかがえる｡

あきらめについては,reslgnationが これに対応すると考 えられるこ

とから,能力 ･適性への帰属 との関連が予測された｡ しか し,本研究の

結果は,他者帰属下においてあきらめの感情が低 くなる というものであ

り･能力 ･適性 に関 して明瞭な結果は得 られなかった｡先生の不熱心 さ

のような他者 にとって統制可能な要因のせいで自分が失敗 したというこ

とになれば,あきらめきれないとい う気持ちになるのだ と推測される｡

以上のように,結果には予測を支持するものも多 く認め られ,Weine

rら (1978,1979)を始めとする欧米での知見を追認する結果 も多数得

られた｡ しか しその一方で,欧米での知見とやや異なった結果 も得 られ

た｡例えば,あきらめの感情 について,We川erら (1979)では能力帰

属との関係が指摘されたが.本研究では他者帰属 の場合に感 じられに く
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いという結果 となった｡ また,本研究では,くや しさとあきらめに関 し

て.特定の帰属条件下でその感情喚起がむ しろ低められると解釈 し得る

結果が得られた｡欧米の研究では,特定の帰属の下で特定の感情喚起が

尊くなるという方向での帰属 と感情の関連に,もっぱら注意がはらわて

きた｡しかし,それとは逆に,ある帰属の下ではある感情の喚起が他の

典型的な帰属の下でよりも弱められるという方向での,帰属 と感情の結

びつきを検討 していくことも意味があるのではなかろうか｡丹羽 (1989)

も同様の指摘を行 ってお り,いくつかの感情について,ある帰属が喚起

を低めていることを示唆する結果をその根拠 として挙げている｡また,

無能感やあきらめなど,後続の達成行動を抑制する可能性のある感情に

ついて,これらの喚起を抑える方向での認知 との関連が明らかとなって

いけば,動機づ けを維持する手立て としてこれを用いることも可能であ

ると思われる｡

3-3 結果に対する主観的評価の影響 (研究 4)

日 的

結果に対する主観的評価が達成関連感情と学習行動に及ぼす影響を檎

討する｡合せて,学習行動の規定因 として達成関連感情を位置づけるこ

との妥当性を検討する｡

方 法

監象董 大学生204名 (男子102名 ･女子102名)｡後述する六つの実

額条件に男女17名ずつ計34名をそれぞれランダムに割当てた｡

芸選旦星雲 研究 3と同様に.被験者に仮想の達成場面 (成功 ･失敗)

のシナリオを提示 し,その場面での登場人物の感情経験 とその後の学習

への取り組みを推測させ.達成関連感情測定尺度への評定及び学習行動
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に関する質問への回答を求めた｡シナ リオの中に登場人物の結果に対す

る主按的評価を情報 として含めておき,その違いによる各感情及び学習

行動の評定値の違いを検討することにより,結果 に対する主観的評価が

達成関連感情 と学習行動に及ぼす影響について考察する｡ また,達成関

連感情と学習行動の関連を検討することで.達成場面においても行動の

規定国として感情を位置づ けることが妥当であるかどうかを検証する｡

前述のように,結果に対する主観的評価に関 して確立された定義は見

あたらない｡そこで本研究では,結果に対する主観的評価を,｢事前の

予想貞と実際の得点 とのずれに基づ く主観的な成功 ･失敗の程度判断｣

と定義した｡結果に対する主観的評価は,概念的には連続的な変数であ

ると見なし得るが,ここでは実験操作 として成功 ･失敗の各事態ごとに

3段階を設定 した｡実験条件は,成功 ･失敗の 2条件 と結果に対する主

観的評価の違いによる3条件の組合せによる6条件である｡

刺激材料 (シナ リオ) 実験条件 に即 して 6種類のシナ リオがある｡

シナリオの一例を示す｡

｢今日,A君の通 っている高校では,先日行われた定期試験の答案が

返却されます｡A君はある科 目の試験成績が気がか りで した｡というの

ち,その科目の試験成績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要な

ことだったのです｡ A君の名前が呼ばれ.先生から答案が手渡されまし

た｡A君は答案を受 け取ると.まっさきに成績 (点数)を見ました｡ A

君の成削 ま40点で,これはA君が予想 していた60点よりもずっとわるい

成梅でした｡｣

結果に対する主観的評価は,シナ リオの最後の 1文の表現によって操

作されるo実際の得点はすべての条件で成功時80点,失敗時40点 とし,

弔前の予想点の方を変化 させることで両得点間のずれを 3段階 (20点,

→ iJ望→



lo貞,5点)で操作 した｡さらに,それぞれに,ずっとよい (ずっとわ

るい)･よい (わるい),少 しだけよい (少 しだけわるい)という主観

的評価を表現する語を付 した｡各条件ごとの表現は,以下のようになる｡

成功場面

ずっとよい ‥A君の成績は80点で,これはA君が予想 していた

60点よ りもずっとよい成績で した｡

よ い :A君の成郡は80点で,これはA君が予想 していた

70点 よりもよい成績で した｡

少しだけよい ‥A君の成績は80点で,これはA君が予想 していた

75点よ りも少 しだけよい成績で した｡

失敗場面

ずっとわるい ‥A君の成績は40点で,これはA君が予想 していた

60点 よりもずっとわるい成績で した｡

わ る い :A君の成織は40点で,これはA君が予想 していた

50点 よりもわるい成績で した｡

少しだけわるい :A君の成約は40点で,これはA君が予想 していた

45点 よ りも少 しだけわるい成績で した｡

調査内容 次の二つについて調査を実施 した｡

①達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を用いた｡

施行手続きは.研究 3と同様である｡

②学習行動 次回の同 じ科 目の定期試験へ向けて,A君がどのような

取り組みをするかを予想させた○予想は,A君は試験勉強を ｢とてもが

んばってやると思 う｣から ｢まった くや らないと思 う｣までの6段階 と

した｡

圭塵旦 刺激材料及び調査内容は一つのブ ックレッ トにおさめられ,
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各被験者に配布された｡実験は集団式,無記名で実施された｡実施場所

は大学の講義室｡所要時間は15-20分程度であった｡

結 果

達塵周 連感情について 結果に対する主観的評価の感情への彩轡を檎

討するため.各感情得点の平均値を群ごとに求め,1元配置 3水準の分

散分析を行った｡ 5%水準で有意差の認められたものについてはTukey

法による多重比較 (p〈.05)を行 った｡結果をTABLE3- 3に示す｡

TiBLE3- 3より,まず成功場面において.よろこびとおどろきの 2

感情に関して群間に有意差が認め られた｡多重比較の結果,いずれの感

情とも.とてもよい及びよいの2条件の場合に,少 しだけよいの場合よ

りも平均値が有意に高かった｡なお,残る3感情については,群間の平

均値差が有意 とはならなかった｡

一方.失敗場面については,不愉快 ･困惑,おどろき,あきらめの 3

感情に関して群間に有意差が認められた｡多重比較の結果,不愉快 ･困

惑とおどろきの 2感情については,ずっとわるいの場合に,少 しだけわ

るいの場合よりも平均値が高いことが示された｡これ とは逆に,あきら

めの感情については,少 しだけわるいの場合に,他の 2条件 よりも平均

値が高くなっている｡残 りの4感情については,群問の平均値差が有意

水準に達 しなかったo

呈畳石動について 学習行動に関する質問への回答に対 して ｢とてち

がんばってやると思 う｣の方が得点が高 くなるように6点から1点 まで

の点数を悔次与え,個人の学習行動得点 とした｡まず,結果に対する主

枚的評価の学習行動への影響を検討するため.成功 ･失敗場面ごとに,

学習行動得点の平均値を群ごとに求め,1元配置 3水準の分散分析を行

った｡結果をTABLE3- 3に示す｡ TABLE3- 3より,学習行動得点に
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TABLE3-3 結果に対する主観的評価による達成関連感情と学習行動の違い

結果に対する主観的評価

ずっとよい よい 少しだけよい

(わるい) (わるい) (わるい) F(2,99)感 情

5
7
3

C
U

1

J
u】

亡U

5

5

1

9

2

3r<

E
U

b

b

1

8

1

E
U

9

4

9

6

9

7

6

3

7

8

9

8

7

0

4

9

3

8

5

9

4

2

3

1

…

3

4

リ

5

∩
8

9

0

∩
コ

0

2

1

2

3

2

5

2

6

4

0

9

1

6

1

6

7

6

8

5

3

1

3

1

…

1

3

4

a

3

9

1

7

5

2
3

5

2

にU
7

cU

3

6

7

9

0

0
5

9

亡U
8

4

8

5

3

4

1
2

3

4

0

7

3

5

～

3

2

1

7

3

2

2

7

3

7

0

3

2

亡

U

4

2

b
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9

4
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1

3

2

9
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5
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2
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1
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8
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9
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3
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3

1

2

4
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2

4
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b
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2
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2
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2
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0

4

9
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2

4
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8

8

8
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3

1
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4

3

1

4

1

3

4

且

8
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4

3

0
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1

9
1

8
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3

2

2
1

9

2

5
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9

5
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4
0

7
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7

2
0

5

0

4

3

2

1

4
1

3

4

3
1

4

1

戯娼塵
よろこび

おどろき

統制感 ･向上心

承認への期待

優越感

学習行動

失敗場面
不愉快 ･困惑

無能感

罰の予感

後悔

き

さ

め

動

ろ

し

ら

行

ど

や

き

習

お

く

あ

学

※①上段 :平均値,下段 ‥標準偏差

②平均値の右かたに付した英字が同じものについては,

5%水準で有意差のないことを示す
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っいては,成rj7･失敗両場面 ともに群間に有意差は認められなかった｡

次に.感情 と学習行動の関係を検討するために,各感情 と学習行動の

相関係数を貰出 した｡さらに,Welnerの主張する認知 (結果に対する

主演的評価)-感情-行動 という因果連鎖を想定することの妥当性を検

討すべく,学習行動を基準変数とし.結果に対する主観的評価 と各感情

を説明変数とした,重回帰分析を12の感情ごとに行った｡結果に対する

主校的評価を重回帰分析に投入するにあたっては,実験的に設定された

3段階 (すっとよい ･わるい,より ･わるい,少 しだけよい ･わるい)

に対して,それぞれ 3.2.1という得点を便宜的に与えたO結果をT

ABLE3-4に示す｡

TABLE3-4より,まず,成功場面の感情の内,よろこびと統制感 ･

向上心において,学習行動 との相関が有意となった｡一方,失敗場面に

ついては,不愉快 ･困惑,後悔,くや しさとの間の正の相関係数及びあ

きらめとの間の負の相関係数が有意水準 に達 した｡重回帰分析結果 (決

定係数)は,よろこび,統制感 ･向上心,不愉快 ･困惑.後悔,くや し

さ,あきらめの 6感情の場合に有意 となった｡これらについて標準偏回

掃係数を調べたところ,まず,結果に対する主観的評価については,令

散分析結果と同様,成功 ･失敗両場面を通 じてすべて有意 とはならなか

った｡また,感情については,相関係数に関する結果 と同様に,よろ二

び,統制感 ･向上心,不愉快 ･困惑,後悔,くや しさ,あきらめの 6感

情において.標準偏回帰係数が有意 となった｡

考 察

成功場面では,よろこびとおどろきの 2感情

が･結果に対する主観的評価の暴き轡を受けていた｡結果は,客観的な得

点が同じであっても,当初の予想 と比較 した場合のずれが大 きい場合に,
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TABLE3-4 感情と学習行動の相関及び

結果に対する主観的評価と感情が学習行動に及ぼす影響

標準偏回帰係数

相 関 主観的評価 感 情

2

9

7

7

4

6

1

1日U
0

0

0

0

0

0

4

7

5

1

2

1

4

2

1

1

4

1

…
3

+･05くpく･10 ●p く .05 日 p〈.01
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よろこび及びおどろきが強め られることを示 している｡よろこびは,W

einer理論において結果依存の感情 とされるpleasedやhappyに対応する

と考えられることか ら,この結果は彼の見解 を支持するものである｡

一方,おどろきは,Weiner(1979)におけるsurpriseに相当する感

情であり,通常は主に運や他者など外的要因への帰属 によって規定され

ると見なされる｡本研究の結果は,予想得点 と実際の得点 とのずれの大

きさによっておどろきの感情喚起が規定されることを示す ものである｡

しかし,この関連が直接的な ものであるのか,第 3の変数を媒介 とする

間接的なものであるのかにつ いては予断 を許 さない｡当初の予想 と実際

の結果とのずれが大 きい事態 は,典型的に外的帰属を生 みやすい｡ した

がって実際には.おどろきの感情は,運帰属や他者帰属などの外的帰属

を媒介として強め られているのか もしれない｡実際,研究 3では,運帰

属下おいておどろきの感情喚起が強かった｡この点を明 らかにするため

にも,結果に対 する主観的評価 と原因帰属の両方 を含めた研究が必要で

ある｡

なお,残る3感情 につ いては.群間の平均値差が有意 とはならなかっ

た.したがって,これらの感情の喚起には.結果 に対する主観的評価が

あまり影響 しないものと思われる｡

一方,失敗場面 においては.不愉快 ･困惑 ,おどろき,あきらめの 3

感情について有意差が認め られた｡ まず,不愉快 ･困惑 に関 しては,ず

つとわるいの場合 に.少 しだけわるいの場合に比べて評定値が高かった｡

したがって,客観的な結果が同 じであっても,当初の予想 と比べてずっ

とわるかったと評価 された場合には,不愉快 ･困惑の感情が強 くなると

考えられる｡不愉快 ･困惑は,Weiner理論 において結果依存の感情 と

されるdlSPleasureやupsetに相当する感情であると言える｡ したが って,

- 84-



本研究の結果は,Weinerの主張を支持するものである｡ところで.成

功場面におけるよろこびと失敗場面における不愉快 .困惑は.通常.一

般的な正 ･負の感情 としていわば対をなす感情 と見なされる｡本研究の

結果は,これらが結果に対する主観的評価によって規定されるという喚

起侵構上の共通性をも有することを示すものであるo

おどろきについても,不愉快 ･困惑 と同様に,ずっとわるいの場合に,

少しだけわるいの場合よ りも評定値が高かった｡ただ し,これについて

紘,成功場面 と同 じく,これが直接的なものか,それ とも運などへの帰

属を媒介とする間接的なものかという,さらなる疑問を提出する必要が

あろう｡

良後に,あきらめの感情についてであるが,ここでは結果に対する主

観的評価と感情喚起の関係が,上述の諸感情に関する結果 とは逆の方向

を示していることに注意 したい｡結果は.少 しだけわるいの場合に.他

の2条件と比べあきらめの感情が強 く感 じられることを示 している｡同

じ客観的結果を前に して も,それがあらかじめの予想 とさほどくいちが

いのないものであれば,｢こんなものだろう｣｢やっぱ り｣と感 じ ｢し

かたがない｣いう気にもなるが,予想 とのずれがある程度大 きくなると

あきらめの気持ちが起こりにくいのだと解釈できよう｡

以上のことから,結果に対する主観的評価は,結果依存の感情 と目さ

れる成功時のよろこびと失敗時の不愉快 ･困惑及び両場面におけるおど

ろき,さらにはあきらめの感情喚起に影響を与えることが明 らかとなっ

た｡本研究の結果は,Weiner理論の予測を支持するものであ り,結果

に対する主観的評価を達成関連感情の認知的規定因として位置づけるこ

との妥当性を示 している｡また,このことは,本研究で新たに提案 した

結果に対する主観的評価の定義,すなわち ｢事前の予想点 と実際の得点
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とのずれに基づ く主観的な成功 ･失敗の程度判断｣と,それに即 して開

発された実験条件操作の適切性をも裏づけている｡なお,We⊥ner理論

では,あきらめの感情は能力 ･適作の帰属に依存 して喚起されるとされ

結実に対する主観的評価からの彩轡が他の諸感情に対するのとは反対の

方向で作用するといったことは予測されていない｡前述のように,W｡i

nerでは,結果に対する主観的評価を.単に結果を成功 と見なすか失敗

と見なすかという2値的な判断の レベルでしか実際には扱っていない｡

これに対 し,本研究では,分析の レベルを,どの程度の成功 ･失敗 と認

知するかという程度判断にまで引き とげて扱 った｡このことが.あきら

めに関する結果の発見を導いたと考えられる｡

学習行動について 学習行動に関する分散分析結果は,結果に対する

主観的評価が,直接的には学習行動に彩轡を与えないことを示 している.

一方.達成関連感情については,よろこび,統制感 ･向上心,不愉快 ･

困悪.後悔,くや しさの 5感情 と学習行動との間に,有意な正の相関が

見出された｡ したがって,これらの感情喚起は,学習行動に対 して促進

的に働くと考えられる｡また,あきらめと学習行動の闇には負の相関が

認められてお り,あきらめの感情喚起が学習への動機づ けに抑制的に作

用することを示 している｡

なお.学習行動 との関連が示された感情の内,よろこび,不愉快 ･園

慕,あきらめの3感情については,結果に対する主観的評価がその喚起

に影響することが明 らかとなっている｡ しか し,重回帰分析結果におい

ても･結果に対する主観的評価 と学習行動の間の標準偏回帰係数はすべ

て有意ではなかった｡一方,先に示された関連 と対応する感情と学習行

動との間の標準偏回帰係数は,すべて有意であった｡

以上の結果を結合すると,結果に対する主観的評価は,直接的には学
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習行動を規定することはないが,よろこび,不愉快 ･困惑,あきらめの

3感情を媒介 として,間接的に学習行動に影響を与えると考えられる｡

これは,FIG･3-1のように.図示できよう｡そ してこのことは,We

inerが主張する,認知-感情-行動 という因果連鎖を想定することの妥

当性を支持するものである｡さらに,統制感 ･向上心,後悔,くや しさ

についても,その学習行動への促進的影響が示された｡

3-4 結果に対する主観的評価 と原因帰属の影響 (研究 5)

目 的

結果に対する主観的評価 と原因帰属が,達成関連感情 と学習行軌に及

ぼす影響を検討する｡また,動機づけの指標 として,研究 4でも取 り と

げた学習行動に加え.さらに成績を検討対象とし,感情の動機づけ機能

について考察する｡

方 法

塵_盤茎 大学生544名 (男子272名 ･女子272名)｡後述する16の実験

条件に男女17名ずつ計34名をそれぞれランダムに割当てた｡

監象の概要 研究 3,4と同様に,仮想の達成場面のシナ リオを提示

し,登場人物の感情経験 とその後の学習への取 り組み,次回の試験での

成績を推測させ,達成関連感情測定尺度への評定及び学習行動と成続に

関する質問への回答を求めた｡シナ リオの中に,登場人物の結果に対す

る主観的評価及び原因帰属を情報 として含めてある｡主観的評価は成功

･失敗とも,事前の予想点 と実際の得点 とのずれに基づ き2段階 とした｡

原因帰属は,研究 3において達成関連感情との関連が確認された,努九

能力･通性,他者,運の4要因を用いた｡実験条件は,成功 ･失敗の2

条件と結果に対する主観的評価の違いによる 2条件及び原因帰属の速い
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による4条件の組合せによる16条件である｡

泉虚材料 (シナ リオ) 実験条件に即 して16種類のシナ リオがある｡

シナリオの一例を示す｡

｢今日･A君の通 っている高校では,先日行われた定期試験の答案が

返却されますoA君はある科 目の試験成績が気がか りで した｡というの

ち,その科目の試験成績がよいか･わるいかは彼にとってとても重要な

ことだったのです｡A君の名前が呼ばれ,先生から答案が手渡されまし

た｡A君は答案を受け取ると,まっさきに成績 (点数)を見ました｡ A

君の成績は80点で･これはA君が予想 していた75点よ りも少 しだけよい

成績でしたo A君はこの成績の原因について考え,自分はこの教科の勉

強に適性があ り,むいているから･このような結果になったのだと思い

ました｡｣

結果に対する主観的評価は,シナ リオの最後から2番 目の 1文の表現

によって操作される｡実際の得点はすべての条件で成功時80点,失敗時

40点とし,事前の予想点の方を変化させることで両得点間のずれを2段

階 (20点,5点)で操作 したoさらに,それぞれに,ずっとよい (ずっ

とわるい)･少 しだけよい (少 しだけわるい)という主観的評価を表現

する語を付 した｡各条件ごとの表現は,以下のようになる｡

成功場面

ずっとよい ‥∧君の成績は80点で.これはA君が予想 していた

60点 よりもずっとよい成績で した｡

少しだけよい ‥A君の成績は80点で,これはA君が予想 していた

75点 よりも少 しだけよい成績で した｡

失敗場面

すっとわるい :A君の成掛 ま40点で,これはA君が予想 していた
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60点 よ りもずっとわるい成績で した｡

少しだけわるい :∧君の成績は40点で,これはA君が予想 していた

45点よ りも少 しだけわるい成節で した｡

原因帰属は,シナ リオの最後の 1文の表現によって操作される｡実験

条件によって,帰属先に関する部分の記述をそれぞれ以下のように変え

てある (上段は成功条件･下段は失敗条件の場合の表現)0

努 力 ‥よく努力 して勉強 したから

あまり努力せず勉強 しなかったから

能力 ･適性 :自分はこの科 目の勉強に適性があ り,むいているから

自分はこの科 目の勉強に適性がなく,むいていないから

他 者 ‥先生が熱心によく指導 してくれたから

先生が しっか りと指導 してくれなかったから

運 :なにかにつけて運がよかったから

なにかにつけて運がわるかったから

調査内容 次の三つについて調査を実施 した｡

①達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を用いた｡

施行手続きは,研究 3,4と同様である｡

②学習行動 研究 4と同様に,次回の同じ科 目の定期試験へ向けて,

A君がどのような取 り組みをするかを6段階で予想させた｡

③成績 次回の同 じ科 目の定期試験でのA君の成績を100点満点で千

想し,記入するよう求めた｡

重塵旦 刺激材料及び調査内容は一つのブ ックレッ トにおさめられ,

各被験者に配布されたo実験は集団式･無記名で実施された｡実施場所

は大学の講義室｡所要時間は20分～25分程度であった｡
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結 果

達成関連感情について 各群ごとの各感情得点の平均値 と標準偏差を

TABLE3-5･ 3-6に示す｡結果に対する主観的評価 と原因帰属の感

情への影響を検討するため･各感情得点ごとに,2元配置 (結果に対す

る主按的評価 2水準 ×原因帰属4水準 )の分散分析を行った｡さらに,

原因帰属については,5%水準で有意差の認められたものに関 してTuk

ey法による多重比較 (p〈･05)を行ったo結果をTABLE3-7に示すo

TABLE3-7より,成功場面については･よろこび,おどろき,承認

への期待の3感情において･結果に対する主観的評価の主効果が有意 と

なったoいずれ も,すっとよいの場合に･少 しだけよいの場合よりも平

均値が高いという結果である｡

原因帰属の主効果は･統制感 ･向上心 と承認への期待において有意 と

なった｡多重比較の結果,統制感 ･向上心については,努力帰属の場合

に･能力 ･適性帰属及び運帰属の 2条件よりも平均値が高かった｡また,

運帰属は･他の3条件と比べ平均値が有意に低かった｡承認への期待に

ついては･他者帰属下において,努力帰属及び運帰属の場合よりも平均

値が高かった｡なお･結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作用は

すべて有意ではなかった｡

一九 失敗場面については･不愉快 ･囲悪,無能感,おどろき,くや

しさ-あきらめの 5感情において,結果に対する主観的評価の主効果が

有意となったo結果は,不愉快 ･困惑,鞭能感,おどろき,くや しさの

4感情では･ずっとわるいの場合に平均値が高 く,これとは逆にあきら

めにっいては少 しだけわるいの方が平均値が高いというものであった｡

原因帰属の主効果は･無能感･後胤 おどろき,あきらめの4感情に

おいて有意であったO多電比較の結果･無絹巨感については,能力 ･適性
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TABLE3-5 成功場面における達成関連感情,学習行軌 成績の平均値と標準偏差

少しだけよい

努力 能力 ･適性 他者 運
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TABLE3-6 失敗場面における達成関連感情,学習行動,成績の平均値と標準偏差
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TABLE3-7 結果に対する主観的評価と原因帰属による達成関連感情,学習行動,成績の違い
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帰属の場合に,努力帰属及び他者帰属の場合 と比べて平均値の高いこと

が示された｡また,後悔については,努力帰属の場合に,他の3条件 と

比べ平均値が有意に高かった｡さらに,おどろきに関 しては,他者帰属

の場合に.努力帰属に比べ平均値が有意に高いことが示された｡あきら

めに関する結果は,他者帰属の場合に,努力帰属よりも平均値が低いと

いうものであった｡なお,結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作

剛ま.成功場面 と同 じく失敗場面においても,すべての感情において有

意水準に達しなかった｡

学習行動及び成績について 学習行動については,研究 4と同様に,

｢とてもがんばってやると思 う｣の方が得点が高 くなるように6点から

1点までの点数を順次与え,個人の学習行動得点 とした｡成紙について

は,次回のA君の試験成績に関 して100点満点で記入 してもらった予想

得点を.そのまま成績の指標 として用いた｡各群ごとの学習行動得点及

び成績の平均値 と標準偏差をT B̂LE315, 3-6に示す｡

まず,認知 (結果に対する主観的評価 と原因帰属)の学習行動及び成

紙への貫之管を検討するため,学習行動得点及び成績について,2元配置

(結果に対する主観的評価 2水準 ×原因帰属 4水準)の分散分析を行っ

た｡原因帰属については,5%水準で有意差の認められたものに関 して

Tukey法による多重比較 (pく.05)を行った｡結果をTABLE3-7に示

す｡

TABLE3-7よ り,学習行動については,結果に対する主観的評価の

主効果は.成功 ･失敗両場面 ともに有意 とはならなかったO一方,原因

帰属の主効果に関 しては,失敗場面においてのみ有意水準に通 した｡多

重比較の結果.努力帰属の場合に,他者帰属の場合よりも平均値が高か

った｡なお,結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作用は,感情の
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場合と同様,成功 ･失敗両場面を通 じて有意 とはならなかった｡

一方,成績について･TABLE3-7より,結果に対する主観的評価の

主効果は･成功場面においてのみ有意 となった｡結果は,少 しだけよい

の場合に･ずっとよいの場合 よりも平均値が高いというものである｡～

方,原因帰属の主効果に関 しては･失敗場面においてのみ有意水準に達

した｡多重比較の結果,努力帰属の場合に,能力 ･適性帰属及び他者帰

属の場合よりも平均値が高かった｡なお,結果に対する主観的評価 と原

因帰属の交互作用は,感情や学習行動の場合 と同臥 成功 ･失敗両場面

とも有意とはならなかった｡

次に,学習行動及び成緋の規定因 としての感情の役割を検討するため

に･感胤 学習行動･成績相互の相関係数を算出 した｡ ところで,一般

に,成績は学習行動の結果 と見な し得る｡ したがって.感情の動機づけ

機能については,感情-行動-成績 という因果連鎖を想定することがで

きようoそこで,この感情-行動-成績 という因果連鎖を想定すること

の妥当性を検討するために,成績を基準変数 とし,感情 と学習行動をそ

れぞれ説明変数とした重回帰分析を,各感情ごとに行った｡以上の結果

をTABLE3-8に示す｡

TABLE3-8よ り･まず,感情 と学習行動の相関については,成功場

面の3感情 (よろこび･統制感 ･向上心,承認への期待),失敗場面の

3感情 (不愉快 ･困惑,後悔･くや しさ)に関 して有意な正の相関係数

が示されたoまた･あきらめについては,負の相関係数が有意となった｡

次に,感情 と成績の相関については,四つの感情 (統制感 ･向上心,

不愉快 ･囲乱 後悔.くや しさ)及び成功 ･失敗両場面の学習行動 と成

約 間の正の相関係数が有意 となったo また,成功時のおどろきと成績

の間には･有意な負の相関係数が示された○重回帰分析結果 (決定係数)
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TABLE3-8 達成関連感胤 学習行動,成績の関係

(相関係数と成績の重回帰分析結果)

相関係数 標準偏回帰係数

学習行動 成 績 感 情 学習行動
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は･すべての感僻の場合に有意となった｡標準偏回帰係数について調べ

ると,感情に関 しては･成功場面のよろこびとおどろきについて,有意

な負の標準偏回帰係数が示された｡ また･後悔について有意な正の標準

偏回帰係数が得 られたoなお,学習行動に関する標準偏回帰係数は,す

べての感情の場合に有意であった｡

考 察

達成関連感情i三二辿 さヱ 認知の達成関連感情への影響に関 して.まず

成功場面では,よろこび･おどろき･承認への期待の 3感情において,

結果に対する主観的評価の主効果が有意 となった｡いずれも,ずっとよ

いの場合に･その感情がよ り強 く感 じられることを示 している｡この内,

よろこびとおどろきに関する結果は研究 4を追記するものである｡承認

への期待に関する結果は･研究4では見出し得なかった｡ しかし,当初

の予想と比べてとてもよい結果であったと判断 した場合に,｢先生 (A)

にはめられるぞ｣｢先生 (撹)によろこんでもらえる｣という気持ちが

相対的に強く感 じられるという結果 自体は理解可能なものと思われる0

当人の予想 した得点は･他者にとっても順当なものである場合が多いで

あろう｡したがって･実際の結果がそれよりずっとよいものであったな

らば,親や教師が承認 しはめてくれるであろうという期待感を生みやす

いのだと解釈できる｡

原因帰属の主効果は･統制感 ･向上心 と承認への期待において有意 と

なったo統制感 ･向上心については･努力帰属の場合に,能力 ･適性帰

属及び運帰属の場合よりも･喚起が促進されることが示された｡これは,

研究3を追記するものである｡

承認への期待については･他者帰属下において運帰属の場合よりも強

く懸じられるという結果が得 られたO成功を先生の指導の熱心さに帰属
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することの背景には,当事者 と教師 との良好な人間関係の存在が暗示さ

れている｡したがって･そのような帰属を行 う者は ｢先生にはめられる｣

ということを軽 く意識するであろうという解釈によって反応がなされた

のかもしれないO

なお,結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作用はすべて有意で

はなかった｡

一万･失敗場面については･不愉快 ･困惑,無能感,おどろき,くや

しさ･あきらめの 5感情において,結果に対する主観的評価の主効果が

有意となった｡結果は･不愉快 ･困乳 無能感,おどろき,くや しさの

4感情では,すっとわるいの場合に値が高く,これとは逆にあきらめに

ついては･少 しだけわるいの方が値が高いというものであった｡不愉快

･困惑,おどろき･あきらめの3感情に関する結果は研究4を追記する

ものである｡ くや しさと無能感に関 して･研究 4では特に明瞭な結果は

見出し得なかったo しか し,前述のように,くや しさの中核をなすのは

ある種の不満感であると考えられることから,予想外にわるい結果であ

った場合に ｢くや しい｣｢ちくしょう｣ といった不満の気持ちを抱 くの

は自然なことであるとも考えられ･解釈可能な結果 と思われる｡また,

無能感についても･予想 よりずっとわるかった場合に,抑留的な感情や

劣等感が強められるというものであ り,理解できる｡

原因帰属の主効果は,無能感･後胤 おどろき,あきらめの4感情に

おいて有意であった｡無能感に関する結果は,能力 ･適性帰属の場合に,

努力帰属及び他者帰属の場合 と比べて,感情喚起が強いことを示 してい

る｡失敗したのは ｢適性がな く,むいていないから｣と考えることによ

り-｢劣等感｣を感 じ ｢がんばってもだめなんだ｣と思 うのであろう｡

後悔に関する結果は,努力帰属の場合に,他の 3条件 と比べて,後悔
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の感情が強いというものであるo努力不足によって失敗 したと見なすこ

とにより ｢もっとがんばればよかった｣と反省 し,｢今度はがんばろう｣
と決意するのだと解釈で きる｡

おどろきに関 しては,他者帰属の場合に,努力帰属 と比べ評定値が高

かった｡Weinerら (1978･ 1979)ち,失敗時には,他者帰属を含む外

的帰属下においておどろきの感情喚起が強いことを見出 している｡ここ

での結果は彼らの知見と賢台的なものである｡

あきらめについては,他者帰属の場合に,努力帰属 と比べて評定値が

低かった｡自分がやるべき努力を怠 っていたのであればあきらめもつ く

が,先生の不熱心さのような他者にとって統制可能な (Welner,1979)

要因のせいで自分が失敗 したということであれば,あきらめきれないの

であろうo無能感･後悔,あきらめに関するここでの結果は.研究 3の

結果を追認するものであ り,これらの知見の安定性を示 しているo

なお･結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作剛 ま,成功場面 と

同じく失敗場面においても.すべての感情において有意 とはならなかっ

た｡このことから･結果に対する主観的評価 と原因帰属 という二つの認

知的規定因は･達成関連感情に対 し相互作網的にではな く,それぞれ独

立に貴壬轡を及ぼすと考えられる｡

芝邑巨_塾_及び成績につヒエ まず,分散分析によって,認知 (結果に

対する主観的評価と原因帰属 )の学習行動及び成績への景壬轡について検

討した｡その結果･学習行動に関 して,分散分析結果は,結果に対する

主観的評価が,学習行動に直接的な影響を及ぼさないことを示 した｡こ

れは研究4を追認するものである｡また,原因帰属に関 しては.分散分

析結果より,失敗場面において,努力帰属の場合に他者帰属下よりも学

習行動が促進されていた○努力帰属下で後続の達成行動が促進されると
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いうこの結果は･Weiner理論の予測と整合的なものである｡

もう一つの動機づ けの指標である成績に関 しては.分散分析結果 より,

ます結果に対する主観的評価の主効果が･成功場面において有意 となっ

た｡結果は,少 しだけよいの場合に,ずっとよいの場合よ りも成績がよ

くなることを示 している0本研究では･結果に対する主観的評価を ｢事

前の予想点と実際の得点 とのずれに基づ く主観的な成功 ･失敗の程度刺

机 と定義 し扱っている｡そ して･この定義に基づき.実験操作におい

では･客班的成掛 まいずれも80点 とし,事前の予想点の方を,少 しだけ

よいの場合に75点,ずっとよいの場合に60点 と変化させた｡事前の予想

点の形成には･その学習者におけるこれまでの成績が反映されると考え

られるOその意味で･予想点はその学習者のその学習内容における成棉

のアベレ~ジないしは Hいつ も"の成績の指標 と見なされやすい｡この

ように考えるならば･今回の成功が･ Hいつも"とはかけはなれた,ず

つとよいものであったとする場合 と比べて･ "いっも…よりも少 しだけ

よい程度であったとする場合の方が,次回の成績が高 くなると判断され

るのは自然なことと思われる｡一方,原因帰属に関 して,分散分析結果

は一失敗場面において,努力帰属の場合に能力 ･適性帰属及び他者帰属

下よりも成椀が高いことを示 していた○努力帰属下で達成課題のパフォ

ーマンスが高くなるというこの結果は,欧米での結果 (weiner& Sl

erad,1975)と整合的なものである.

次に,感情の動機づけ機能について検討するために,感情 と学習行動

及び成績との相関を求めた｡また.感情-学習行動-成績 という因果連

馳 想定することの妥当性を検討するために,成績を基準変数とし.感

情と学習行動を説明変数 とした重回帰分析を,各感情ごとに行った｡

その結果,まず,感情 と学習行動 との相関から,六つの感情 (よろ二
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α,統制感 ･向上心 ･承認への期待,不愉快 ･困惑,後胤 くや しさ)

が学習行動に対 して促進的に･あきらめの感情が抑制的に働いている可

綻性が示されたo よろこび･統制感 ･向 LJL,不愉快 ･困惑,後悔 ,あ

きらめの5感情 に関する結果は,研究 4を追認するものであ り,これ ら

の知見の安定性 を示 している｡

また･感情及び学習行動 と成績 との相関か らは,四つの感情 (統制感

･向上心･不愉快 ･困悪 ･後悔･ くや しさ)と成功 ･失敗両場面におけ

る学習行動が成績 に対 して促進的に･成功場面でのおどろきが抑制的に

はたらいている可能性が示 されたoただ し,これ らの感情の内,重回帰

分析において標準偏回帰係数が有意 となったのは,おどろきと後悔のみ

で･残る3感情 (統制感 ･向 ヒ心 ,不愉快 ･困惑,くや しさ)について

は有意水準に達 しなかった｡ちなみに,統制感 ･向上心 ,不愉快 ･困惑,

くやしさの3感情については,学習行動 に彩轡 を与えることが示唆され

ている｡なお･相関では有意傾向にとどまったよろこびに関 して,有意

な負の標準偏回帰係数が示 された｡ これ らを総合すると,統制感 ･向上

心･不愉快 ･困惑･ くや しさから成績への促進的影響は,学習行動 を媒

介すると考えられるoまた,成功時のおどろきは,成績 に対 し直接的な

抑制的影響を持つ と考えられるoさ らに,後悔は,学習行動を媒介する

間接的な促進的影響 とともに,直接的な影響をも有する｡なお,よろ二

びは,学習行動を媒介する促進的賢壬智 と同時に,成績 に対 し直接的な抑

制的影響を与えている可能性があるO

以上のことか ら,感情は,学習行動を媒介 として成績 に影響を与える

一方･学習行動を媒介としない直接的効果 も持 っていると考 えられる｡

このことは･ FIG･3-2の ように図示できる｡これ らのことから,感

情の動機づけ機能に関 し.感情-行動一成蹄 という因果連鎖 を想定する
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ことの妥当性は,おおむねにおいて支持されるものと考えられる｡

3-5 大学心理学学習における検討 (研究 6)

問題と目的

研究3-5において･結果に対する主観的評価 と原因帰属がそれぞれ

感情に促進的あるいは抑制的影響を及ぼすこと,結果に対する主観的評

価と原因帰属はそれぞれ独立に感情を規定 していること,12の感情の内,

よろこび,統制感 ･向上心･不愉快 ･困惑,後悔,くや しさが動機づけ

に対し促進的に,あきらめや成功時のおどろきが抑制的に関わっている

ことなどが明らかとなった｡

しかし･前述のように･仮想場面実験が,実際の達成場面での現象を

反映しているかどうかを疑問視するむ きもある (McFarland& Ross,

1982)oやは り･実際に当事者にとって意味のある達成課題を遂行する

中で･同様の検討を行い･仮想場面実験で得た知見の安定性を確認する

必要があろう｡ また･研究 4･5では,客観的成績について,成功場面

80･St･失敗場面40点のように各場面内で一律なものとし,その効果を取

り扱わなかった｡ しかし･感情喚起や学習行動が,客観的成績の高低に

よって影響されている可能性は十分 に考えられる｡さらに,結果に対す

る主観的評価はいわば主観的成績であ り,客観的成績のはたらきとの関

連において,そのはたらきを検討することも重要な課題 と思われる｡

このような問題意識から.研究 6では,大学生を対象に,一般教養課

程における心理学の試験 を達成課題 として取 り上げた｡そ して,試験成

鮎 ･それに対する学生の主観的評価及び原因帰属が,感情 と次回の試

額成削 こ与える影響について検討する｡
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方 法

詞査対象 大学 1年生48名 (男子31名 ･女子 17名)

軌盈旦腰B 前期 (4月～ 9月)に 2回の試験 を実施 した｡まず, 6

月下旬に第 1回の試験 (中間試験 と呼ぶ )を実施 し,次の週の講義時間

に結果を返却する際,試験結果についての認知 (結果 に対する主観的評

価と原因帰属 )と感情に関する調査 を行 った〇第 2回の試験 (期末試験)

は9月中旬に実施 された｡中間試験返却時の調査内容 と両試験成績の関

連を分析することにより,中間試験の成績及びそれに対する認知が,感

情と期末試験成績 に及ぼす彩轡を検討する｡

調査内容 以下の四つについて評定を求めた｡

①試験結果に対する成功 ･失敗判断 ‥試験の結果について成功であった

か失敗であったかの判断 を求めた｡

②結果に対する主観的評価 =試験の結果 について事前の予想点 との関逮

において評価を求めた｡評定は,｢予想点よ りず っとよかった｣から

｢予想点よりずっとわるかった｣までの 7段階で行われた｡

③原因帰属 ‥五つの帰属因 (ふだんか らの努九 直前の努力,能力 ･適

性,他者･運)について･それが 自分の試験成績 にどの程度影響 したと

思うかを,｢とて も影響 した｣か ら ｢まった く影響 しなかった｣までの

6段階でたずねた｡各帰属因の具体的表現は以下の通 りである｡

ふだんからの努力 .･ふだんからの学習態度

直前の努力 :試験前 日の努力

能力 ･適性 :自分の能力 ･通性

他 者 :先生の指導の熱心さ

運 :たまたまの運のよさ ･わるさ

④達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を用いた｡各
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白の試験結果に対する成功 ･失敗判断に基づ き,成功感情か失敗感情の

いずれか一方の項 目群に回答するよう指示 した｡

星置旦 中間試験後の最初の授業時 (試験実施の 1週間後)に,上記

の四つの調査内容に関する調査が担当教員によって実施された｡すべて

の調査内容は-つのブックレットにまとめられ,採点済の答案とともに

学生に一人ずつ手渡 しで配付されたoまた,実施にあたっては,自分の

速度で回答するようにということと,今の自分の考えや気持ちについて

正直に回答することの2点が注意 として強調された｡所要時間は20分～

25分得度であった｡

結 果

合格ラインである60点以 仁をとった者が44名あった｡この中で,結果

を成功と判断 した39名を成功群とし.合格点には達 したが結果を失敗 と

判断した5名と,合格点に達せず自身も結果を失敗と判断 した1名,合

せて6名を失敗群 とした｡なお,合格点に達 しなかった者4名の内,3

名は答案返却 日の講義を欠席 してお り,データが得られていない｡この

ような状況であったので,今回は成功群39名のみを分析対象 とした｡

各指標の得点化に際 しては,以下のようにした｡まず,結果に対する

主観的評価に関 しては,｢予想点よ りずっとよかった｣の方が得点が高

くなるように7点から1点 までの点数を順次与え,個人の結果に対する

主観的評価得点 とした○原因帰属に関 しては,｢とても影響 した｣の方

が得点が高くなるように6点から 1点 までの点数を順次与え,個人の各

原因帰属得点とした○達成関連感情に関 しては,研究 3-5と同様の得

点化手続きをとった｡中間試験,期末試験の成績については.試験の素

点をそのまま指標として用いた｡各指標の平均値,標準偏差,各指標相

互の相関係数をTABLE3- 9に示す｡
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TABLE3-9 大学心理学学習における各指標の平均値,標準偏差,相関係数 (N=39)
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邑盈関連感付につい工 結果に対する主観的評価 と原因柵属の感情へ

の書き管を横言.Tlるため,成I))時の各感情を基準変数とし,中間試験の成

軌 結果に対する主観的評価･五つの原因帰属を説明変数 とした重回帰

分析を行った｡結果をTABLE3-10に示す｡

TA肌E3-10よ り,よろこび･おどろき,統制感 ･向 ヒ心の3感情に

ついて･重回帰分析結果 (決定係数)が有意 となった｡標準偏回帰係数

について見ると,まず･客観的な試験成節については,どの感情におい

でも有意とはならなかったo次に,結果に対する主観的評価については,

よろこびとおどろきの2感情 において,有意な正の標準偏回帰係数が示

されたo原因帰属については,おどろきに関 して運帰属 との間に,また

統制感 ･向上心に関 して直前の努力 との間に､それぞれ有意な正の標準

偏回帰係数が認められた｡なお,標準偏回帰係数が有意 となった関連に

対応する相関係数を調べたところ,すべて5%水準で有意であった｡

艶末試験成績について 感情 と成績 との関連について検討するために,

各感情と期末試験成績との相関係数を求めた｡なお,中間試験以降の学

習勤侵づけの指標 としては,期末試験の成績そのものよ りも,中間試験

成績との関連において期末試験成績がどの程度向上 したか.あるいは低

下したかを問題 とした方が理解 しやすいと思われる｡そこで,期末試験

成績と中間試験成績の差を求め ｢伸び｣の指標 とし,各感情 との相関を

求めたoまた･同様のねらいから,中間試験成績の影響を取 り除いた.

各感情と期末試験成績との偏相関係数 も算出 した｡以上の結果をTABLE

3-11に示す｡

TABLE3-11よ り,感情 と成績 (素点)との相関が 5%水準で有意 と

なったのは,統制感 ･向上心 における正の相関のみであった｡また,お

とろきとの問には有意な傾向のある負の相関が認められた｡一方,感情
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TABLE3-1O 大学心理学学習における達成関連感情の重回帰分析結果 (N=39)
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TABLE3-11 期末試験成稗と感情の関連 (N=39)

相 関 中間試験成輯
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と成績の伸びとの相関については･統制感 ･向 ヒ心における正の相関係

臥 おどろきにおける負の相関係数が有意であった｡ また,優越感 に関

して有意な傾向のあるTF･の相関が見出された｡中間試験成節の影響を取

り除いた偏相関につ いては,統制感 ･向上心 における正の偏相関係数,

おどろきにおける負の偏相関係数が有意 となった｡

考 察

達成関連感情 について 達成関連感情 を基準変数 とした重回帰分析結

果より,中間試験成績の疑壬撃は,どの感情にも認められなかった｡ した

がって.客観的な成績 自休は.成功場面の感情喚起に影響 しないもの と

思われる｡一方 ,結果に対する主観的評価の影響については,試験結果

を予想以 ヒによかったと評価するほど,よろこび とおどろきの 2感情が

強められていた｡これは研究 4, 5を追認するものである｡以上のこと

から･達成結果の感情喚起への暴壬哲については,その客観的特質よ りも,

それが主観的にどう評価され意味づ けられるかの方が,よ り重要な要因

と言える｡また,先の仮想場面実験では扱えなかった客観的成績の影響

を含めた場合にも,結果に対する主観的評価の影響が認め られ,それが

仮想場面実験での結果 と程合的であったことは,これ らの知見の安定性

を示すものである｡

他方･原因帰属 については,おどろきに関 して運帰属 との間に,また

統制感 .向上心 に関 して直前の努力 との間に,それぞれ正の関連が認め

られた｡運帰属下でおどろきの感情喚起が強め られるという結果は,欧

米での知見や研究 3と整合的なものであ り,Weiner理論か らの予測 と

も一致する｡ また,成功 を努力に帰属 した場合に統制感 ･向上心が高 ま

るという結果 も,研究 3,5を追認するものである｡さらに,今回はサ

ンプル数がやや少ないこともあ り,有意な傾向にとどまったが,優越感
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と他者帰属との間に負の関連のある可能作が示 された｡他者帰属下にお

いて優越感が感 じられに くいという結果は,研究 3でも示されたもので

あり･外的帰属下で誇 りの感情喚起が低められるとい うWeinerfg.論の

予測とも一致 する｡

乳星試験成績 につ仁王 感情 と期末試験成綿の関連 については,統制

感･向上心 との間に有意 な正の相関が,また,おどろきとの間に有意な

傾向のある負の不日関が示 されたo動機づ けの指標 としてよ り適切であろ

うとして算出された成績の伸びと感情の相臥 中間試験 の影響を取 り除

いた偏相関に関する結果は･これをさらに明確に示 した｡

これらの結果か ら,成緋に対 し,統制感 ･向上心が促進的影響 を,お

どろきが抑制的影響を持つ と考えられよう.ただ し,これ ら2感情は認

知の貧乏轡を受 けることが明 らかとな ってお り,ここで示された2感情の

勤様づけ機能には,それが見せかけの効果である可能性 を否定で きない｡

実際･統制感 ･向上心に影響 を与えていた直前の努力 と期末試験成績の

間には有意なTEの相関 (･37･ p〈･05)が･また.おどろきに影響 を与

えていた運と期末試験成紙 との間には有意な傾向のある負の相関 (-.25,

10くp〈･05)が示 されている｡Welnerの主張する動機づけ過程 におけ

る懸橋の優位性 を検討するためには,さらに進んで,認知の影響 をも考

慮した分析が必要 となろう｡

そこで･先の中間試験成縛 の影響 を取 り除いた,感情 と期末試験成績

の偏相関をベイスに･さ らに認知 を含めた偏相関を算出することに した｡

もし･認知の彩管 を取 り除いた場合 にも感情 と成績の関連が保たれ,且

つ.感倍の影響を取 り除 いた場合には認知 と成績に関連のないことが示

されたならば,認知-感情-成績 とい う因果連鎖 を想定することがで き

よう｡
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ます,統制感 ･向上心 について,その喚起 に影響を与 えていた直前の

努力の効果を検討 したoその結果 ･直前の努力 と中間試験成績を一定に

した場合の･統制感 ･向 上心 と期末試験成績の偏相関は .36(p〈.05)

であった｡一方,統制感 ･向上心 と中間試験成績 を一定に した場合の,

直前の努力 と期末試験成績の偏相関は ･12(n･S･)となった｡このこと

から･期末試験成績 に直接費Z轡を与 えているのは感情である統制感 ･向

上心で･認知変数である直前の努力への帰属は,統制感 ･向上心 を媒介

として間接的に成績 に関わっていると考えられる｡

おどろきについて も･同様 に,その喚起に影響を与 えていた 2変数

(運帰属と結果 に対する主観的評価)の効果を検討 した｡その結果,運

と中間試験成績 を一定に した場合の･おどろきと期末試験成績の偏相関

は 一･40(p〈･05)であ り,お とろきと中間試験成績を一定に した場合の,

運と期末試験成績の偏相関は 10(n･S･)であった｡ また,結果に対す

る主紋的評価 と中間試験成梓 を一定に した場合の,おどろきと期末試験

成続の偏相関は･-･4日 pく･05)であ り･おどろきと中間試験成績 を一

定にした場合の･結果に対 する主観的評価と期末試験成績の偏相関は,.

㈹ (n･S･)であったoこのことか ら,期末試験成績に直接影響を与えて

いるのはおとろきの感情であ り,結果 に対する主観的評価や運帰属は,

おどろきを媒介 として間接的に成続 に関わっていると考 えられる｡

これらの結果から･成績 に対 して･統制感 ･向上心が促進的に関わ り,

おどろきが抑制的にはた らくこと-認知はこれ らの感情を媒介 として成

靴 間接的に関わっていることが確認された.統制感 ･向上心の促進的

彰凱 おどろきの抑制的影響 という結果は,研究 5を追記するものであ

る｡なお,仮想場面実験では扱えなかった客観的成績の影響 に関 して,

中臥 期末の両試験問には･ 69の相関があ り,個人の成績の安定性を
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うかがわせる｡にもかかわ らず･二つの感情 に関 して有意な偏相関が示

されたことか ら･認知や中間試験の成績を統制 した場合 にも,なお感情

が後続の達成成績 に対 して一定の説明力を持つことが明 らか となった0

以上の結果か ら･実際の学業達成場面においても,達成関連感情の喚

起横構及び動機づ け機能 に関 して.仮想場面実験で得た結果が,少な く

とも成功場面については･十分円現されることが明 らか となった｡ ここ

での結果は､FIG･3-3のように図示で きる｡

なお･木研究では･動機づ けの指標 として試験成韓を用いたが,感情

の動機づけ機能を問題 とするにあたっては.よ り直接的に学習行動につ

いても,合せて検討のなされることが望 まれる (速水.1990;Weiner,

1983)｡研究 5で も,後続の試験成約は,学習行動の結果 として扱 って

おり.感情-行動-成績 とい う因果連鎖を想定することの妥当性 も支持

されているo これが,実際の学業試験場面での調査研究において も再現

されるか否かを確認することは,今後に残された重要な課題である｡

また･本研究では,調査実施上の制限から.成功場面 についての検討

しか行うことがで きなかったo したが って,失敗場面においても,仮想

場面実験での結果が追認で きるか否かは不明であ り.この点は問題 とし

て残る｡ただ,実際の学業試験を課題 として用いた従来の調査研究では,

同様の訴奄実施 1-_の制限を押由に･ しか し本研究 とは逆 に失敗場面に限

定した検討にとどまることが多かったCそ して,む しろ成功場面におけ

るデータの蓄科が.残された課題 として指摘されてきた (竹綱 ら,1991

;PlaLL,1988)｡本邦の研究で言えば,相川 ら (1985),奈須 (1990

a)-竹綱ら (1991)などがそれである○そこでは,調査対象の大部分

が試験結果を失敗 と認知 していたoその意味では,本研究の結果は貴重

なものと言える｡
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なお･調査対象における成功 .失敗判断の比率が, ヒ記の諸研究 とは

逆の結果となったことの理由の一つ として,研究対象の違いを挙げるこ

とができよう0本研究が大学での試験を達成課題 としたのに対 し,上記

の諸研究では,中学 ･高校の定期試験を検討対象 としている｡中学 ･高

校での成績評価は･現在で も,相対評価的である場合が多いのではない

だろうか｡相対評価では･少なくともほぼ半数の者が自身の結果を失敬

と見なさざるを得ない｡このような特質をもつ相対評価的な被評価経敬

を重ねることによ り･試験成績についての悲観的な自己評価傾向が助長

されていると考えられなくもなかろうoこれに対 し,大学の試験及び単

位認定は･絶対評価的になされる場合が比較的多い｡実際,木研究でも,

試験成節の返却時に160点を合格ラインとする旨が口頭で伝達されてい

る｡また･大学の学習内容については,その習熟度が,直接に上級学校

進学等の手段 としての意味を持つ場合が,中学 ･高校に比べ相対的に少

ない｡したがって,学生の関心も,単位を取得できるかどうかという点

に集中し･合格ライ ンを越えてさえいればいいと考える者があっても不

思議ではないoその意味で,中学 ･高校に比べ,試験成績への要求水準

が低くなり,ひいては結果を成功 と見なすものの比率が相対的に増加す

るということも考えられる｡ただ し･これらの解釈はいずれも憶測の域

を出ないものであ り･評価システムや学習内容の特質 との関連における

詳細な検討が望 まれることは言うまでもない｡
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3-6 中学数学学習における検討 (研究 7)

問題と日的

研究6では･達成関連感情の喚起機構及び動機づけ機能に関して,研

究3-5で得た知見が,実際の学業試験場面においても.十分追認され

ることが明らかとなった｡これは.仮想場面を用いた実験結果と実際の

達成場面での調査研究の結果がかな り一貫 したものであることを示 して

いる｡したがって, しば しば危供されるように,仮想場面を用いた検討

が･実際の達成場面での現象を反映 していないとは考えにくい｡

ただし･研究 6には,いくつかの点において限界がある｡まず,調査

実施上の制限から･成功場面についての検討 しか行 うことができなかっ

たoこの点は問題 として残る｡研究 7では,これをさらに失敗場面にお

いても検討することを第 1の目的 とする｡

また･研究 6では,動機づ けの指標 として,試験成績のみ しか取 り上

げることができず-学習行動を対象 とした場合にも,達成関連感情の影

削溜 められるか否かは明らかとはなっていない○そこで研究 7では,

学習行動に関する調査を実施することにより,この点に関する検討を試

みる｡

また,研究 6でも考察 したように･大学での試験よりも,中学 ･高校

の試験の方が･生徒の課題への自我関与あるいは要求水準 といったもの

が相対的に高いと推測される｡前述のように,仮想場面実験への批判の

骨子が一課題場面への自我関与の低さであることを考えるならば,より

学習者の自我関与が高い状況での検討が望まれよう｡そこで,研究 7で

はt中学3年生の数学学習を対象 とし,研究 6と同様の調査を実施する｡

方 法

塾亙牡塵 郡内の中学 3年生 4クラス148名 (男子84名 ･女子64名)
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K2泌 乱雲 達成課題 として,中学校数学の2学期中間試験を取 り上

げた｡中間試験の成績及びそれに対する生徒の主観的評価 と原因帰属が,

そこでの感情の喚起にどのような影響を与え,それらが期末試験へ向け

での学習行凱 さらには学習行動を媒介 として期末試験の成績へ とどの

ように結びついていくのかを調査的に検討するoさらに,これによ り,

認知-感情-行動一成横 という因果連鎖を想定することの妥当性につい

て考察するO

裂塵遡旦 調査は 2学期中間試験をはさんで前後 2回にわたる｡第 1

回の調査 (以下調査 1と呼ぶ)は,中間試験の答案が生徒に返却された

10月下旬に行われた0第 2回の調査 (以下調査 2と呼ぶ)は,調査 1の

ほぼ4週間後にあたる11月下旬に実施されたO調査 2の実施斯Elは,同

時に期末試験のほぼ 1週間前にもあたる｡

調査内容 調査 1及び調査 2の各調査内容は次の通 りである｡

醒 ⊥ :以下の4つについて評定を求めた｡

①試験結果に対する成功 ･失敗判断 ‥試験の結果について成功であった

か失敗であったかの判断を求めた｡

②結果に対する主観的評価 :試験の結果について事前の予想点との関連

において評価を求めた｡評定は. ｢予想点よ りずっとよかった｣から

｢予想点よりずっとわるかった｣までの 6段階で行われた｡

③原因帰属 ‥四つの帰属因 (努九 能力 ･適性,他乱 運)について,

それが自分の試験成績にどの程度影響 したと思 うかを,｢とても影響 し

た｣から ｢まったく影響 しなかった｣までの 6段階でたずねた｡各帰属

因の具体的表現は以下の通 りである｡

努 力 :毎 日の予習 ･復習

能ブJ･適作 ‥自分の数学への向き ･不向き
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他 者 :先生の指導の熱心さ

運 ‥たまたまの運のよさ ･わるさ

⑳達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を用いた｡各

自の試験結果に対する成功 ･失敗判断に基づ き,成功感情か失敗感情の

いずれか一方の項 目群に回答するよう指示 した｡

重量旦 :学習行動の指標 として,調査実施の前週 1週間に.学校以外で

数学をどれくらい勉強 したか,そのおおよその合計時間を何時問何分 と

いう形で記入 してもらった｡なお,調査対象 となった期間は中間試験の

ほぼ3週間後,期末試験からははぽ2週間前にあたる｡

中間試験,期末試験の実際の得点は,学校側の協力で得点の一覧表を

入手することができた｡

皇塵旦 2回の調査は,数学の教科担任教師により,各 クラスごとに

集団式で実施された｡調査 1については,すべての調査内容は-つのブ

ックレットにまとめ られ,採点済の答案 とともに生徒に一人ずつ手渡 し

で配付された｡また,実施にあたっては,自分の速度で回答するように

ということと,今の自分の考えや気持ちについて正直に回答することの

2点が経費として強調された｡調査の全所要時間は,調査 1が約20分,

調査2が5分程度であった｡

結 果

いずれかの調査実施 日における欠席等で回答に不備のあった15名を除

くユ33名の内.試験結果を失敗と判断 したものが115名 と大多数を占めて

いた｡そこで,これらを失敗群とし,失敗場面についてのみ分析するこ

とにした｡

各指標の得点化手続きは,研究 6と同様である｡なお,学習行動の指

馳 しては,調香2の学習時間に関する回答を分単位に直 したものを用
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いた｡各指標の平均胤 標準偏差･各指標相互の相関係数をTABLE3-

12に示す｡

達成関連感情について 結果に対する主観的評価と原因帰属の感情へ

のむ啓を検討するため･成功時の各感情を基準変数 とし,中間試験の成

乳 結果に対する主観的評価･四つの原因帰属を説明変数 とした重回帰

分析を行った｡結実をTABLE3-13に示す｡

TABLE3~13より･重回帰分析の結果 (決定係数)は,すべての感情

について有意であったo試験成績に関 しては,無能感,罰の予感,あき

らめの3感情において負の標準偏回帰係数が有意 となった｡一方,結果

に対する主観的評価については,不愉快 .困惑,無能感,罰の予感,お

とろき･くや しさの5感情において負の標準偏回帰係数の検定結果が育

意水準に通 したoなお,これ らについては,対応する相関係数 もすべて

有意であった｡

原因帰属に関 しては,無能感,後悔,おどろき,あきらめの4感情に

ついて影響が確認された｡まず･,剛 巨感について,努力帰属 との問の負

の標準偏回帰係数及び能力 ･適性帰属 との間の正の標準偏回帰係数が育

意となったo後悔については･努力 との間の正の標準偏B]帰係数が有意

であった｡また,おどろきに関 しては,他者帰属 との間に有意な正の標

準偏回帰係数が示された｡最後に,あきらめに関 して,避帰属 との問に

有意な正の擦準偏回帰係数が認め られた○なお,これらに対応する相関

係数を調べたところ･無能感 と努力帰属 との相関 (-.01,n.S.)が有意

ではなく･また,おどろきと他者帰属 との相関 (.18,.05くpく.10)ち

有資な傾向にとどまっていた｡それ以外は,すべて5%水準で有意であ

った｡

地 二つし1_三 まず.感情 と学習行動 との関連について検討する
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TABLE3-12 中学数学学習における各指標の平均胤 標準偏差,相関係数 (N=115)

原 因 帰 属 感 情
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TABLE3-13 中学数学学習における達成関連感情の重回帰分析結果 (N=115)

標 準 偏 回 帰 係 数

中間試験 主観的評価 努力 能力 ･適性 他者
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ために･各感情 と学習行動 との相関係数 を求めた｡さらに,Welnerの

主張する認知-感情-行動 という開架連鎖を想定することの妥当性を検

討するために･学習行動 を基準変数 とし･中間試験の成横 ,結果 に対す

る主校的評価･四つの原因帰属,各感情を説明変数 とした重回帰分析を

七つの感情ごとに行 った｡以上の結果 をTABLE3-14に示す｡

TABLE3~14よ り,不愉快 ･困惑 ,後悔, くや しさ,あきらめの 4感

情について･学習行動 との相関係数が有意 となった｡この内,あきらめ

に関する結果のみが負の相関で,残 る3感情 については正の相関が示さ

れた｡重回帰分析の結果 ,感情が不愉快 ･困惑,後悔, くや しさ,あき

らめの場合に,決定係数が有意 とな った｡これ らにおいて,標準偏回帰

係数が有意であったのは,いずれ も感情 についてのみであった｡

製産罰 験成績 について まず,感情及び学習行動 と成紙 との関連につ

いて検討するために,感情及び学習行動 と期末試験成績 との相関係数及

び中間試験の影響を取 り除いた偏相関係数を求めた｡なお,研究 6と同

様に･相関係数は.期末試験の素点 と,期末試験成績か ら中間試験成績

を引いた ｢伸び｣の両方 について貸出 した｡さらに,研究 5において導

いた･感情-行動-成績 とい う因果連鎖を想定することの妥当性を検討

するために,各感情の彩響 を取 り除いた場合の学習行動 と期末試験成績

の偏相関並びに,学習行動の影響を取 り除いた場合の各感情 と期末試験

成績の偏相関を貸出 した｡感情-行動-成績 という因果連鎖が支持され

るためには.感情の影響 を取 り除いた場合にも,学習行動 と期末試験成

板の間に関連が認め られ.且つ,学習行動の影響を取 り除いた場合には,

悪情と期末試験成績の偏相関がゼ ロに近 くなる必要がある｡なお.これ

らの偏相関の算出に際 しては,一律 に中間試験成績の影響 も同時に取 り

除いた.以 ヒの結果 をTABLE3-15に示すQ
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TABLE3-14 学習行動と感情の相関及び学習行動の重回帰分析結果 (N=115)

標 準 偏 回 帰 係 数

R情磨逮相 関 中間試験 主観的評価 努力 能力 ･適性 他者

8
6
史U
0
7

.
4
0

2
0
1
4
1
3
4

4
3
6
4
6
7
2

<U
nU
0
0
0
0
0

-
l
-
l
-

-

十

十

8
0
8
5
1
9
3

1
2
1
1
2
1
2

5
1
1
3
2
4
7

0
0
0
1
0
0
0

7
5
8
1
4
1
0

1
1
1
1
1
1
0

2
0
-･1
4
1
3
3

惑囲･

感

き
さ
め

快
感
予

ろ
し
ら

愉
能
の
悔
ど
や
き

不
無
罰
後
お
く
あ

05(p(.10 'p(.05 日 p(.Ol



TABLE3-15a 期末試験成績と感情,学習行動の関係 (N=115)

相 関 中間試験成績 中間試験成績と
の彩響を取り 行動の影響を取

素点 伸び 除いた偏相関 り除いた偏相関

9

7

7

9

1

1
1

8

1

1

nU
1

2

2

1

2

_
+

6

nU
8

5

0

2

5

2

0

…
1

1

0

1
…

2

-
一

一

4

8

.A.
7

4
2

6

EU

2

2

1

1

2

2

0

2

某伸び:期末試験と中間試験の差得点 (期末-中間)

+105(p(,10 'p(.05 日 p(.Ol

TABLE3-15b 中間試験成績と感情の影響を取り除いた

学習行動と期末試験成績の偏相関 (N=115)

影響を取り 不愉快

除いた感情 ･困惑 無能感 罰の予感 後悔 おどろき くやしさ あきらめ

学 習 行 動 ･20･･24･ ･24･ .z l ･ , 2 2 ･ . 2 0 ･ .26-

◆ ･05 く p〈 10･ p く .05 ‥ p 〈 .01

- 125 -



TABLE3-15よ り･感情 と成績 との相関係数について,素点を指標 と

した場合には,無能感とあきらめに関する負の相関が有意水準に通 した0

-万･成績の伸びを指標 とした場合には,不愉快 ･困惑,後悔,おどろ

き･くや しさの 4感情について有意な正の相関が認められた｡また,中

間試験成績を一定 とした偏相関については･不愉快 ･囲悪,無能感,お

どろき,くや しさの 4感情において有意 となった｡学習行動については,

紺 ,伸びのいずれを指標 とした場合にも,成績 との間に有意な正の相

関係数が示され,中間試験成績を一定 とした偏相関の結果 も,これを追

記した｡

感情-行動-成績 という因果連鎖を想定することの妥当性を検討する

ために行われた偏相関分析の結果は･次のようになった｡まず,中間試

検成績と各感情の影響を一定 とした場合の,学習行動 と期末試験成績の

偏相関は,どの感情の場合にも5%水準で有意であった｡一方,中間試

額成績と学習行動の影響を一定とした場合の,各感情 と期末試験成績の

福相関は･無能感 とおどろきについてのみ有意 となった｡

考 察

馳 ヱ 達成関連感情を基準変数 とした重回帰分析結

果より.中間試験成績は･無能感･罰の予感,あきらめの 3感情に影響

を与えていたo結果はいずれも･試験成績がわるいほど各感情が強 く感

じられることを示 している｡一方･結果に対する主観的評価は,不愉快

･困乱 無能感.罰の予感･おどろき･くや しさの5感情に影響を与え

ていた｡いずれも,予想 との比較においてよりわるかったと評価するほ

ど･慾情喚起が強め られるというものであったoこれらの札 不愉快 ･

晩 無能感･おどろき･くや しさに関する結果は,研究 4,5を追認

するものである.
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原因帰属に関 しては,無能感,後悔,あきらめの3感情について影響

が確認された｡ ます,無能感 について,失敗を能力 ･適性 に帰属するほ

ど.強く感 じられることが明 らか となった｡ これは,研究 3,5を追認

するものである｡後悔については,努力 との間に正の関係が認め られた｡

後悔に関 しては･研究 3-5でも結果に対する主観的評価の影響 は一切

認められておらず,努プJ帰属 によってのみ規定されていたoここでの結

果はこれを追認するものである｡ と同時に,これで,さ らに後悔の感情

は,客観的成績の影響も受 けにくいことが明 らか となった｡さらに,あ

きらめに関 して･運帰属の場合に強め られるという結果が得 られた｡運

は外的で,不安定,統制不可能な要因であ り,そのような原因で失敗 し

たのであれば,不満の持 って行き場 もな く,｢しかたがない｣とあきら

めるよりほかはないのだ と解釈で きる｡

以上のことか ら,感情の喚起機構 に関する本研究の結果は,全休 とし

ては研究3-5を追認するものと言える｡被験者の年齢段階,研究方法

を異にする両研究間での結果の一致は,結果 に対 する主観的評価 と原因

帰属が感情に与える彩響の安定性 を示 している｡さらに,客観的指標で

ある試験成績 も.いくつかの感情喚起 に関わ っていることが明らか とな

った｡

呈豊丘動について 感情 と学習行動の関連については,不愉快 ･囲亀

後胤 くやしさに関 して有意な正の相関が,また,あきらめに関 して有

意な負の相関が示された.整回帰分析結果 もこれ と整合的なもので,こ

れら四つの感情についてのみ標準偏回帰係数が有意 となった｡以上の結

果は,研究4,5及び本研究のすべてにおいて一貫 して認め られるもの

であり,これ らの知 見が非常 に安定 していることを示 している｡

以Lのことか ら,学習行動 を動機づ け指標 とした場合 にも,達成関連
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感情の動積づ け機能に関 して･仮想場面実験で得た結果が,十分再現さ

れることが明 らかになった｡なお･ここでの結果は. FIG.3-4のよ

うに図示できる｡

乳∃過 度 成層 にこせ1_三 感情 と成績の相関に関する結果 から,素点を

指標とした場合には･無能感 とあきらめの抑制的影響が示唆された｡ま

た･成紙の伸びを指標 とした場合 には･不愉快 .困惑,後胤 おどろき,

(やしさの4感情の促進的影響が示唆された.伸びを指標 とした場合の

結果の方が,研究 5の結果 (TABLE3-8)とよく対応 している｡研究

5では,先行する試験成績は,実験操作によ り40点 と一律に設定されて

いた｡したが って,後続の試験成績は,必然的にその40点からの伸びを

表すものとなってお り,和解可能な結果 と言えよう｡学習行動は,素点,

伸びのいずれを指標 とした場合にも.成績 との間に正の関連 を示 した｡

感情-行動-成績 という因果連鎖 を想定することの妥当性 を検討する

ために行われた偏相関分析の結果,感情の影響を取 り除 いた場合 にも,

学習行動と期末試験成績 との問に正の関連のあることが明 らかとなった｡

一方,学習行動の影響 を取 り除いた場合の,感情 と期末試験成績の偏

相関については･成績の伸び との相関が示された4感情の内,おどろき

に関してのみ有意 とな り,残 る3感情 については有意水準 に達 しなかっ

た｡偏相関が有意 とならなかった 3感情 (不愉快 ･困惑 ,後悔, くや し

さ)については,先 に,学習行動への影響が確認されてお り,これ らの

感情は学習行動 を媒介として,間接的に成績 と関わっているもの と解釈

できるoまた,ここでの結果は,失敗場面におけるおどろきの感情が,

広場 に対 し直接的な促進的彩響を有することを示 している｡ちなみに,

粕 場面におけるおどろきの感情は,成績に対 し直接的な抑制効果を持

つことが明らか となっている (研究 5,6)｡成功 ･失敗両場面 におけ
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るおどろきの感情が,成続に対 して学習行動を媒介としない直接的影響

を持つこと, しかもその彩轡の与え方が喚起場面によって促進 (失敗場

面),抑制 (成功場面)と正反対であることは注 目に値する｡なお,早

相関では有意な傾向であった無能感 について,有意な正の偏相関係数が

示された｡ 2章で述べたように･ここでの無能感はincompetenceないし

はhumiliationに対応する感情であると考えられる｡そ して,Welner理

論からも,本研究 と同様の調査研究 (CovingLon & Omelich.1984b)

の結果からも･その成績への影響は抑制的なものであることが予測され

る｡ただし,本邦での調査研究の中には,humillationに相当する -み

じめさ''の感情が･成績に対する促進的影響を及ぼすことを報告 してい

るもの (竹綱 ら,1991)もある｡ したがって,あるいは欧米 とは違った

関連があるのかも知れない｡ここでの結果については,単相関も有意で

はなく･また･この点に関する本邦での研究の蓄積も不十分であること

から,性急な結論は下すべ きではない｡今後の研究において,特に留意

して検討のなされる必要があろう｡

以上の結果を総合すると,感情は学習行動を規定 し,基本的には学習

行動を媒介として間接的に成績に影響を与えていた. これらのことから,

研究5で導いた感情-行動-成績 という因果連鎖を想定することの妥当

性は･おおむねにおいて支持されたと考えられる｡なお,ここでの結果

は･FIG.3-5のように図示できる｡

このように,本研究の結果は.感情の動機づけ機能に関 しても,全休

としては研究 3-5を追認するものであった○被験者の年齢段階,研究

方法を異にする両研究間での結果の一致は.達成関連感情が学習行動及

U成績に与える影響の安定性を示すものである｡
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3-7 まとめ と全休的考察

本章では･Welne｢の理論枠組みを参考に,達成関連感情の喚起機構

と勤浄づけ機能について,仮想場面実験及び実際の学業試験場面での調

査による検討が行われた｡

ます･喚起機構については･結果に対する主観的評価 と原因帰属を,

達成関連感情の認知的規定因の主要な候補とし,それ らが 2章で見出 し

た12の達成関連感情に及ぼす影響を検討 した○その結果,以下の諸点が

明らかとなった｡なお･喚起機構に関する諸研究の結果は,TABLE3-

16,TA8LE3-】7のように要約できる｡

ます･結果に対する主観的評価は,一般的な正 ･負の感情 (よろこび,

不愉快 ･困惑)とおどろきの喚起に一貫 して影響を与えていた｡特に,

よろこびと不愉快 ･困惑 については,原因帰属の影響が,すべての研究

を通して一切認められなかった｡このことから,この 2感情の喚起は,

もっぱら結果に対する主観的評価によって規定されると考えられる｡な

お･この2感情は,その内容から,一般的な正 ･負の感情 と考えられた｡

Weinerは,一般的な正 ･負の感情が,結果 に対する主観的評価によっ

てのみ規定されるとしてお り,本研究の結果は,この点について全面的

にWeinerの見解を支持するものである｡

また,おどろきへの影響については,それが運などへの帰属を媒介 と

している可能性 も考慮された｡ しか し,研究 6, 7において,原因帰属

の影響を差し引いた場合にも影響が認められたことか ら,直接的効果の

存在が確認された｡

なお,本研究では･結果に対する主観的評価について,｢事前の予想

点と実際の得点 とのずれに基づく主観的な成功 ･失敗の程度判断｣と節

たに定義し,実験操作や測定法も独 自に開発 した｡これを用いた検討結

- 132-



TABLE3-16 喚起機構に関する結果の概要

結果に対する主観的評価 原 因 帰 属

研究4 研究5 研究6 研究7 研究3 研究5 研究6 研究7

ど
別
記
越

お
統
承
優

ろ
感
へ
感
面

感

き
さ
め

予

ろ
し
ら

の
悔
ど
や
き

罰
後
お
く
あ

十 十 十
十 ↑ 十

十

十 十
十

十 十
十

↓ ↓

1
一
E
一
一
I
I

一
一
一
一
一

十
十
†

十
十

運 ↑ 運 ↑
努力↑ 努力↑ 努力↑

他者↑
他者↓

能力十 能カナ

努力↑ 努力↑
他者↑

努力↓
他者↓ 他者↓ - 運 ↑

①十は･促進的影響 (5%水準で有意)を,↓は.抑制的影響 (5%水準で有意)を示す
研究6,7については･重回帰分析 (標準偏回帰係数)と相関係数の双方で有意となった ものを示 した
②-は.該当するデータのないことを表わす

-

C
C
T

I



TABLE3-17 原因帰属と達成関連感情

原因帰属 影響の与え方 成功感情 失敗感情

努 力 促 進

抑 制

能力･適性 促 進

抑 制

他 者 促 進

抑 制

運 促 進

抑 制

統制感 ･向上心 3,5,6 後悔 3,5,7
くやしさ 3

無能感 3.5,7

承認への期待 5 おどろき 5

優越感 3 あきらめ 3.5

おどろき 3.6 あきらめ 7

各感情の右側の数字は,その結果が示された研究番号を表わす
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栗は,上記のように,理論的予測とも一致するものであった｡これは,

提案した定義や操作 ･測定法の妥当性を支持するものと言える｡

糾こ,原因帰属は･一般的な正 ･負の感情 と罰の予感以外のすべての

感情に暑摺 を与えていた｡この内,能力 ･適性帰属 と無能感の関連,外

的(他者･運)帰属 とおどろきの関連は,Weiner理論の予測や,欧米

での知見と一致するものであるoまた.誇 りの感情に相当すると考えら

れた･統制感 ･向上心と優越感は･内的 (努力)帰属下で促進され,外

節(他者)帰属下で抑制されていた｡これも,Weil､er理論から予測さ

れる結果である｡一万･欧米 とは異なるものとしては,あきらめが遅帰

削こより促進され,他者帰属によ り抑制されるという結果が得られた｡

欧米では･あきらめは･撫能感 と同様に,能力 ･適性帰属によって導か

れるとされる｡また,本研究では じめて検討された後悔は,努力帰属に

よって促進されることが明らかとなったoなお,統制感 ･向上心,優越

感,後悔の3感情については,すべての研究を通 して,結果に対する主

枝的評価及び客観的成績の影響が一切認められなかった｡このことから,

これら3感情が,もっぱら原因帰属によって規定されることが明らかと

なった｡

以上のことから,Weinerら (1978,1979)が提唱 した結果依存 一帰

属依存という喚起機構による達成関連感情の分類の観点は,少な くとも,

六っの感情については有効であると考えられるoすなわち,結果に対す

る主観的評価によってのみ規定されていた,よろこび,不愉快 ･困惑,

酌の予感は･結果依存の感情の条件に適合する｡特に,よろこびと不愉

快･国書は,内容的にも一般的な正 ･負の感情を表すものであり,We上

nerの見解と一致する｡他方,原因帰属からのみ影響を受けていた統制

壊･向上心,優越感･後悔の 3感情は,帰属依存の感情 と言える｡前述
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のように,統制感 ･向上心 と優越感は･誇 りの感情の持つ 2側面を表わ

す｡Weiner(1979)は,典型的な帰属依存感情 として,誇 りに代表さ

れる自尊感情を挙げてお り･ここでの結果は,彼の見解 と整合的なもの

である｡以上のことは･TABLE3-18のようにまとめ られるO

結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作用は,一切認められなか

ったoこのことから･両者の感情への影響の与え方は,相互作用的なも

のではなく･それぞれが独立に各感情の喚起に関わることが明らかとな

った｡

糾二･動機づけ機能については,Wemerの主張する認知-感情-行

動という因果連鎖を想定することの妥当性を検討課題 とした｡そ して,

学習行動と成績の 2つの指標を用い･12の達成関連感情の動機づけ機能

を検討したCその結果･以下の諸点が明 らかとなった｡なお,感情の動

侵づけ横能に関する諸研究の結果は,TABLE3-19のように要約できる｡

まず,学習行動は･よろこび･統制感 ･向上心,不愉快 ･困惑,後悔,

くやしさの5感情から,一貫 して促進的影響を受けていた｡また,あき

らめは･学習行動を抑制 していたo認知 については,基本的には感情を

媒介として学習行動に間接的に影響を与えていた｡特に,結果に対する

主軽的評価の直接的影響は,すべての検討を通 して一切認められていな

い｡これらのことから･Weinerの主張する認知-感情-行動 という因

果連鎖を想定することの妥当性は,達成領域において も十分支持される

ことが明らかとなった｡

一方,成績に対 して,感情は,基本的には学習行動を媒介 として間接

的に影響を与えていた｡唯一の例外は,おどろきの感情に関するもので,

成削こ対し直接的に･成功場面では抑制的影響 (研究 5)を,失敗場面

では促進的影響 (研究 7)を与えている可能性が示された｡これらのこ
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TA8LE3-18 帰属依存の感情と結果依存の感情

規 定 因 成功感情 失敗感情

努力帰属 (促進) 統制感 ･向上心 後悔

他者帰属 (抑制) 優越感

結果依存 (促進) よろこび 不愉快 ･困惑

罰の予感
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TABLE3-19 感情の動機づけ機能に関する結果

学 習 行 動 成 績

研究4a研究5b 研究78 研究58研究6C研究7C

J

一
l
r

一

▲T

▲-
▲-

▲T

▲T

↑ 十 十

十 ↑ ↑

↓ ↓ ↓

I

I
I

I

J

⊥
,▲T

ー
◆
l
I

J

F

I

F

J

I

I

ー

▲T

I

l

①↑:促進的影響

↓:抑制的影響

†:学習行動を媒介とした間接的な促進的影響

∫:学習行動を媒介とした間接的な抑制的暴き響
②-は,該当するデータのないことを表わす

③a:相関係数と重回帰分析の双方において,結果が有意となったものを示した
b:相関係数において,結果が有意となったものを示した

C‥相関係数 (伸び)と中間試験の影響を取り除いた偏相関係数の
双方において,結果が有意となったものを示した

④研究6では.学習行動に関するデータを得ていない
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とから･学業達成場面における動機づ け過程について,Welnerの主張

を拡張 し,認知-感情-行動-成績 という因果連鎖を想定することが可

能であると考えられた｡

なお,本章の検討を通 して･研究方法論に関 し,次のことが明らかと

なった｡仮想場面を用いた実験に対 しては,現実の達成場面での現象を

反映していないのではないかとの批判がある (McFarland& Ross,

1982)｡ しか し･本研究においては･仮想場面実験の結果 と実際の学業

試験場面での調査研究の結果はかな り一貫 していた (TABLE3-16, 3

-19参照)｡ したが って･ しばしば危供されるように,仮想場面での検

討が,実際の達成場面での現象を反映 していないとは考えにくい｡
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第4章 達成関連感情の特徴 と構造

従来,達成関連感情に関する研究は.Weiner理論の影響の下でなさ

れたものがほとんどであった｡ したがって,Weiner理論の関心の方向,

すなわち達成関連感情の喚起機構,特に原因帰属の及ぼす影響を検討課

題とするものがその大多数を占めている｡このことは,裏返せば,喚起

榛構以外の事柄,例えば各感情の特徴や感情経験全体の構造などが,逮

成関連感情研究においては主要な関心事ではなかったことを意味する0

感情の特徴づ けに関 して,Weinerは,喚起機構上の特質に基づ く,結

果依存一帰属依存 という分類概念を提唱 してお り,その妥当性も限定つ

きながら確認された (3章 )｡ しか し.感情の特徴づ けは,喚起機構の

臥卓からのみな し得るものではない し,またそれだけで十分であるとも

言えない｡

一方,伝統的な感情理論には,Weiner理論 と同様,喚起機構を主要

な関心事とするもの (Arnold, 1960;Cannon,1932;James,1890;

Lazarus.1968;SchachLer,1964;Valins,1966など)以外に,感

情の特徴 ･構造をテーマとする理論群 (Ekman,1955;Mehrablan,19

80;Novlis,1965:Plutchik,1962.1980;Schlosberg,1954;To

mkins,1962,1963;Watson & TeHegen,1985;Woodworth & Sc

hlosberg,1954)がある｡そ して,これらが,感情経験の理解において,

喚起機構研究 と同等あるいはそれ以上の多大な貢献を してきたことは周

知の通りである｡達成関連感情研究において喚起機構がもっぱら問題 と

され,特徴や構造が検討 されてこなかったのは,それが意味がないから

ではない｡それは,Wei11er理論の強い影響下で研究が進められたとい

う.研究史上の経緯によるものと推測される｡このように考えるならば.

達成関連感情の特徴や構造を多面的に検討することは,達成関連感情の
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理解において新 たな視座 を提供する可能性を秘めているO達成関連感情

の特徴や構造の検討は,喚起機構や動機づけ機能の解明 と並ぶ重要な課

題の一つ と言えよう｡

このような問題意識か ら,木研究では,以下の四つの観点から達成関

連感情の特徴 ･構造 について検討 を行 う｡

①パーソナ リテ ィからみた特徴 :すでにその特質がよく知 られている

いくつかのパーソナ リテ ィ特性を手がか りに,各達成関連感情の特徴 を

措きだす｡さらに,相互の類似点 と相違点を検討することで,達成関連

感情の構造について考察する｡

②内包的意味か らみた特徴 と構造 ‥パーソナ リティという外的基準 と

の関連による検討 とは対照的なのが,各感情が持つ内包的意味とい う観

点からの考察であろ うC ここでは, SD法を用い, Osgoodにおける評

価,活動性,力量の 3次元 に対応 した視座から,達成関連感情の特徴 ･

構造に関する探索的検討 を行 う｡

③喚起強度か らみた特徴 :各感情は質的な種類の違いという観点から

特徴づけられると同時に,その量的な側面,すなわち喚起強度における

違いという観点か らも特徴づ けられ よう｡

◎関係構造 による検討 :各感情相互の関係性の観点か ら,達成関連感

情全体の構造 を検討する｡具体的には,研究 2で得 られた評定データを

もとにクラスター分析を行い,達成関連感情の関係構造 について,これ

を階層的に表現することを試みる｡
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4-1 パーソナ リティか らみた達成関連感情の特徴･

本節では･パーソナ リテ ィ特性 と12の達成関連感情 との関連を検討 し

た三つの研究を報告 する｡

まず,パー ソナ リティ特性 との関連 において達成関連感情を特徴づ け

ていくことの可能性 を探 るべ く,全般的で多面的,包括的なパーソナ リ

ティ尺度 (YG性格検査)を用い,達成関連感情 との関係 を探索的に検

討した (研究 8)｡

これに引続 いて,研究 9,10では.よ り達成 に関連の深い三つのパー

ソナリティ特性 との関係 を調査 した｡具体的には,研究 9において達成

軌機との関連 を,研究10において達成にまつわる自己認知 として Locus

ofcontrol及 びself-esteemとの関連 を検討 した｡

4-1- 1 YG性格検査 におけるパーソナ リテ ィ特性からみた特徴

(研究 8)

目 的

パーソナ リテ ィ特性 との関連において達成関連感情相互の類似点や相

違点を検討 し,各達成関連感情を特徴づ けてい くことがで きるか,その

可能性を探る｡そのために,まず,全般的で多面的,包括的なパーソナ

リティ尺度を用い,達成関連感情 との関係を探索的に検討する｡

●本節の一部は, …奈須正裕 1993 パーソナ リテ ィからみた達成関

連感情の特徴 神奈川大学心理 ･教育論集,ll,14-28."の中で報告

した｡

ー 142-



方 法

詞を対象 専門学校 1年生64名

乳量凸層 以下の二つについて,調査を実施 した｡

①達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を用いた｡

②パーソナ リティ 全般的で多面的,包括的なパーソナ リティ特性の

測定のために,YG性格検査をmいた｡

皇塵旦 調査は,すべての調査内容を一つのブ ックレットの形に整え

て馴寸し,集団式,無記名で実施された｡実施場所は専門学校の講義室｡

所用時間は約30分であった｡

結果と考察

達成関連感情 とパーソナ リテ ィとの関連を検討するため,12の達成関

連感情とYG性柏検査の12の下位尺度間の相関係数を算出 した｡結果を

TABLE411に示す｡

TABLE4- 1よ り,感情ごとに結果を見ていくO

まず･よろこびについては,S因子 (社会的外向)との問に有意な正

の相関が示された｡よろこびは.五つの成功感情の中で最 も喚起強度が

高い感情であると予測される｡よろこびは,成功 したことを素直に肯定

し,成功によってもたらされた強い快な状態の発露 としての特質を持つ

と考えられる｡ したがって,感情がなんらかの言語的 ･身体的行動によ

って外的に表現され,他者に伝達される可能性 も高いと推測される｡そ

のようなス トレー トで強い感情の喚起傾向と,社交的で派手好きなパー

ソナリティ特性の間に関連があることは納得のいくところであろう｡

次に成功時のおどろきについては,D因子 (抑留性),C因子 (回帰

性傾向) I因子 (劣等感).0田子 (客観的でないこと)との間に有

貴な正の相関が,またG因子 (一般的活動性)及びA因子 (支配性)と
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TABLE4-1 YG性格検査の性格特性と達成関連感情 (N=64)
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の間に有意な負の相関が示されたo成功 した場合にそれを ｢意外だ｣と

感じ･おどろきの感情を抱 く傾向は,失敗することを常に予測 し,また

無意識に期待 していることを暗示 しているoそ して,その背後には,自

己の過小評価や悲観的態度,積極性がな く追従的な傾向などが存在する

と考えられる｡D因子, Ⅰ因子との間に認め られた正の相臥 G因子,

A因子との問に示された負の相関は,この理解に対応する｡また,成功

に対しておどろきを感 じるということは,せっか くの成功を例外的,偶

発的な出来市として処理することを伴 う○そ してそれは,成功という事

実をきっかけに自己を肯定 し,成功への期待を向上させ,課題に積極的

に関わっていくといった現実的で適応的な対応の可能性を閉ざ して しま

いかねない｡0因子 との間の正の相関はこのことを示唆 している｡なお,

気分の著 しい変化やおどろきゃすさを表すC因子 との関連は当然のもの

であり,裏返せば,本尺度の妥当性を示唆する結果でもある｡

統制感 ･向上心 と承認への期待に関 しては,いずれもCo因子 (協調

的でないこと)との間に負の相関が示された｡Co因子の得点が低い,

すなわち不満感がな く開放的で現状肯定的な傾向と,｢がんばったかい

があった｣と自己を肯定 し,｢やればできるんだなあ｣｢今度もがんば

ろう｣と車態 を発展的に見ることの間に関連のあることは,十分理解で

きる｡一方,承認への期待は,先生や親 といった他者 との良好な人間関

係が基盤となっては じめて喚起される感情と思われる｡それゆえ,協調

的で開放的な人間関係や対人信頼感の高さを表す低 Co因子傾向との間

に関連が示されたのであろ う｡

岐功感情の内,残る優越感に関 しては.特に有意な相関は見出されな

かった｡

失敗感情については,7感情中,不愉快 ･困惑,無能感,罰の意識,
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おどろき･くや しさの5感情 に関 して, Ⅰ因子 (劣等感 )との問に正の

相関が認められたのが･まず特徴的であるo このことか ら,失敗時に喚

起される感情の基調が,劣等意識や 自信の喪失であることが うかがえよ

う｡

l因子以外 との関連では･まず無能感 について,D因子 (抑留性 )と

の間に有意な正の相関が･またS因子 (社会的外向)との間に負の相関

が示されたo無気力で悲観的なパーソナ リテ ィ特性を有する人は,｢が

んばってもだめなんだ｣ とい う無能感の感情 を抱 きやすいのであろ う0

また･無能感 は,失敗に際 してその不満を外的に発散するのではな く,

自己を卑下 し否定する方向で,自己の内側に向かって発せ られる感情 と

考えられる｡ S因子 との間の負の相関は,撫能感のこの内向的特質を示

すものと解釈で きる｡

罰の予感について も,無能感 と同 じくD因子 (抑留性 )との間に有意

な正の相関が認め られた｡失敗に際 して ｢先生 (撹)におこられる｣な

どと罰を予感することは,当然憂彰なことであると推測される｡ また罰

の予感には ｢先生 (親)に申 し訳ない｣ とい う罪悪感ない しはうしろめ

たさの感情が含 まれてお り.D因子 との相関には,この側面が寄与 して

いるのかもしれない｡

後悔に関 しては,Co因子 (協調的でないこと)との間の負の相関が

有意となった｡低 いCo園子得点が示す開放的で現状肯定的な傾向 と,

失敗に対 して も ｢がんばれば もっとやれたのに｣ と自己を肯定 し,｢が

んばらなければ｣｢今度 はがんばろ う｣ と将来へ向かって前向きな姿勢

をとる傾向に関連のあることは理解で きる｡後悔は,自己の努力への信

軌 状況への倍極的な態度などの点で,成功場面 における統制感 ･向上

心と対をなす感情 と思われる (3章 )｡ここでの結果は,パーソナ リテ

- 146-



ィ特性との関連においても,両者に共通性があることを示 している｡

失敗時のおどろきとC因子 (回帰性傾向)との間の有意な正の相関は,

気分の著 しい変化やおどろきゃすさを表すというC因子の定義からして

当然の知見と言える｡この関係は,成功時のおどろきについて見出され

たのと同様のものである｡ちなみに,12の達成関連感情の中で,C因子

との間に有意な相関が示されたのはこの二つのみであった｡このことか

ら,成功 ･失敗という場面には独立に,おどろきの感情の喚起傾向と回

帰性傾向との間に一貫 した関連のあることが明 らかになった｡

なお･あきらめについては,12の特性のいずれとの間の相関も有意水

準には達 しなかったO

以上の結果から･まず成功時のおどろきは,抑留傾向や劣等感の強さ,

客観性･現実性,活動性のなさといった,不適応的なパーソナリティ傾

向との関連を示す.非常に特徴的な感情であることが明らかとなった｡

3章でも.成功場面におけるおどろきの感情には,動機づけを抑制する

はたらきのあることが示されている (研究 6)｡ここでの結果は,これ

と整合的に理解 し得るものと言える｡一方,失敗時のおどろきに関 して

は･劣等感との関連 こそ認め られたものの,他の不適応的傾向との間に

はなんら明確な関連を見出 し得なかった｡ちなみに,劣等感は,五つの

失敗感情と関連を持つ,いわば失敗感情全休の基調を指 し示す特性であ

る｡失敗時のおどろきと劣等感 との相関をこの点に帰着させて考えるな

らば,両場面におけるおどろきの対比はかな り明確なものなる｡その一

方で,あくまでもおどろきの感情であることの共通性を主張するように,

回椋性傾向との関連は双方 ともに示された｡これらの結果は,おどろき

の感情としての基本的色彩の存在 を示唆すると同時に, 喚起される場面

によって,大 きくその意味合いを異にすることを示すものと解釈できる｡
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従来の研究では･おどろきは成功 ･失敗両場面を通 じて,外的帰属に導

かれて喚起されるという点のみが問題 とされ,む しろその共通性が強調

されてきた (Weineretal,1978)○これに対 し,木研究の結果から

は,二つのおどろきの感情について･一定の共通性の存在 とともに,異

なる特徴を有する･ある意味でまったく別の感情 として検討する必要の

あることが示された｡

次に･七つの失敗感情の内･五つの感情までが Ⅰ因子 (劣等感)との

間に比較的はっきりした関連 (･28- ･44の相関)を示 したことから.

失敗時に喚起される感情の基調が劣等意識や自信の喪失であると考えら

れた｡

また･努力帰属 との関係 (研究 3, 5- 7)や,動機づけへの促進的

影響 (研究4- 7)などの共通性が示されている統制感 ･向上心 と後悔

の2感情について,ともにCo因子 (協調的でないこと)との間に負の

関連のあることが明 らかとなった｡不満感がなく開放的で現状肯定的な

/ト ソナリティ傾向 と,統制感 ･向上心及び後悔の感情の喚起傾向とが

関係しているというのである｡喚起機構や動機づけ機能において共通な

特質を有 し･対をなすと推測された2感情が,パーソナ リティ特性 との

関係においても共通の特徴,それも適応的と思われる傾性 との関連を示

したことは非常に興味深い｡

以上見てきたように･パーソナ リティとの関係性の視点から達成関連

感情を特徴づけ.整理 していくことは.達成関連感情の理解をよ り豊か

に･そして立体的にしていくのに有益な一手段であると考えられる｡そ

こで研究 9,10では,よ り達成に関連の深いパーソナ リティ特性 との関

係を検討 し,さらに鮮明に各達成関連感情の特徴を浮び上がらせること

を試みる｡具体的には,研究 9において達成動機 との関連を,研究10に
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おいて達成にまつわる自己認知との関連を検討する｡

4-ユー 2 達成動機からみた特徴 (研究 9)

目 的

達成関連感情 と達成動機 との関係を探索的に検討する｡一般に,達成

動倭の高い者ほど,成功 ･失敗に際 して,感情がより強 く喚起される傾

向のあることが予測される｡ しか し,従来の研究では,感情の異休的内

乱 その詳細な部分については,ほとんど検討されてこなかった.そこ

で,ここでは,12の達成関連感情のいずれが達成動機 と連動するのか,

また達成動機 とは関連のない感情はないのか,あるいは達成動機 と負の

関係にあるものはないのかといったことを検討課題 とする｡そして,そ

こから各達成関連感情の特質について考察を試みる｡

方 法

調査対象 大学 2, 3年生64名

調査内容 以下の二つについて,調査を実施 した｡

①達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を円いた｡

②達成動機 堀野 ･森 (1991)が作成 した達成動機尺度を用いた｡24

項目7段階評定の尺度で,自己充実的達成動機 と競争的達成動機 という

二つの側面から達成動機を測定する｡

達成動機研究は,Murray(1938)が心因性欲求の リス トの中に達成

欲求を位置づけたことに端を発する｡Murrayのリス トにおける "達成"

の意味は. "むずか しいことを成 し遂げること｡自然物 ･人間 ･思想に

柄通し,それらを処理 し,組織化すること｡これをできるだけ速やかに,

できるだけ独力でやること｡障害を克服 し,高い標準に連すること｡自

己を超克すること｡他人 と競争 し他人をしの ぐこと｡才能をうまく使っ
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て自尊心 を高めること" と･かな り多面臥 複合的な ものであった｡堀

野 (1987)･堀野 ･森 (1991)は,達成動機概念 の理論的 ･実証的再検

討を試みた｡その結果･達成動機の主要な 2側面 を,自己充実的達成動

傍と競争的達成動機 と名づ け･これ を測定する尺度 を開発 した｡ 自己充

実的達成動機 とは, …他者 ･社会の評価 には とらわれず,自分な りの達

成基準への到達 をめざす達成動機"である｡他方 .競争的達成動機は

"他者を しのぎ･他者に勝つ ことで社会 から評価されることをめざす達

成動機"と定義 される｡ なお,堀野 (1987)によると,達成動機 とい う

構成概念はそ もそ もは多面的 なものであるが.これ までの研究史上 には,

授争的側面へ の過度 な偏重が .支配的な傾向 と して存在するoそ して,

従来の諸研究 において達成動機 と呼ばれたものの多 くが,実際には競争

的達成動機を取 り扱 って いたのではないかと指摘 している｡

皇塵旦 調査 は,すべての調査 内容 を一つのブ ックレッ トの形 に整 え

て配付し,集団式 ,無記名で実施 された｡実施場所は大学の講義室｡所

用時間は約20分 であ った｡

結果と考察

達成動機尺度 につ いて ,下位尺度 ごとに対応 する項 目の得点 を合計 し

項目数で除 した値 を求め ,各尺度得点 と し,それをもとに達成関連感情

との相関係数 を算 出 した｡12の達成関連感情 と達成動機尺度の二つの下

位尺度間の相関係数 をTABLE4- 2に示す｡

TABLE4- 2よ り,まず成功感情 に関 しては,よろこび と優越感 の 2

感情と競争的達成動機 との間 に,有意 な正の相関が示 された｡また,承

認への期待と自己充実的達成動機 との間 に有意 な負の相関が示された0

よろこびの感情 は,研究 8で も述べたように,成功 によって もた らさ

れた削 ､快な状態のス トレー トな発露 としての特質 を持つ ,相対的 に単
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TABLE4-2 達成動機と達成関連感情 (N:64)

自己充実的 競争的

達成動機 達成動機

成功場面

よろこび

おどろき

統制感 ･向上心

承認への期待

優越感

窒塵易塵

不愉快 ･困惑

無能感

罰の予感

後悔

おどろき

くやしさ

あきらめ

2

0

･1

2

0

-

】

6

8

5

7

nU
0

l‖∪

2

0

nU

d
r

O
3

2

-

-

5

6

3

8

3

9

4

2

1

3

1

3

3

0

※堀野 ･森 (1991)によると.各尺度の信頼性は,

Spearman-Brownの折半法による信頼性係数で

自己充実的達成動機 :.87

競争的達成軌機 .91

p く.05 t●p く.01
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純で喚起強度の高い感情 と考えられるo自分が独 自に形成 した目標 と格

闘して･それを成 し遂げた場合もさることながら,競争する相手の動 き

いかんでどうなるのか見当がつかないという状況を経て成功を勝ち取っ

た場合の方が･緊張状態からの開放による強い快状態が導かれやすいの

ではないだろうか｡

また,研究 2でも述べたように,優越感は,誇 りの感情の札 その競

争的な側面に対応するものであると予測された｡ここでの結果は,この

予測を支持するものである｡ と同時に,従来指摘されてきた達成動機 と

誇りとの関係が･達成の中でも特にその競争的な側面により深く関わる

ものであったことを示唆するものと言える○このことは,ひるがえって,

従来の達成動機概念ひいては達成動機研究が,ややもすればその競争的

側面に偏 りがちであったとする堀野 (1987)の見解 と一致する｡なお,

誇りの自己充実的側面を示すと解釈された統制感 ･向上心については.

自己充実的達成動機 との関連が予測されたが,ここでは明瞭な関連は見

出せなかった｡

承認への期待 と競争的達成動機の間に認め られた負の関連は.達成動

機と感情の関係が,必ず しも正の関係ばか りではないことを示すものと

して興味深い｡このように,感情の種類や達成動機の側面によって,逆

転することもあ り得るのであるo他者の評価にとらわれず,自分な りの

達成基準への到達をめざす動機の高い者が,成功時に ｢先生 (撹)には

められる｣という承認への期待の気持ちを感 じにくいというのは,十分

あり得ることであろう｡

~方･失敗感情に関 しては,自己充実的達成動機について,不愉快 ･

困悪･後胤 くや しさの3感情との間の正の相関が有意水準に達 した｡

この内.不愉快 ･困惑とくや しさについては競争的達成動機 との間にも
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有意な正の相関が示されている｡ したがって,達成の基準が自分独 自の

ものであろうと他者 との相対的関係であろうと,達成することを希求す

る傾向の高い者であれば,失敗を ｢情けない｣｢ショック｣なことと感

じ,｢がっか り｣ したり ｢くや しい｣気持ちを抱いた りLやすいのだと

考えられる｡

これと対照的に,後悔の感情は,自己充実的達成動機 との間において

のみ関連が示された｡そ して.この .47という値は,今回得られた相関

除数の中で最 も高いo自分の内的基準に照 して結果の成否を判断する場

合には,失敗 しても他人の思いがけない優越などの所為にできず,自己

の怠慢や不十分さが露呈 して しまい,そのことを直視せざるを得ないの

であろう｡また,後悔という感情の持つ内省的特質は,自己充実的達成

動機に含まれるであろう,厳 しく自己を見つめる傾向性 と通底するもの

と推測される｡

後悔とは逆に,競争的達成動機 との間にのみ有意な相関が認めれらた

失敗感情は,罰の予感とおどろきのこつである｡

失敗に際 して,それを ｢信 じられない｣ことと感 じ,おどろくのは,

成功 ･失敗の評価が外的な何者かによってなされる場合,あるいは他人

の動きによって成功 ･失敗が左右されて しまうため,あらか じめの予測

があてにならない場合に典型的なことと思われる｡競争的達成動機の高

い人は,そのような状況で成功することに関心があるのであ り,両者に

関連のあることは納得のいくところであろう｡おどろきのこのような特

別ま.先に述べた後悔の感情 と対照的である｡なお,同 じおどろきの感

情でも,成功時のおどろきについては,達成動機の 2側面 との間に特に

明確な関連は見出されなかった｡研究 8で明 らかになったように,成功

時のおどろきは.抑留傾向や劣等感の強さ,客観性,現実性,活動性の

- 153-



なさといった･不適応的な特性と関連する感情である｡ したがって,そ

れが自己充実的であれ,競争的であれ,およそ達成への積極さとは無閥

族なものと推測される｡成功時のおどろきは,その特質において,む し

ろ失敗時の無能感やあきらめに近いと考えられよう｡この解釈を裏づけ

るように,無能感 とあきらめに関 しても,達成動機の2側面 との関連は

見出されていない｡

罰の予感に関 しては,競争的達成動機 との間の正の相関係数が有意水

引二速 した.社会から評価されfi賛されることこそを達成の意味 と見な

し,それを希求する傾向の強い人ほど,失敗に対 し ｢先生 (撹)におこ

られる｣と感 じ,うしろめたさ (｢先生 (級)に申し訳ない｣)を感 じ

る傾向が強いという結果である｡罰の予感は,承認への期待 と対をなす

感情と考えられるが,ここで見出された,承認への期待 と自己充実的達

成動機との負の関連,罰の予感 と競争的達成動機 との正の関連というパ

タンは,達成動機の2側面 との関連において.この2感情が類似の特質

を持つことを示 している｡

以上,自己充実的 と競争的 という達成動機の 2側面の視点から,達成

関連感情の特質について検討を加えてきた｡堀野 (1987)は,従来の達

成動機概念は,実際には主に競争的達成動機を意味するという｡だとす

れば.よろこび,優越感,不愉快 ･困惑,罰の予感,おどろき,くや し

さの6感情に示された正の有意相関は,達成動機が基本的には感情喚起

と正の関係にあるという一般的見解を支持する結果 と言える｡ しか し,

同時に,達成動機をその本来の意味に沿って多面的にとらえ,感情につ

いても.実像のない一般的なものを想定するのではな く,個別に見てい

く時.様子は若干違 って くる｡異体的な感情の種類や達成動機のどの側

面を問題 とするかによって,両者の間にはかな り複雑な関係があるので
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ある｡特に.成功に際 して他者からの承認を期待する感情が,自己充実

的な達成動機 と負の関係を示 したことや,後続の達成行動を促す不愉快

･困惑,後悔, くや しさ (研究 4･ 5, 7)と自己充実的達成動機 との

間に正の関係が示されたことは注目に値する｡

4-1-3 LocusofconLrol及びself-esteemからみた特徴 (研究12)

目 的

達成にまつわる自己認知 と達成関連感情の関連を探索的に検討する｡

達成動傍づけへの認知理論的アプローチ,さらにはそこで取 り上げられ

る認知変数は･表面的には多種多様である｡ しか し,多 くの認知的動機

づけ理論が,その理論構築上の一般構造 としては期待 ×価値モデルを採

用しているoそ して･多種多様な認知変数のほとんどは,期待に関する

ものと価値に関するものに大別 して整理 し解釈することが可能である

(鎌原 ･山地 ･奈須 ･村上 ･鹿毛,1987;奈須,1990b)｡そこで,こ

こでは･期待及び価値に関する変数を特性的に扱ったものの内,最 も代

表的と考えられる2変数 を取 り上げ,達成関連感情との関連を検討する｡

具体的には,期待に関 して,Rotter(1966)が提唱 したL｡｡us.fcon

Lrol(以下,LOCと略記する)を,価値に関 してself-esteem(以下,

SEと略記する)を考察対象 とした｡

方 法

乳量丑塵 大学 2年生70名

乳量_且査 以下の三つについて,調査を実施 した｡

①達成関連感情 研究 2で作成 した達成関連感情測定尺度を用いた｡

②LOC 鎌原 ･樋口 ･清水 (1982)が作成 したLOC尺度を用いた｡

)8項目からなる4段階評定の尺度である｡
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③SE SEの測定には 2種類の尺度を用いた｡ Rosenberg(1965)

作成,星野 (1970)邦訳の川項目4段階評定の尺度 (以下,SEI尺度

と略記する)と,JanlS & Field(1959)作成,遠藤 ･安藤 ･冷川 ･

井上 日974)邦訳の23項 目5段階評定の尺度 (以下,SEⅢ尺度 と略記

する)である｡

皇統i 調査は.すべての調査内再を一つのブ ックレットの形に整え

て配付し･集団式,無記名で実施された｡実施場所は大学の講義室｡所

用時間は約30分であった｡

結果と考察

LOC尺度 と二つのSE尺度について,それぞれ全項 目の得点を合計

し項目数で除 した値を求め,各尺度得点 とし,それをもとに相関係数を

算出した｡12の達成関連感情 とL0C尺度及び二つの SE尺度間の相関

係数をTABLE4-3に示す｡

TABLE4-3よ り,まず L0Cについては,統制感 ･向上心と後悔の

2感情との問の正の相関及び,撫能感 とあきらめの2感情 との間の負の

相関が有意水準に達 した｡

努力を肯定 し,結果をさらによくしていくために積極的な行動を採ろ

うとする統制感 ･向上心 ,努力不足 と失敗とを関連づけ,今後の積極的

行動によって事態を改善 していこうとする後悔 と,LOCとの間に正の

関旅が認められたことは,十分に理解できる｡この 2感情については,

努力帰属との正の関係が報告されてお り (研究 3,5- 7),LOC概

念の持つ帰属的側面から考えても,ここでの結果は従来の知見と整合的

なものである｡む しろ,この 2感情は,達成場面におけるLOC概念,

すなわち ｢自身の行動による達成結果の統制可能性の期待｣に伴 う感情

的要素を.具休的で 日常的な感情表現の レベルで とらえたものと意味づ
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TABLE4-3 LOC,SEと達成関連感情 (N=70)

LOC SEI SEE

成辺象面

よろこび

おどろき

統制感 ･向上心

承認への期待

優越感

失敗場面

不愉快 ･困惑

無能感

罰の予感

後悔

おどろき

くやしさ

あきらめ

0

0

3

4

9

6

7

0

3

1
･
4
.
1

1

2

-

]

0

1

0

1

nU

一

】

一

2

2

d
7

2

5

6

4

2

5

2

0

1

nU

1

※各尺度の信頼性は,

LOC:cz=.87(鎌原 ･樋口 ･清水,1982)

SEI:α=.86 SEⅢ:α=.90

(原著に信頼性係数の記載がないので,

本研究データから算出した)

'p(.05 日 p(.Ol
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けることができるかもしれない｡ このような感情的要素は,通常 "有能

感〝と称せられることが多いが･その詳細な分析や検討は,少な くとも

休系的には十分に行われていないoここでの結果は,統制感 ･向上心 と

後悔の2感情が,有能感の中心的部分をなすものであ り,成功 ･失敗の

各場面において喚起 される具休的な感情内容をよく表 しているのではな

いかとの可能性を示唆 している｡

一方,無能感 との間に示された負の関係は,外的統制臥 すなわち自

身の行動 と結果が随伴 しないと感 じている人ほど,失敗に際 して劣等感

や抑彰的な感情の喚起が強いことを示 している｡これは,Seligman(1

975)の学習性無力感理論 (learnedhelplessnesstheory)からも予測

されるところである｡井無能感が,期待変数との関連において,文字通 り,

上記の有能感 と対極の位置にある感情であることを示 している｡

あきらめについては,自分の努力や行動によって結果が好転するとは

考えない外的統制型において,どんな結果になってもそれは ｢しかたが

ない｣ことであ り,｢こんなものだろう｣と思わざるを得ないのだと解

釈できよう｡さらに,たとえ不満を感 じたところで自分にはなすすべが

ないのだから ｢まあいいや｣と不本意ながらも納得 した方が,その場に

おいては適応的だとも言える｡

一方, sEについては,まず無能感 との間の負の相関が二つの尺度 と

も有意水準に達 したoさらに,SEIと成功時のおどろきとの間,SE

uと罰の予感 との間に有意な負の相関が認められた｡

SEと無能感 との間に示された負の関係は,SEが ｢自己の価値に対

する知覚｣ (遠藤 ら,1974)を表す構成概念であることから当然予測さ

れるところと言える○性格特性の レベルにおいて,自己の価値に懐疑的

で･常に満足感の低い人は.失敗 という具体的場面に直面 した際にも
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｢自分はなんてだめなやつなんだ｣と感 じ ｢劣等感｣を抱きやすいので

あろうC無能感については,上述のようにLOCとの間にも負の関係が

確認されている｡これで･この感情が,期待 と価値の両側面において.

自己の現在のあ り方に対する否定的信念 と関連を持つことが明らかとな

った｡

成功時のおどろきは･研究 8で示されたように,多 くの不適応的なパ

ーソナリティ特性 と関連 を持つ,成功感情の中では異色の存在と言える｡

成功を意外なことと感 じおどろくことの背景には,成功することが自身

にとって普通のことではな く,期待もしていないという状態が暗示され

ている｡一方,SEは成功 ･失敗経験の関数 (James,1890)であ り,

自己の要求する水準に到達できるかどうかという自信を表す｡失敗を多

く経験し･自身の要求することはどうせ実現されないという認知を持っ

ている低SEの人は,達成場面においても失敗を予刺 しやすく,したが

って成功時にはおどろきの感情を感 じやすいのであろう｡

罰の予感との間に認め られた負の関係については,Coopersmith(19

67)の次のような見解をもとにして解釈できそうである｡C｡｡persmith

によると･SEの高さは,個人が彼の人生において重要な他者から受 け

取っている尊敬,受容,関心を寄せ られた取 り扱いの塁に景Z響を受ける｡

つまり･人は他者から価値づ けられているように自分 自身を価値づ ける

のである｡だとすれば, SEの低い人は重要な他者から否定的な取 り扱

いを受けた経験が多い,あるいはそう認知 しているということになる｡

達成場面で考えた場合.重要な他者からの否定的な取 り扱いの最 も典型

的なものが嗣せ られることであろう｡つまり低 SEの人は,罰せられた

経験が多い,あるいはそ う認知 している度合いが強い人であ り, したが

って失敗に際 しても罰を予感 Lやすいのだという解釈が成 り立つのであ
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る｡

以上,LOC及び SEとの関係性の視点から,達成関連感情の特質に

ついて検討を行 ってきたoLOCについては,統制感 ･向上心及び後悔

との間に正の関係が･また無能感及びあきらめ との間に負の関係が示さ

れた｡この結果から,有能感を成功 ･失敗の各場面において具体的に喚

起される感情の レベルで考えた場合,その中核をなすのが,統制感 ･向

上心と後悔であ り,逆に極端に有能感が低い状態における具体的感情内

容を表すのが,無能感 とあきらめではないかと考えることができる｡従

来の有能感概念では,成功 ･失敗 という場面を考慮 した考察はあまりな

されておらず,特に失敗場面 における有能感の発現については一切扱わ

れてこなかった｡後悔の感情については.達成行動を促進する機能を持

つことが見出されてお り (研究4,5,7),LOC概念や有能感概念

との関連において,この感情の特質やはたらきに注目することは重要な

ことと考えられる｡

なお.無能感 とあきらめについて,欧米の諸研究では,能力 ･適性帰

属との関連,後続行動への抑制 ･妨害的関わ りといった共通性にのみ焦

点があてられ, しば しば類似の感情 として扱われてきたきらいがある｡

ところが.3章での検討からも明 らかなように,このような類似性は本

研究では認められておらず,む しろその違いの方が印象的な結果 となっ

た｡ここでも,LOCとの関係においてはその類似性が確認されたが,

SEとの相関は無能感についてのみ見出された｡ちなみに,研究 8でも,

無能感は.抑駿性や劣等感,社会的内向性などとの間に関連のあること

が示されたが,あきらめについては.これらの性格特性 との関連は一切

認められなかった｡ただ,本節の三つの研究を通 じて,あきらめの感情

にっいては,L0Cとの負の関係のみ しか明らかとならなかったので,
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今回の資料だけでは･パーソナ リテ ィとの関連か らその特徴を鮮明に描

きだすことはできない｡ しか し,3竜の結果 も含めて考えるならば,少

なくとも欧米でなされて きたように,無能感 とともに一括 して処理され

ることには疑問を拝む余地があると言えよう｡そ して,無能感 との対比

で見た場合,あきらめは,自分の努力で事態 を改善することができない

と思っているにもかかわ らず , 抑常的な感 じを持ち,自己を卑下 し,自

己の価値を低 く見積 もるといった諸傾向を伴わない感情 を考えられる｡

したがって･あきらめには,ある意味で楽観的な,あるいは状況への自

我関与が低いという特質のあることが推測される｡

4-1-4 まとめ と全体的考察

本節では,達成関連感情の特徴 ･柄道の解明に関する初期段階の作業

として,すでにその特質がよく知 られているい くつかのパーソナ リティ

特性との関連 において,各達成関連感情の特徴の検討を試みた｡

その結果,まず原因帰属 を中心 とする従来の喚起機構研究において,

l その共通性が主張されて きた成功 ･失敗両場面 におけるおどろきに関 し

て･相互にかな り性格を異 にすることが明らかとなった｡特に,成功時

のおどろきについては,抑留性や劣等感 ,現実性のなさなどとの関連が

見出され.成功感情中,異色な存在であることが明 らかとなった｡やや

もすれば喚起横情の解明にのみ偏 りすぎた,従来の達成関連感情研究の

動向への反省 をせ ま り,同時に特徴 ･構造を検討することの意義 を示す

知見と言えよう｡ また,従来 ,その類似性が論 じられ,一括 して取 り扱

われることの多かった無能感 とあきらめに関 して も,3章 に引続 き,相

互にかな り性格の異 なる感情であることが示唆された｡

その一方で.成功か失敗か という場面 を越 えて,同様の特質を有する
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感情のあることも確認されたo成功場面の統制感 ･向上心 と失敗場面の

後悔がその最 も典型的な存在で,ともにCo因子との負の関係,LOC

との正の関係が示された｡不満感がな く開放的で現状肯定的であ り,自

身の努力で弔態 を改善 していけるとの信念を有 している者ほど,成功時

には統制感 ･向上心を･失敗時には後悔の感情を感 じやすいという結果

である｡この 2感情の類似性は,3章における,喚起機構や動機づ け機

能に関する知見からも予想されたoさらに,パーソナ リティとの関連に

おいても共通点のあることが確認されたことによって,いっそう明確に

なったと考えられる｡

以上のことから,達成関連感情について考察するにあたっては.おど

ろきの場合のように,それが表面的に同 じ表現の感情であるかどうかや,

統制感 ･向上心 と後悔のように,喚起場面が成功か失敗かという分類は,

必ずしも絶対的な意味合いを持たないことが明 らかとなった｡

また･従来よ り指摘されてきた達成動機と感情 との関連については,

おおむねにおいて支持された｡と同時に,具休的な感情の種類や問題 と

する達成動機の側面によって,両者の間には複雑な関係のあることが示

された｡

4-2 内包的意味からみた達成関連感情の特徴 と構造 (研究11)

問題と目的

対象の持つ内包的意味.わけても情緒的意味の検討に際 して,心理学

ではしばしばOsgood,Suci& Tannetlbaum(1957)が開発 したSD

法が開いられてきた｡オ リジナルのSD法では,いかなる対象の内包的

意味の抽出においても,評価 (E),活動性 (A),力量 (p)の 3次

元が必要かつ十分な次元 とされる｡一方,感情の構造に関する諸研究に
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おいても,その表現こそそれぞれ微妙に異なるものの,基本的には三つ

の次元の存在が示されてきている (Abelson & Sermat,1962;Bush,

J973;Engen･ Levy & Schlosberg'1957,1958;Mehrabian,1980

;Russell& Mehrabian･1977;Schlosberg,1954)｡そこでは,

諸感情の顔面への表出あるいは代表的な感情表現語の異同が分析された｡

その結果.快 一不快･賦活水準 (緊張 一睡眠,覚醒 一無覚軽),注 目一

拒否 (支配一服従)の3次元によって,感情の構造を記述 し,また各感

情を特徴づけることができるとの結論が導かれている｡そ して,この快

一不快,賦活水準 (緊張 -睡眠,覚醒 -無覚醒),注目-拒否 (支配 一

服従)という3次元は,それぞれ,SD法における評価,活動性,力量

に対応すると考えられる (Osgood,1966;Russell& Mehrabla｡,1

977)0

そこでここでは,この3次元で構成 したSD尺度を用い,内包的意味

の放点から12の達成関連感情の特徴 .構造を探索的に検討する｡

方 法

調査対象 大学生224名を,56名ずつランダムに後述の4群に分けた｡

星室旦塵塵 12の達成関連感情について,それぞれ 2項 目 (2語)を

SD法のコンセプ ト (評定対象)として抽出 した｡そ して,各コンセプ

トに対 して抱いたイメージに基づ き,18項目からなるSD尺度への評定

を求めた｡ SD尺度は,Osgoodにおける評価,活動性,力量に対応す

る･快一不快,覚醒 一無覚醒,支配 一服従の 3次元から構成されている｡

評定に際 しては,研究 3-5と同様に,仮想場面のシナ リオを用い,そ

の場面での登場人物の感情経験の表現 として各 コンセプ トを提示すると

いう手続きをとった｡このように して得たSD評定の各次元の値のバク
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l ンを検討することにより,各達成関連感情の内包的意味における特徴に

っいて考察する｡

コンセプ ト 12の達成関連感情について,各下位尺度を構成 している

項目 (感情語)の中から,それぞれ 2項 目 (2語)を選び, SD評定の

コンセプ トとした｡ したがって,コンセプ トは, 2項 目×12感情の都合

24(TABLE4-5, 4-6参照)とな り,この24のコンセプ トに対 しS

D評定を繰 り返すことが求められる｡調査実施に先立ち,予備的に7名

の大学生に,24コンセプ トすべてに対するSD評定を求めた｡その結果,

要する時間や作業量負担の大 きさ.同 じ尺度に頼 り返 し回答することに

よる不真面目な回答などの問題のあることがわかった｡このことから,

同一被験者に24のコンセプ トすべてに評定を求めることは困難であると

判断した｡そこで,本調査実施に際 しては,被験者をランダムに56名ず

つの4群に分け,各群の被験者に対 し6コンセプ トへの評定を求めるこ

とにした｡このような手続 きには,結果に対 し,人 と状況の要因が交絡

して影響を及ぼす点で問題がある｡ただ.大量の評定を要する感情の構

造研究では, しば しば同様の調査手続 きがとられてきている (例えば,

松山 ･浜 ･川村 ･三根,1978;Mehrablan,1980;Russell& Mehra

b上an,1977;寺崎 ･岸本 ･古賀,1992)｡そ して,いずれの研究におい

ても.このことが結果に大 きな影響を及ぼしたとの報告はない｡問題は

残るが,このような諸研究の結果 も参考にし,次善の策 として,ここで

は上記の手続 きを採用することに した｡

ユ之セプ トの提示文脈 (シナ リオ) 成功 ･失敗及びコンセプ トの違

いによって24種類のシナ リオがある｡シナ リオの一例を示す｡

｢今日, A君の通 っている高校では,先日行われた定期試験の答案が

返却されます｡ A君はある科 目の試験成績が気がか りで した｡というの
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b-その科目の試験成績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要な

ことだったのですoA君の名前が呼ばれ,先生から答案が手渡されまし

た.^君は答案を受け取ると,まっさきに成績 (点数)を見ました｡A

君の成績はとてもよい成績で した｡

A君は,｢やった-｣と思いました｡｣

コンセプ トは,最後の 1文のかぎ括弧内の感情表現によって提示され

る｡また･失敗感情がコンセプ トの場合には,最後から2番目の 1文の

後半が ｢とてもわるい成績で した｣に変る｡

調査内容 Mehrablan(1980),岩下 (1983)などを参考に,3次元

各6項目,計18項 目からなる SD尺度を作成 した (TABLRE4-4参照)

｡ここでは,Mehrabian(1980)にならい,各次元を快 一不快,覚醒 一

無覚醒.支配 一服従 と名づけておく｡

その場面での登場人物の感情経験の表現 (コンセプ ト)から受けたイ

メージにもとづ き,各項 目について 7段階で評定を求めた｡なお.SD

尺度に付す程度を表す副詞 としては ｢とても｣｢かな り｣｢やや｣を用

い.ニュー トラルな反応の段階には ｢どちらともいえない｣を付 した｡

主監皇 調査は,すべての調査内容を一つのブックレッ トの形に整え

て配付し.集団式,無記名で実施された｡評定の実施に先立ち, SD評

定のやり方について若干の説明がなされた｡実施場所は大学の講義室｡

所用時間は30-40分であった｡

結果と考察

旦且尺度の因子分析結果 まず,SD尺度の各項目について,それぞ

れ-3から3の値を順次与えた｡スコア リングは,項 目作成時の予測に

基づき.それぞれ,快,覚醒,支配の方向で値が正 となるよう行った｡
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次に･主因子法による因子分析 をほどこし,仮説に基づ いて3因子 を

抽出した｡これに,バ リマ ックス回転 を行い因子の解釈 を試みたところ,

予測された3因子が得 られた｡結果 (バ リマ ックス回転後の因子負荷星)

をTABLE4- 4に示す｡

TABLE4-4よ り,第 Ⅰ因子は,｢不愉快な一愉快な｣｢満足な一不

満足な｣｢幸福な 一不幸 な｣｢苦 しい一楽 しい｣｢希望 に満ちた一絶望

した｣｢うんざ りした-くつろいだ｣の各項 目に高い因子負荷量 を示 し

ているo したが って,第 Ⅰ岡子は ｢快 一不快｣の次元を表す因子 と考え

られた｡第 Ⅱ因子 は,｢支配 している一支配されている｣｢受動的な 一

能軌的な｣｢服従的な一支配的な｣｢自律的な 一誘導的な｣｢独立 した

一依存 した｣｢影響される一影響する｣の項 目群においてその因子負荷

竜が高い｡このことから,第 Ⅱ因子は ｢支配 一服従｣次元の因子 と解釈

できる｡第Zl]因子 については,｢興循 した-おだやかな｣｢静的な-動
的な｣｢おちついた一刺激された｣｢ねむそ うな -すっか り目をさまし

た｣｢敏感な 一鈍 い｣｢はっきりとした-ぼんや りとした｣の各項 目に

おいて高い因子負荷量が示されている｡よって第Ⅲ因子は ｢覚醒 -無寛

厳｣の次元を指 し示 していると考えられる｡

このことか ら,作成された SD尺度は.予測された 3因子構造を有す

ることが確認された｡

3_改元 の観点か らみた達成関連感情の特徴 因子分析結果 をもとに,

三つの因子ごとに,因子負荷量の高かった各 6項 目の得点 を加算 し6で

除した値を求め,それぞれ快 -不快 (第 Ⅰ因子 ),覚醒 一無覚醒 (第m

内子),支配 一服従 (第 U因子)次元の個人得点 とした｡三つの次元の

軌卓から12の達成関連感情の特徴を検討するため,コンセプ トごとに,

当該コンセプ トを評定 した56名の各次元得点の平均値を求め.その平均
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TABLE4~4 SD尺度の因子分析結果 (バリマックス回転後の因子負荷_fa)

項 目 Ⅰ E m 共通性

不愉快な 愉快な●

満足な 不満足な

幸福な 不幸な

苦しい 楽しい'

希望に満ちた 絶望した

うんざりした くつろいだ'

支配している 支配されている

受動的な 能動的な一

服従的な 支配的な'

自律的な 誘導的な

独立した 依存した

景三野される 影響する一

興葱した おだやかな

静的な 動的な暮

おちついた 刺激された■

ねむそうな すっかり目をさました●

敏感な 鈍い

はっきりとした ぼんやりとした

l

一｢

4

d
r

O

6

4

∩コ

4

3

d
r

1

5

0

3

∩コ

6

3

nU

0

nU

0

1

nU

1

2

3

2

2

0

7

7

EU

5

5

5

1

2

2

6

1

5

8

cU

CU

4

1

2

2

nJ

A
.

⊂U

6

7

1

1

1

1

2

2

6

6

CU

CU

CU

4

1

3

0

3

2

3

2

2

1

0

9

0

3

史U

3

5

5

7

1

nU

1

3

3

9

因 子 寄 与 5.13 2.97 2.7410.84

潔(》右かたにアスタリスクを付した項目は逆転項目である｡

②各項目は.快,覚醒,支配の方向で得点が高くなるよう

スコアリングされた｡
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値が0であることを帰無仮説 とした t検定 (1%水準,両側検定)を行

った｡各尺度は-3から0を経て+3までの値をとる｡ したがって,ち

しt検定の結果が有意となれば,その次元によって当該 コンセプ トを特

徴づけることができる｡成功感情に関する結果をTABLE4-5に,失敗

感情に関する結果をTABLE4-6に示す｡

TABLE4- 5より,まず成功感情において,快 一不快次元の値は,す

べて正であり･統制感 ･向上心を表す ｢がんばってよかった｣を除いて,

その検定結果 も有意 となった｡成功 という事態そのものが,そこで喚起

される感情の快な特質と結びついているのだと解釈できよう｡

次に,感情ごとに結果をみていく｡

ます,よろこびについては,二つのコンセプ トを通 して,三つの次元

すべてが有意な正の値をとってお り.この感情が快,覚醒,支配 という

特徴を有することが示された｡特 に,快 一不快次元においては,そろっ

て評定値が2以上であ り,この感情が とりわけ強い快の状態を表すこと

を示している｡研究 8,9でも,よろこびについて.強い快を示す喚起

強度の高い感情ではないかとの予測がなされたが,ここでの結果は,こ

の予測を支持するものと言える｡

次に.おどろきについては,快 一不快次元において有意な正の値が,

また支配一服従次元において有意な負の値が,二つのコンセプ トに一貫

して示された｡上述のように,快は成功感情全般に認められる特質であ

る｡一方,二つのコンセプ トを通 じて支配一服従次元が負の値を示 した

のは,成功感情ではおどろきのみであった｡ したがって,成功場面のお

どろきは,服従 という特質によって特徴づけられる｡服従は,SchユOsb

erg(1954)のモデルにおける拒否に対応する特質で,弱々しさ,消極

性.緊張,恐れを示す行動傾向と関連が深いとされる (Mehrabian,19
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T ABLE4 - 5 SD尺 度 の 平 均 値 と標 準 偏 差 (成 功 感 情 )

快 一 不 快 覚 醒 一無 覚 醒 支 配 一 服 従
達 成 関 連 感 情
コ ン セ プ ト 平 均 値 S D 平 均 値 S D 平 均 値 SD

よ ろ こ び

1
5
A
D

Aあ
い
な
た
だ

つ

ん
か

‥
心
一る
よ

2.00事 .80 1.25事 .97
2.22' .58 .85' 1.14

1.31' .81 .64' 1.04
1.57' 1.00 -.20 1.03

1.78'
.16

一
い
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な
向
一で

つ
期
一生
生

あ
上
一き
て
待
一に
に

9
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I
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1

.1

-

.7るえら
:
も
ぞ
で
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ん
れ
こ
ら
ろ
め
よ
は

Cカl(ノろだ
い
る
ち
れ
持
わ
気
思
い
う
た
ど

1
.5
0'

.7
1'

.89 .34 1.17
2.15 1.05' 1.20

1.20 .44' 1.09
.84 1 62. .74

.85 1.41' .76

.84 -.13 1.01

.41' .92

.75' .76

I.43' .76
-.58暮 1.06

.61' .95

.44' .79

I.85' 1.07
.18 1.28

.6 5' .68
-.7 3' .88

※ 各 コ ン セ プ トの 右 か た に 付 し た 英 字 (A- D) は , そ の コ ン セ プ トを 評 定 し た 群 を ,
数 字 (1- 6) は 各 群 に お い て そ の コ ン セ プ トが 何 番 目 に 評 定 対 象 と な っ た か と表 す ｡
1 p く.01



T ABLE4 - 6 SD尺 度 の 平 均 値 と標 準 偏 差 (失 敗 感 情 )

快 - 不 快 覚 醒 一 無 覚 醒 支 配 一 服 従
達 成 関 連 感 情
コ ン セ プ ト 平 均 値 SD 平 均 値 S D 平 均 値 SD
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-2.13' .72
-2.17暮 .67

-1.61' .88
-1.84暮 .67

-.37 1.07
-.10 1.45

- 92● .90
-1.88■ .67

-.92' 1.00
ll.80' .90

-.54' 1.05
-1.42暮 .71
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87'.85
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.
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-.
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-.82' _90
-.85' .92
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-1.45● .87

,21 .84
-.05 1 15

-.30' 81
-.20 .77

84暮 .90
77. .96
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･xt 各 コ ン セ プ トの 右 か た に 付 し た 英 字 (A- D) は , そ の コ ン セ プ ト を 評 定 し た 群 を ,
数 一声 (1- 6) は 各 群 に お い て そ の コ ン セ プ トが 何 番 目 に 評 定 対 象 と な っ た か と 表 す ｡
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80)｡成功時のおどろきについては,学業成績 との負の関係 (研究 5,

6),抑彰性･劣等乱 現実性のなさ,低いselトeste｡mなど不適応的

なパーソナ リテ ィ傾性 との関連 (研究 8,10)が示されている｡これ ら

に通ずるもの として,お どろきにおける服従 という特質 を理解すること

ができよう｡

統制感 ･向上心の二つの コンセプ トについては.お どろきとは対照的

に.支配 一服従次元のス コアがそろって正の値を示 した｡ また,他の 2

次元においては一貫 した結果が得 られなかった｡ したが って,統制感 .

向上心は.支配 とい う特質によって,その特徴を把握することがで きよ

う｡支配は,Schlosberg(1954)のモデルにおける注 巨=こ対応する特

質で,能動的な態度や力強さ,寛 ぎ,勇気などを示す行動傾向と関連が

深い (Mehrabian,1980).統制感 ･向上心 については,動機づ けに対

する促進的はた らき (研究 4- 6),協調性や内的統制傾向 との関連

(研究8,10)が示されている｡ ここでの結果は,これ らの知見 と整合

的に理解 し得るものである｡

承認への期待については,快 一不快,覚醒 一無覚醒の 2次元において,

両コンセプ トの値が有意 な正の値 を示 した｡支配 一服従次元 に関 しては,

｢親や先生によろこんで もらえる｣が有意な負の値,｢親や先生にはめ

られるぞ｣が正の値を示 したが,これは有意ではなかった｡｢親や先生

によろこんで もらえる｣に認められた快 ,覚醒,服従 というパタンは,

おどろきを表す ｢意外だ｣に示されたと同 じものである｡ また,快 と服

従との組合わせは,同 じくおどろきを示す ｢本当かなあ｣及び優越感 を

表す ｢友達にどう思われるだろうか｣ との間に共通な特徴である｡これ

らのコンセプ トに通する特質 として,達成に対する消極的な態度や,他

者からの評価 という外在的なものへの意識を挙げることがで きようC こ
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れらは,達成弔態そのものへの関与度の低さや,積極性のなさに連なる

ものと考えられる｡

最後に優越感については,成功感情全般に認め られる快の特質のみが

明確な結果として示され,残る2次元については,二つのコンセプ ト相

互で符号の向きが正負逆 となった｡特に支配 一服従に関 しては,｢自慢

したい気持ち｣が有意な正の値を,｢友達にどう思われるだろうか｣が

有意な負の値を示 している｡そもそも優越感の感情は,自己の優秀さを

外部にアピール したいという気持ち (｢自慢 したい気持ち｣に代表され

る)がある一方で,それが友人からの好ましくない反応をもたらしかね

ないという危憤 (｢友達にどう思われるだろうか｣に代表される)と裏

腹であるという複雑な感情を示すものと考えられた (研究 2)｡支配 一

服従次元得点に関するこの結果は,この2種類の感情の間における気持

ちの "ゆれ"の現れ と解釈できよう｡

一方.失敗感情については,TABLE4-6よ り,まず,快 一不快次元

の値が.成功感情 とは対照的にすべて負であ り,後悔を表す二つのコン

セプトを除いて,その検定結果も有意 となった｡失敗 という事態そのも

のが,そこで喚起される感情の不快な特質と結びついているのだと解釈

できよう｡

次に,感情ごとに結果 をみていく｡

まず,無能感については,不快,服従 という特質が認められた｡特に,

不快の値が2を越えているのは,今回用いた24のコンセプ トの内,無能

感に関する二つだけで,この感情が高い不快性によって特徴づけられる

ことを示 している｡ また,服従は,この感情が弱 々しさや消極性 といっ

た特質を持っていることを示 している｡

なお.欧米において同様の感情 として取 り扱われることの多かった,
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あきらめとの対比には興味深いものがある｡あきらめの感情には,二つ

のコンセプ トを通 じて,不快,無覚醒,服従というパ タンが認められた｡

支配一服従次元では両感情間には大 きな違いはない｡ しか し.快 一不快

次元の値を比較すると,無能感が -2.13,12.17,あきらめが -.54,-i.

42と無能感の方が不快の程度が強い｡前節において,あきらめの感情に

は,自分の努力で事態を改善することができないと思っているにもかか

わらず,抑彰的な感 じを持ち,自己を卑下 し,自己の価値を低 く見積も

るといった諸傾向を伴わない,ある意味で楽観的な,あるいは状況への

自我関与が低いという特質のあることが推測された｡無能感 と同様に脂

従.すなわち弱 々しく消極的であ りながら,無能感 と比べ不快の度合い

が低いという,ここで示されたあきらめの特徴は,この予測を支持する

ものである｡

罰の予感については,不快,服従 というパ タンが得られた｡特に ｢親

や先生におこられる｣に認め られた -1.45は,今回の24コンセプ ト中,

巌も強い服従の度合いを示す値である｡他者の評価に関わる感情 として

は,承認への期待の ｢親や先生によろこんでもらえる｣,優越感の ｢友

達にどう思われるだろうか｣においても服従の特質が示されている｡こ

のことから,他者の評価に関わる感情は,成功 ･失敗の場面を越えて,

服従によって特徴づけることができよう｡

後悔に関 しては,覚醒 一無覚醒において有意な正の値が.また快一不

快において.失敗感情中唯一負の値が有意水準に達 しないという結果が

得られた｡二つのコンセプ トともに覚醒を示 したのは,失敗感情におい

ては.後述の くや しさとこの後悔のみである｡ したがって,後悔は,相

対的に覚醒度の高い感情 と見なし得る｡また,唯一不快 という特質が示

されなかったことから,後悔が,失敗を単にネガティブにのみとらえる
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のではない感情であることが うかがえるo後悔は,失敗に際 し,その原

因やそこから学ぶべき点 に意識の中心を移 し,気持ちを切 り換えるとい

ったはたらきを伴 うのではなかろうかo学業達成場面に関 して,失敗経

験をネガティブなこととのみとらえず,その情報的側面 に注目すること

の重要性はしば しば指摘されるところである (堀野 ･市川 ･奈須,1990)

｡そのような行動傾向 ･認知傾向をより感情的な側面に注目して表現 し

たものが.あるいは後悔に相当するのかもしれない｡

くやしさに関 しては,二つのコンセプ トに一貫 して,不快,覚醒,支

配のパタンが認められた｡覚醒一無覚転次元における1.90,1.80という

値は.24コンセプ ト中最高の値である｡また,失敗感情について支配 -

服従次元の値が有意 に正 とな り,支配の特質が示されたのは,くや しさ

が唯一である｡ したがって, くや しさは.覚醒度の極めて高い,また力

強さのある感情 ということができよう｡

なお,不愉快 ･困惑 とおどろきについては,快 一不快次元においての

み明瞭な結果が得られた｡ただし,この不快の値 も他の感情 と比べてと

りわけ高いという訳ではない｡ したがって,この 3次元の観点から,こ

れら2感情を特徴づ けることはやや困難 と思われる｡

以上, SD法を用い,内包的意味の観点から12の達成関連感情の特徴

の検討を試みた｡その結果,まず.快 一不快次元における判断は,成功

･失敗という車態そのものに依存 していた｡唯一の例外は,失敗場面に

おける後悔であ り.この感情が失敗という不快な事態への合理的,適応

的対処に伴うものであることを暗示 している｡一方,最 も低い値,すな

わち強い不快を示 したのは,無能感だった｡後悔は,努力帰属に導かれ

内的統制傾向と関連がある｡一方,無能感は,能力 ･適性帰属に導かれ,

外的統制傾向と結びついていた｡このように,前節での検討において,
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両者は,失敗感情の中で対照的なもの と考えられた｡快 一不快次元に関

するここでの結果は,この対比に対応 したもの と見な し得る｡また,前

節で予測されたように,よろこびの感情は,この次元において高 い値 を

示していた｡

次に,覚醒 一無覚醒については, くや しさやよろこびにおいて値が高

く,あきらめにおいて低 い値が示された｡2章,3章,そ して前節での

検討から,くや しさは不満や 自己への怒 りを表す と考えられた｡不満や

怒りを表す感情の覚醒度が高 いとい うことは十分予測される. したがっ

て,本研究の結果は.くや しさの本質が不満ない しは怒 りであるという

先の解釈を支持する ものである｡ また,あきらめについては,先の検討

において,状況への 自我関与の低さがその特徴であると考えられた｡あ

きらめの覚醒度が低 いというここでの結果は,この理解 と整合的な もの

である｡

このように,覚醒 一無覚醒次元は,達成関連感情の特徴把握に有益な

情報を提供する｡ しか し,その一方で,同一感情 を表す二つのコンセプ

ト間で符 号の正負が逆の ものが 5感情 もあるなど,12の感情を単位 とし

た場合には意味づ けにくい結果 も得 られた｡覚醒 一無覚醒次元の値は,

概念的にはそのコンセプ トが表す感情経験の喚起強度 に対応 している0

ところで,感情 には,憎悪 と毛嫌い,愛 と好意のように,本来的には類

似の感情であっても,喚起強度が著 しく異なる場合には,別種の感情 と

して経験されるものがある｡ この意味で,喚起強度は,感情の量的側面

を指し示 している｡本研究の結果で言えば,例えば ｢意外だ｣の方が

｢本当かなあ｣よ りも喚起強度 (覚醒度 )が高い｡両者は,質的には,

成功に対するおどろ きとい う同種の感情 を表 してお り,喚起強度 という

塁的側面においてのみ異なると解釈で きるのではなかろうか｡このよう
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に考えるならば･他の2次元については,同一感情の二つのコンセプ ト

間での結果の相違が･その数及びずれの程度において相対的に少ないこ

とも納得がいく｡なお,この喚起強度からみた達成関連感情の特徴につ

いては,次節でふたたび検討することにしたい｡

最後に･支配 一服従次元に関する結果は,3葦や前節において予測さ

れた各感情の特質によく対応 していた｡動機づけを促進する感情には.

支配の特質が示された (よろこび,統制感 ･向上心,くや しさ)｡一方,

動俸づけを抑制 し,抑常性や低いself-esteemを伴 う諸感情には.服従

の特質が示されたのである (成功時のおどろき,無能感,罰の予感,あ

吾らめ)｡このことから,達成関連感情の構造の把握においては.支配

一服従の次元が屈 も包括的で主要な次元であると考えられる｡

以上,本研究では, Osgoodらが提唱 し,また感情の柄造研究でも指

摘されてきた三つの次元を用いることにより,12の感情の特徴をいっそ

う鮮明に描 くことができたと思われる｡と同時に,感情一般について考

案された3次元が,達成関連感情の構造検討においても有効であること

が明らかとなった｡また,3次元の中では,支配 一服従の次元が.最 も

引去的で主要な次元であると考えられた｡

413 達成関連感情の喚起強度 (研究12)

間違と目的

前節では.SD法を用い,快-不快,覚軽 -無覚醒,支配 一服従の 3

次元の観点から達成関連感情の特徴を検討 した｡その中で,覚醒 一無覚

軽次元については,同一感情を表すコンセプ ト相互で,符号の正負が逆

のものがあった｡この結果に対 し,覚醒 一無覚軽次元は,喚起強度 とい

う感情の塁的側面に対応するものであ り.質的には同種あるいは類似の
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感情でも,喚起強度 という竜的側面においては異なる可能性があるとい

う点から解釈がなされた｡

このことは,裏返せば,2葦での感情分類 と尺度構成及びそれを受け

て行ってきたこれまでの検討が,主に感情の質的特質に焦点をあてたも

のであったことを暗示 している｡ したがって,喚起強度 という感情の塁

的側面からみた場合,達成関連感情について,これまで とは違った性格

づけが可能となるかもしれない｡また,前節の検討では,各感情あた り

二つの感情表現語 (コンセプ ト)しか用いることができなかった｡それ

以外の感情表現語の場合,どのような結果となるかにも興味が持たれる｡

なお,喚起強度の測定法 としては.まず生理的指標によるものが浮ぶが,

3章でも述べたように,他者に関わる感情を実験的に操作することは困

難である｡そこでここでは, Plutchik(1980)にならい,各感情表現

語に対し,被験者に,直接その "強さ''を評定するよう求めるという方

法を用いた｡このように して測定された喚起強度をもとに,各達成関連

感情の特徴を検討する｡

方 法

調査対象 大学生55名

調査且室 達成関連感情測定尺度の各項目を,学業達成場面での感情

経験を表す感情語 として被験者に提示 し,その …強さ"を11段階で評定

するよう求めた｡具体的な教示文は,以下の通 りである｡

｢以下のページには,試験での成功 ･失敗にまつわる感情を表す ｢感

情語｣の リス トがあ ります｡各 ｢感情語｣が示す感情経験について,あ

なたの中学 ･高校での定期試験における体験を参考に,様子を思い浮べ

て下さい｡思い浮べることができたら,その ｢感情語｣が表す感情の

一̀強さ'-の程度を考えて,その度合いを 1点～11点の11段階で評価 して
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下さい｡ ユは感情の最も低い程度を意味 し, 6が中程度, 11は最高の

軽度です｡ 1から 11まで,どの数値を使用 してもかまいません｡あな

たが最もぴった りくる数値を各感情語の右側の ( )の中に記入 して

下さい｡｣

皇塵旦 調査は集団式,無記名で実施された｡実施場所は大学の講義

室｡所用時間は15-25分であった｡

結果と考察

結果の分析にあたっては.二つの分析 単位を用いた｡第 1の分析単位

は感情語である｡第 2の分析単位は12の感情,すなわち,それぞれの感

情を表すとされた4ない し5の感情語に関する結果を要約 したレベルで

ある｡もし.同一感情内の感情語相互で非常に大 きなばらつきがあ り,

それが感情の種別による違いを越えるほどのものであったならば,喚起

強度によって12の感情を明確に特徴づ けることには無理があると言わざ

るを得ない｡逆に,感情語 レベルで一定程度ばらつきがあったとしても,

やはり感情の種別に依存 してなんらかの傾向性が認められたならば,そ

れをその感情の特徴 と見なすことができよう｡

感情語ごとに評定値の平均 を求め,これを感情の種別ごとにプロット

したものをTABLE4-7, 4-8に示す｡TABLE4-7.4-8よ り,

同一の感情を表すとされた感情語相互で,喚起強度の高低にある程度の

ばらつきのあることがわかる｡同一感情内における感情語相互での評定

値の差の有意性を検討するために,被験者内の要因配置による 1元配置

の分散分析を行ったところ,すべての感情について有意 となった｡この

ことから,達成関連感情に関 して,質的にはほぼ同種で も,喚起強度の

異なる感情経験の存在することが示唆される｡なお,このばらつきは,

どちらかといえば失敗感情において顕著であった｡逆に成功感情につい
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TABLE4-7 成功感情の各項目の喚起強度 (平均値によるプロット)

強度 よろこび おどろき 統制感 ･向上心 承認への期待 優越感

10

やった-
気分がいい nU

)
2
1
)
1

5

.
CO
5
0

5
9
9
6
5

.(

.

9

8
cc
00

9 うれしい
よかった
よろこび

8

7

がんばったかいがあった (8.ll)
がんばってよかった (7.83)
がんばったからなあ (7.42)
今度もがんばろう (7.36)
やればできるんだなあ (6.95)

6 うっそ- (5.91)

信じられない (5.47)
意外だ (5.36)

はやく親に見せたい (5.42)

親によろこんでもらえる (4.89)
本当かなあ (4.67) 親にはめられるぞ (4.80)

自慢したい気持ち (7.25)

他の人の成績はどうだったんだろう (6.09)
自分は頭がいい (5.98)
友達にどう思われるだろうか (5.42)

このくらいはあたりまえだ (4.98)

次はどうなるかと不安 (4.29)
先生にはめられるぞ,先生によろこんでもらえる (4.00)



TABLE4-8 失敗感情の各項目の喚起強度 (平均値によるプロ ノト)

強度 不愉快 ･困蕃 無能感 罰の予感 後悔 おどろき くや しき あきらめ

9

ショック (8.25)

8 情けない (802)

最悪 (8.00)

7

いやだなあ (655)

劣等感 (6.38)

悲 しい (5.65) 自信がなくなった (5,82)

もっとがんばればよかった (824)

がんばらなければ (8.02)

今度 はがん ばろう (7.40)

がん ばれば もっとやれたの に (720)

くやしい (791)

くそ-という 気持ち (7.13)
がっかり (6.95)

ちくしよう (6.73) や っぱ り (6.67)

妓念 (6.40)
しかたがない (6.21)

どうしてもっとがんばれ 信 じられない (605)

なかったのか (6ll) どうしてだろう (569)

5 自分はなんて 親 におこられる (5.ll)

だめなやつなんだ (5.09)

自分は頭がわるい (4.45)

親に申し訳ない (416)

4

あぜん (5.34)

びっくりした く493)

まさか く4.82)

がんばってもだめ 先生に申し訳ない (3.54).親にみせた くない

なんだ (3.53) 先生におこられる (3.15) (341)

こんなものだろう (5.20)

まあいいや (4.85)



ては,そもそもが複合的な感情である優越感を除けば,同一感情内で評

定値の良 も高いもの と最 も低いものの差は2未満であ り.相対的にばら

つきは少ない｡試みに,この差を各感情ごとに求め,その平均値を成功

･失敗場面別に求めたところ.成功場面では1.50,失敗場面では1.84と

なり.失敗場面の値の方が大 きかった｡また,この差が最大 となったの

は失敗感情である無能感の2.83で,巌小は成功感情であるよろこびの1.

05であった｡

一方,TABLE4-7, 4-8からは,ばらつきはあるものの,各感情

語が感情の種別によって,それぞれある程度のまとまりをな しているこ

とも同時にうかがえる｡ このことは,喚起強度によって各感情の特徴づ

けを行い得る可能性を示 している｡そこで,12の感情ごとに対応する感

情語への評定値を加算 し,語数で験 した値を求め,各感情の喚起強度の

指標とした｡ 12の感情による喚起強度の違いの有意性を検討するため,

被験者内の要因配置による 1元配置の分散分析を行ったところ,有意 と

なった (F(4.ll)=45.99,p〈.Ol)｡以上の結果をTABLE4- 9に示す｡

また,平均値を成功 ･失敗場面別にプロットしたものをTABLE4-10に

示す｡

TABLE4- 9, 4-10よ り.まず気がつくのは, 2章, 3章において,

内容的に成功 ･失敗の両場面間で対をなす感情 と考えられたもののいく

つかについて,ほぼ同程度の喚起強度 となっていることである｡具体的

には,統制感 ･向上心 と後悔,成功 ･失敗両場面のおどろき,承認への

斯特と罰の予感 という3組において.それぞれの値が近似 している｡下

位検定の結果においても.各組の 2感情間の平均値差は 5%水準で有意

ではなかった｡このことから,成r))･失敗という場面を越えて,感情の

内否的類似作に依存 して喚起強度が規定されるということが考えられる｡
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TABLE4-9 達成関連感情の喚起強度 (N=55)

感情 平均値 中央値 標準偏差

成功場面

よろこび

おどろき

統制感 ･向上心

承認への期待

優越感

失敗場面

不愉快 ･困惑

無能感

罰の予感

後悔

おどろき

くやしさ

あきらめ

1

2

2

2

1

nU

nU

0

0

nU

2

nU

虫U

4

8

9

5

7

4

5

8

a

d

b

′･
V

8

4

3

2

5

9

1

5

6

9

8

5

7

4

5

7

5

4

7

5

7

5

0

也

I,

〆

.a

d

b

q

9

5

cc

9

7

2

1

※平均値の右かたに付した英字が同じものについては,

5%水準で有意差のないことを示す
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TABLE4-10 達成関連感情の喚起強度 (平均値によるプロット)

強度 成 功 感 情 失 敗 感 情

9 よろこび (8.98) A

統制感 ･向上心 (7.53)b 後悔 (7.39)b

不愉快 ･困惑 (7.29) b

くや しさ (7.02)b

6 優越感 (5.95)a

おどろき (5.14)d8'

承認への期待 (4.62)'冗

あきらめ (5.71) cd

おどろき (5.37)de

無能感 (5.05)B'

罰の予感 (4.28)～

※平均値の右かたに付した英字が同じものについては,

5%水準で有意差のないことを示す



次に･各感情の喚起強度の高さを調べると.まず最 も喚起強度が高い

のは,よろこびの感情であることがわかる｡下位検定の結果は,このよ

ろこびの8･98が,他の11の感情と比べて有意に高いことを示 していた｡

この結果は,よろこびの感情において喚起強度が高いであろうとした,

研究8,9での予測を支持するものと言えよう｡

よろこびに続いて高い喚起強度を示 したのは,統制感 ･向上心 (7.53)

.後悔 (7･39).不愉快 ･岡惑 (7.29),くや しさ (7.02)の4感情で

あった｡これら4感情の間には有意差は認められておらず,したがって,

同程度の喚起強度を有する一群の感情 と見なすことができる｡ちなみに,

この4感情に先のよろこびを加えた 5感情には,いずれも3章において

動機づけへの促進的影響が見出されてお り,機能的な類似性を有する感

情群と言える｡感情が動機づけ機能を持つためには,ある程度喚起強度

が高い必要があるのだろう｡

この4感情以下には少 しギャップがあ り,6ポイン ト代のものはなく,

優越感 (5.95)から罰の予感 (4.28)までの 7感情が,4,5ポイン ト

代に位置 している｡

12感情中.意 も喚起強度が低いと判断されたのは罰の予感であ り,そ

の次が承認への期待であった｡このように,他者への意識に関わる感情

の喚起強度は総 じて低い｡感情語の レベルにもどって調べても,｢他の

人の成績はどうだったんだろう｣の6.09が最高で,｢先生におこられる｣

は3.15と全感情語中で最 も低い値を示 している｡本研究で扱 っている感

情語には,他者 として友人,級,教師の 3者が現れる｡これらの中では,

友人に関するものの喚起強度が最 も高 く,次が親に関するもの,最 も低

いのが教師に関するものという傾向が認められた｡喚起強度の高さは,

その感情が向けられた対象に関する重要度の認識 に対応 していると推刺
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されよう｡ したが って,学繋達成 をめ ぐっては,まず友人の存在が気に

なり,次に臥 教師 とい う順序 とな っていることが予測される｡ただ,

今回は大学生 を被験者 とし,過去の経験の回想 に基づいて回答を求めた

ので,現役の中学生 ,高校生 において もまった く同様の結果が再現され

るかどうかについては予断をゆるさない｡さらなる検討が望 まれるとこ

ろである｡

以上,喚起強度の観点か ら,達成関連感情の特徴づ けを試みた｡その

結果,同一の感情を表す感情語間においても,喚起強度の高低には,め

る程度ば らつ きのあることが明らか となった｡ これは,質的にはほぼ同

種でも,喚起強度の異なる感情経験の存在を示唆するものである｡また,

感情語によるば らつ きがある一方で.感情ごとにある程度のまとま りの

あることも示された｡そこか ら各感情の特質を探 ったところ,次の 4点

が明らか となった｡ まず,内容的あるいは機能的に類似の特質を有する

感情には,喚起強度 につ いて も同程度の値を示す ものがあった｡第 2に,

先に予測されたように,よろこびの喚起強度は極めて高かった｡第 3に,

動機づけを促進する感情の喚起強度 はいずれ も高かった｡第 4に,他者

にまつわる感情の喚起強度 は相対的に低 く,その中では友人,親,教師

の侭に喚起強度が高かった｡

4-4 達成関連感情の関係構造 (研究13)

目 的

ユ2の感情相互 における関係性の観点か ら,達成関連感情の特徴 ･構造

について検討する｡具体的には.達成関連感情測定尺度 に対する評定デ

ータ (研究 2)を用 いて クラスター分析を行 い,達成関連感情の関係構

造について,これを階層的に表現 することを試みる｡
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方 法

調査男 象 大学生563名 (男子265名 ･女子298名)

乱藍且査 達成関連感情測定尺度

毛塵旦 調査は集団式,無記名で実施された｡実施場所は大学の講義

室｡所用時間は15-20分であった｡

l 結果と考察

12の感情尺度の得点をもとにクラスター分析を行った｡類似性の指標

としては,ユークリッド距離を用いた｡類似度行列の更新法としては,

解釈上意味のある結果を導 くことが極めて多 く (高木 ･佐伯 ･中井,19

89),実用的 とされる (囲川,1988),ウォー ド法 (ward'sminimum

variancemethod)を用いた｡結果 (デン ドログラム)をFIG.4-1に

示す｡

FIG.4- 1より,まず達成関連感情は,大 きく二つのクラスターか

らなる構造を有することが うかがえる｡そ してそれは,常識的に予測さ

れる成功場面の感情,失敗場面の感情 といった分れ方ではない｡デン ド

ログラムの左側に位置するクラスター (第 1クラスターと呼ぶ)は,よ

ろこび.統制感 ･向上心の二つの成功感情と,不愉快 ･困惑,くや しさ,

後悔,おどろきの四つの失敗感情からなる｡一方,デン ドログラムの右

側に位置するクラスター (第 2クラスターと呼ぶ)は,おどろき.承認

への期待,優越感の三つの成功感情 と,無能感,罰の予感,あきらめの

三つの失敗感情を含んでいる｡

これら二つのクラスターの解釈には様 々な可能性があろうが,達成に

関わる態度や行動のあ り方,あるいは志向性の質 といった観点からも一

つの理解が成立する｡第 1クラスターは,成功場面では ｢うれ しい｣

｢今度もがんばろう｣と感 じる一方,失敗を意外なこととしておどろき,
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FIG･4- 1 達成関連感情のクラスター分析結果
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(やしさや ｢もっとがんばればよか った｣という後悔の念を抱 くという

ものである｡ したが って,達成そのものへの積極的な態度,高い達成行

動の遂行を導 く感情からなるクラスターであると言える｡逆に,第 2ク

ラスターは･成功 を意外な こととしておどろき,失敗に対 しては無能感

や ｢しかたがない｣ とい うあきらめの気持ちを感 じるといったものであ

る｡したがって,達成に対する消極的な態度,低 い達成行動を導 く感情

からなるクラスターと見な し得る｡ また,達成事態その ものにではな く,

他者からの評価や,自分が どう見 られるかといった外在的な要因への意

識を表わす感情 も第 2クラス ターに含 まれている｡Dweck(1975)の言

葉を借 りれば,第 1クラス ターはmasteryorientedな感情群,第 2クラ

スターはhelplessorlenLedな感情群 と言える｡なお,他者 との関連に

関する諸感情が無能感やあきらめ とともにクラス ターを形成 したことに

は,やや奇異な感 じが持 たれるか もしれない｡ しか し,他者からの肯定

的評価を達成の基準ない しは目標 とする (ego-involvement)傾向が.

不適応的な動機づ けパタンをもたら し,時には無力感 (helplessness)

現象を導 くことは多 くの理論的 ･実証的研究が示 すところである (例え

ば,Dweck& Bempechat,1983;NIcholls,1984)｡

なお,これ ら二つのクラス ターへの分れ方は.動機づ けへの促進的 一

抑制的関わ り,L0Cにおける内的統制 一外的統制,self-esteemの高

低.研究日における支配 一服従 とい う位置づけとおおむね対応 している｡

すなわち.第 1クラスターに含まれる諸感情 には,動機づ けへの促進的

関わり.支配 の特質 ,内的統制傾向 との関連が示 されている｡これに対

r L'第 2クラスタ~に属 する諸感情 には･動機づ けを抑制することやI
服従の特質.外的統制傾向,低いselトesteemといった特徴が示されて

l いるのである｡二つの感情群は･このような特質 を持つ もの として哩解
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することができる｡そして,これら各感情群に示された特質は,いずれ

b上述の解釈の妥当性を支持するものである｡

次に･各クラスター内での諸感情の結びつきをさらに細か くみていく0

まず,第 1クラスターは,成功 ･失敗 という場面によって,下位のク

ラスターが成 り立 っている｡他方,第 2クラスターでは,成功時のおど

ろきと無能感が一つの結びつきを成 し,承認への期待,罰の予感.優越

感という他者 との関わ りに関する3感情がもう一つのまとまりを形成 し

ていた｡成功時のおどろきが,成功感情において異色の存在であること

は.本研究を通 じて再三指摘されてきたところであるO'ここでの結果は,

先に予測された通 り,この感情がむ しろ失敗時の無能感 に近いことを示

している｡

以上,本節では,クラスター分析を用い,達成関連感情の関係構造の

検討を試みた｡その結果,達成関連感情の関係構造は,達成そのものへ

の積極的関与を示す諸感情 と.達成 自体には消極的 ･悲観的であると同

時に,他者からの評価を強 く意識する諸感情の,二つのまとまりによっ

て把握 し得ることが明らかとなった｡この二つのまとまりによる把握は,

3竜で検討された動機づ け機能や,本章でみてきた各感情の特徴 とも対

応するものである｡逆に言えば,これまで個 々に検討 してきた達成関連

感情の様々な特質が,この二つのまとまりの観点によって集約的に理解

できるようになったと考えられよう｡

4-5 まとめ と全体的考察

本章では,パーソナ リテ ィとの関連,内包的意味,喚起強度,関係構

造の四つの観点から,達成関連感情の特徴 ･構造を検討 してきた｡本章

で得られた結果は, TABLE4-12のように要約で きる｡
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ここでは･まず, TABLE4-12に基づ き,各節で観点別になされて き

た考察を感情 ごとにまとめなお し,各感情の特徴 を整理する｡

去_乏三_壁 :よろこびは,12感情中最 も喚起強度が高 く,快,覚醒,支

配という特質を有する感情である｡ また,社会的外向性 とも関連がある｡

これらか ら,よろこびは,成功によって もたらされた強い快な状態のス

トレー トな発露 とい う性格 を有すると考えられる｡

おどろき (成功) ‥成功時のおどろきは,服従によって特徴づ けられ

る,弱々しく消極的な感情である｡ また,抑留的で劣等感が強 く,現実

作,客観性に欠 け.自己の価値を低 く見積もりやすい傾性 と関係があっ

た｡これ らから.成功時のおどろきは,自己の過′ト評価や悲観的態度,

消極的で追従的な傾向を基盤 に,失敗 を常に予測 し,また無意識 に期待

していることに寅打 ちされた感情 と言える｡さらに,成功 に対 しておど

ろきを感 じるとい うことは,せっか くの成功 を例外的.偶発的な出来事

として処理することを伴 う｡ これは,成功 とい う事実をきっかけに自己

を肯定 し.成功への期待を向上させ,課題に積極的に関わってい くとい

l った現実的で適応的な対応の可能性 を閉ざ して しまいかねない｡逆に言

えは.不用意 に成功 を期待 したぽ っか りに,失敗 によって 自己が深 く傷

ついてしまう可能性 を.未然 に最小限にとどめ ようとい う防衛的構えに

基づく感情であるのかもしれない｡

廷劇 感 ･向上心 :統制感 ･向上心 は,支配によって特徴づ けられる能

動的で力強い感情である｡パ ーソナ リテ ィとの関連では,協調性や内的

統制傾向 との関係が示された｡強い自己信頼 を背景に,成功に際 して 自

己の努力をふ りかえ り. ｢がんばったかいがあった｣ とこれを肯定する

感じを抱 き.さらに ｢やればできるんだなあ｣｢今度 もがんばろう｣ と

今回の成功を前向 きに,よ り発展的に位置づ けていこうとする感情 と言
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TABLE4-12 達成関連感情の特徴と構造

パーソナリティとの関連 内包的意味 喚起強度 関係構造

感情 研究8 研究9 研究10 研究11 研究12 研究13

成功場面
よろこび S∴
おどろき D十,C+,Ⅰ+,0+,G-,A~
統制感 ･向上心 Coー
承認への期待 Co~
優越感
失敗場面
不愉快 ･困惑 Ⅰ+
無能感 Ⅰ+,D+,S~
罰の予感 Ⅰ十,D+
後悔 Co~
おどろき Ⅰ十,C+
くやしさ Ⅰ+
あきらめ

読+

自~
読+

自+,読+

競 十

日十
競+
自+,読+

快,覚醒,支配
SE~ 快,服従
LOC十 支配

快,覚醒
快

∩.エS一

十

C
一
C

0
E

nU

L
S
L

SE~

快
快
快
醒
快
快
快

不
不
不
覚
不
不
不

従
従
nb仇
口蚊

月
hHHり

覚鼠 支配
無覚醒,服従

Ⅰ
Ⅱ
i
Ⅱ
Ⅱ

T⊥
[山
Ⅲ
I
T⊥
Ⅰ
¶山

H
ML
MH
L
ML

MH
ML
I
MH
ML
MH
ML

①添え字の±は,そのパーソナリティ特性との相関係数の符号を表わす｡
②研究8における英字は,YG性格検査の各因子を表わす｡
③自 :自己充実的達成動機,戟 :競争的達成動機,LOC:Locusofcontrol,SE:selトesteem
④研究12における英字は,喚起強度の平均値をもとに,以下の基準による｡
H:8.0以上,MH:7.0以上8.0未満,MM:6.0以上7.0未満,ML:5,0以上6.0未満,L:5,0未満
⑤l:その感情が第1クラスターに属することを示す｡Ⅲ:その感情が第2クラスターに属することを示すO

-

T

6

r

I



えよう｡

星置ごLの馳塵 ‥承認への期待に関 しては.協調性との正の関連,自己

充実的達成動機 との負の関連 というパ タンが示された｡すなわち,達成

場面にあっても.親や教師 といった他者の存在を強く意識 し,達成に関

わるのは･もっぱら他者からの評価あるいは他者 との人間関係を維持 ･

向上するためであって,自分な りの達成基準への到達を通 しての自己の

実現などのためではないという態度を背貝に持つ感情 と考えられる｡

盤塵塵 ‥優越感には,鞍争的達成動機 との間に .45という12感情中点

も高い正の相関が示 された｡これは,優越感がその基盤 として,自身の

達成度を他者 との相対的な関係において意味づける,すなわち社会的比

較の重視という特質を有することをうかがわせる｡そ して,この感情は,

そのような社会的比較に基づ く自己の優越を外部にアピール したいとい

う気持ちがある一方で,それが友人からの好ましくない反応をもたらし

かねないという危侭 と妾腹であるという,二つのアンビバ レントな感情

が複合したものと推測された｡本章での検討結果はこの理解 と整合的な

もので,前者の側面を代表する ｢自慢 したい気持 ち｣には支配の特質が,

後者の側面を代表する ｢友達にどう思われるだろうか｣には服従の特質

が示された｡

不愉快 ･困惑 :本章の検討において,12感情中,特にきわだった特徴

の見出されなかった感情である｡やや高い不快感を伴いながらも,自己

充実的,競争的 という達成動機の2側面双方 との間に関連を持ち,高め

の喚起強度で経験される感情 といったところが,ここでの結果から描か

れる不愉快 ･B]惑の横顔である｡関連構造から,くや しさや後悔に近い

怒情と目されるが, くや しさほどの力強さや後悔のような積極的姿勢 と

いう明確な方向づけを持たない｡逆に,その意味で一般的な負の感情
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(WelnereLall1978,1979)と言えるのかもしれない｡

整度盛 ･'無能感は･最 も高い不快 と服従の特質.抑常性,社会的内向

性,外的統制傾向,低いself-esteemなどによって特徴づけられる｡こ

れらから･失敗に強い不快感 を感 じなが らも,これを消極的,内向的,

自費的にとらえるため,うまく解消で きず.結果的に自己の価値を減 じ,

自分の努力では事態を改善することができないとの信念を増強 しかねな

い感情という姿が うかんで くる｡

罰の予感 :服従が罰の予感を特徴づける基本的特質である｡さらに,

抑影性,競争的達成動機,低いself-esteemとの関連が示された｡親や

教師など,他者からの評価を達成 目標 とする点は承認への期待と同じで

ある｡しか し.承認を得るというポジティブな方向ではな く,罰の回避

ということが目標であるので,そこからくる弱 々しさ,憂離な感 じがつ

きまとう点が異なる｡また,罰を内化することによる自己評価の低下の

可能性も持つ と考えられる｡

後｣垂:後悔は,失敗感情で唯一不快が示されなかった感情である.ま

た,自己充実的達成動機,内的統制傾向,協調性 と正の関連を持つ｡後

悔は,失敗に際 し,ただそれをネガティブなこととしてとらえるのでは

なく.その原岡やそこから学ぶべ き点に意識を移 し,早期に気持ちを切

り換え.構極的な対処行動を誘発する感情と考えられる｡このような傾

向の基盤 として,達成の意味を,他者や社会の評価からではなく自分な

りの基準への到達に求める態度や,自分の努力によって事態を改善でき

るという信念が求め られるのであろう｡

互ど ろき (失敗 ) :成功時のおどろきと違って,現実性 ･客観性のな

さ,抑彰性,低い自己評価など不適応的と考えられる傾性 との関連は認

められなかった｡逆に,成功時には見出されなかった達成動機との正の
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関連が示されている｡これ らのことから,同 じおどろきの感情であって

む･成功 ･失敗 という場面によって,まったくといっていいはど性格の

違う感情であることが明 らかとなった○失敗時のおどろきは,成功ない

しはもっとよい結果を予測 していたからこそ喚起されるのであり,その

意味において･む しろ前向きで積極的な性格を有 していても不思議では

ない｡実際･失敗時のおどろきには,達成動機 との関連のはか,後続の

成績への促進的関わ りも示されていた (研究 7)｡ただ し,やは りおど

ろきという同種の感情であることを示すように,回帰性傾向との関連は

成功 ･失敗両場面を通 じて認められた｡さらに,喚起強度においてもは

ぼ同程度の億が示された｡

くやしさ ‥失敗場面で唯一,そ して両場面を通 して最 も高い値で支配

の特質が示されたことが特徴的である｡パーソナ リティとの関連では,

達成動機の 2側面 との間に正の相関が得 られた｡また,喚起強度 も高い｡

くやしさは,失敗を甘ん じて受入れるのでなく,これを不満とし,ある

いは怒 りを感 じる,能動的でエネルギーに満ちた力強い感情である｡

あきらめ :くや しさと対照的に醒めた感情である｡不快,無覚醒,脂

従というバタン.外的統制傾向との関連を有 し,無能感 との類似性をう

かがわせるが,抑留性や劣等感,低いself-esteemとの関連を伴わない

点が特徴的である｡不快の程度も無能感より低い｡このことから,無能

感との対比で見た場合,あきらめは,自分の努力で事態を改善すること

ができないと思っているにもかかわらず,失敗がさして不快でもな く,

吏彰な感 じや自己卑下,自己の価値を低 く見積 もるといった諸傾向を伴

わない,ある意味で楽観的な,あるいは状況への自我関与の低い感情 と

考えられる｡

以上.本市の結果から導かれる12の達成関連感情の特徴について述べ
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た｡

次に･達成関連感情の構造については,達成そのものへの積極的関与

を示すか･それ とも達成 自体には消極的 ･悲観的であると同時に,他者

からの評価のような外在的な事象への関与を示すか,ということを両極

とする次元の有効性が示唆された｡この次元によ り,達成関連感情にま

つわる諸現象を包括的に説明できそ うである｡この次元は,研究11の支

配-服従次元に相当するものであ り,3章で示された動機づけの促進 一

抑制,研究 8-10で示された関連するパーソナ リティ傾性の適応的一不

適応的などともよく対応 している｡関連構造の検討 (研究13)で認めら

れた二つのクラスターも,この次元を想定することの妥当性を支持 して

いる｡この次元は,感情理論で言えば,Schlosberg(1954)における

注目一拒否に対応すると考えられる｡すなわち,達成 という対象に注 目

し接近 しようとするか,達成そのものから目をそらし回避 しようとする

かという,相反する二つの傾向をその両極に表 している｡また,達成勤

櫓づけ研究の文脈で言えば,Dweck(1975)の動機づけパ タンについて

の綬寮における,masteryoriented-helplessorientedという分類概

念に相当する｡

なお,感情理論では,PIuLchik(1962.1980),Schlosberg(1954)

,Tomkins(1962.1963),Mehrabian(1980)などに典型的なように,

感情の構造を考えるにあた り,まず第 1に快 一不快の次元を設定するの

が一般的である｡研究11で検討 したように,達成関連感情の構造理解に

おいても,この次元は有効であった｡成功 ･失敗 という場面 と非常によ

く対応 してしまうので,あまり情報員はないが,先に述べた注目一拒否

に相当する次元 との独立性 も高 く,達成関連感情の構造把握においては,

やはり意味のある次元設定 と言えよう｡
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さらに,第 3の次元としての喚起強度,schlosberg(1954)で言う

醗活水準 (緊張 一睡眠)は･対象が感情反応である以上 当然想定でき

るものであり･このことは達成関連感情について も例外ではない｡この

点に関する検討は研究12で行ったoその結果,まず,内容的あるいは機

能的に類似の特質を有する感情には,喚起強度についても同程度の値を

示すもののあることがわかった｡成功 ･失敗両場面のおどろき,統制感

･向上心 と後胤 承認への期待と罰の予感の3組が,それぞれ同程度の

喚起強度を示 したのである｡また,動機づけを促進する感情 (よろこび,

統制感 ･向上心,不愉快 ･困惑,後悔,くや しさ)については,いずれ

も喚起強度の高いことが明 らかとなったoさらに,他者にまつわる感情

の喚起強度は,相対的に低いことが明らかとなった｡そ して,その中で

は友人,級,教師の順に,関わる感情の喚起強度が高かった｡

以上のことから.感情一般の構造について考えられてきた3次元によ

る理解のシェマは,達成関連感情についてもそのままあてはまるし,か

つ十分なものと見なすことができる｡と同時に,上述のように,達成関

連感情については,支配 一服従の 1次元のみで,その主要な特質をかな

り手際よく整理 し,記述することが可能であった｡ したがって,支配一

服従次元が,達成関連感情の構造把握において,最も包括的且つ主要な

次元と考えられる｡
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第5専 総括 と今後の課題

5-1 本研究の総括

本論では,学業達成場面における学習者の感情経験について,総合的

な検討を加えることを目的 とし,Weiner理論の理論解釈を中心 とする

文献的研究と13の実証的研究を実施 した｡本節では,本論全体を振返 り,

研究の展開及び得られた結果の概要をまとめ,研究全体を総括する｡

整_主.童

まず,第 1節では,学業達成場面における学習者の感情経験の検討に

際して,Weiner理論に基づ くアプローチの有効性を指摘 した｡それは,

主に次の3点による｡

①従来の達成動機研究では,感情 として誇 りと恥のみを問題としてい

た｡これに対 し,Weiner理論では,学習者の感情経験を扱 うのに適切

な感情群を,幅広 く網羅的に対象 としている｡

②感情の喚起機構の規定因 として.認知変数 (結果に対する主観的評

価と原因帰属)を位置づ けていること｡認知変数は,感情喚起の他の規

定因に比べ介入可能性が高 く,教師の指導や訓練プログラムの開発 と結

びつきやすい｡

③学業達成場面における感情の主要な機能の一つに動機づ け機能があ

る｡Weiner理論では,この感情の持つ動機づけ機能が考察対象 となっ

ている.

そして.Weiner理論及び達成関連感情研究をめ ぐるこれまでの動向

を概括,評価することを通 して,本研究の目的にとって重要な課題の抽

出が可能となるとの見通 しを示 した｡

この洞察に立脚 し,続 く三つの節では,Weiner理論の背景 (第 2節)

･We川er理論の基本的枠組み (第 3節).Weiner理論における達成関
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連感情の取 り扱い (第 4節)について,理論的検討及び研究動向の レビ

ューを行った｡

第5節では.Weiner理論及び達成関連感情の研究動向について,問

題点の指摘ならびに残された課題の抽出を試みた｡この作業は,以下に

示した.感情研究における主要な四つのテーマの観点からなされた｡

①分類 :｢感情にはどのようなものがあるのか｣

②傍構 :｢感情が現れる しくみ｣

③楼能 :｢感情のはたらき｣

④構造 ‥｢感情はどのようになっているのか｣

そして･各テーマに照 した場合,weiner理論及び従来の達成関連感

情研究には,次のような問題点のあることが明らかとなった｡そこで,

各問題点をもとに,それぞれについて本研究で検討すべ き課題を導いた｡

①分類

問題 ‥日感情の分類研究がなされておらず,扱うべ き感情の種類 ･

数に関する知識が不足 している｡

2)感情測定に用いる感情語の選定基準の不明確性,不適切性

3)感情の測定用具に一貫性がなく,知見の蓄積が困難である｡

課題 :日帰納的な手続 きによる達成関連感情の整理 ･分類作業

2)信頼性が高 く,様々な研究用途に用いることのできる達成

関連感情の測定用具の開発

②機構

問題 :1)Weinerは,感情の喚起機構について,結果に対する主観

的評価 と原因帰属という二つの認知要因を示 した｡ しか し,

彼が提唱 した,結果依存一帰属依存 という概念は,喚起機

構における二つの認知変数の提案 というよりは.感情の分
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類概念 として受 けとめ られたo したがって.結果に対する

主観的評価 と原因帰属の喚起機構 における役割が十分に検

討されていない｡

2)結果に対する主観的評価については,操作定義にも確立 さ

れたものがな く,ほとんど実証的な検討がなされていない｡

課題 ‥達成関連感情の認知的規定因 として,結果に対する主観的評

価 と原因帰属 を位置づ け,それぞれが各達成関連感情に及ぼ

す影響 ,その場合の相互の関連などを組織的に検討する｡

③横能

問題 :Weiner理論は,特 に近年,感情の動機づけ機能 を強調 して

いるが,達成領域 における実証的検討が十分でない｡

課題 :1)認知-感情-行動 とい う因果連鎖 を想定することの妥当性

を検討 し,感情の動機づ け機能 に関するWeiner理論の仮

説が達成領域 において も支持されるか検証する｡

2)具休的 にどの達成関連感情が,動機づけへの促進的あるい

は抑制的機能を有するのか明らかにする｡

④構造

問題 :達成関連感情研究は,その多 くがWelner理論の影響下で展

開されて きたため,研究の動向には,Welner理論が主に問

題 と した喚起機構 の解明への偏向が認められる｡そ して,そ

れ以外のテーマ,特に感情の特徴や構造の解明を主題 とした

研究がほ とんどなされていない｡

課題 :達成関連感情の特徴 ･構造 を検討するため,次の四つの観点

か ら検討 を加 える｡

1.パー ソナ リテ ィからみた特徴
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2･内包的意味 (SD法による)からみた特徴 と構造

3･喚起強度からみた特徴

4･関係構造による検討

最後に,本論の章立て との関連において,抽出された各課題の検討の

進め方について述べた｡具体的には,｢分類｣を第2章,｢機構｣と

｢機能｣を第 3章,｢構造｣を第 4車で,それぞれ検討することにした｡

盈_⊇__垂

第2章では,まず 自由記述調査 によ り,達成場面での感情経験を表す

自然な表現の収集,哲理を行った (研究 1)｡その結果,成功場面57語,

失敗場面66語の感情語を得た｡

次に,これらの語を質問項 目として評定を求め,これに因子分析をほ

どこし,達成関連感情の因子構造を探った (研究 2)｡その結果,成功

場面5感情 (よろこび,おどろき,統制感 ･向上心,承認への期待,倭

越感),失敗場面 7感情 (不愉快 ･困惑,無能感,罰の予感,後悔,お

どろき.くや しさ,あきらめ)の計12感情を達成関連感情として抽出 し

た｡この内,承認への期待 と後悔は,これまでの研究で取 り上げられて

こなかったものである｡これによ り.帰納的手法による達成関連感情の

整理 ･分類作業の重要性が再確認された｡また,達成動機研究で良 も主

要な感情 とされてきた誇 りの感情は,それ自体でまとまった 1因子を形

成しなかった｡ここでは,達成にまつわる諸変数を,その ｢自己充実的｣

と｢頼争的｣という2t削面でとらえる堀野 (1987)の見解に基づ き,請

りの自己充実的側面が統制感 ･向上心に,競争的な側面が優越感に相当

すると解釈 した｡

さらに.感情語を尺度項 目とした達成関連感情測定尺度の構成を試み,

信頼性を検討 したところ,内的一貫性,再検査信頼性 とも十分な値を得
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たOそこで･以下の各章では,この尺度を一員 して用いることにより,

達成関連感情について総合的な理解を図ることに した｡

象旦量

第 3章では,達成関連感情の認知的規定因 と動機づけ機能に関する五

つの実証的研究を報告 したC

実証的研究に先立ち･まず.従来の諸研究で用いられた研究方法の分

析を行ったoその結敷 仮想場面実験 と実際の学業試験場面での調査 と

いう2種類の研究方法を,相互補完的に用いることが有益であるとの結

論を得た｡具休的には,まず仮想場面実験によ り,結果に対する主観的

評価及び原因帰属 と達成関連感情,学習行動,成績の間の関連について

組織的に検討する (研究 3-研究5)｡次に,仮想場面実験で得 られた

知見が,調査的研究 (研究 6-研究 7)によって も追認されるか否かを

検討するという形で研究を進めた｡なお,欧米での研究のほとんどが大

学生を対象とすることか ら.欧米 との比較検討の可能性を考慮 し,研究

対象は大学生を基本 とした｡ しか し,研究 7だけは,知見の適用可能性

という実践的関心 と,調査対象の年齢や課題の特質を越えた知見の安定

性の検討 という理論的関心の双方から,中学 3年生の数学学習を対象 と

した｡

検討の結果,喚起機構 に関 しては,以下の諸点が明らかとなった｡な

お.喚起機構に関する諸研究の結果は,T B̂LE5- i (TABLE3-16の

再録),TABLE5-2 (T B̂LE3-17の再録)のように要約できる｡

まず,結果に対する主観的評価は,一般的な正 ･負の感情 (よろこび.

不愉快 ･困惑)とおどろきの喚起に一貫 して影響を与えていた｡特に,

よろこびと不愉快 ･困惑については,原因帰属の影響が,すべての研究

を通して一切認められなかった｡このことから,この 2感情の喚起は,
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TABLE5-1 喚起機構に関する結果の概要

結果に対する主紋的評価 原 因 帰 属

研究4 研究5 研究6 研究7 研究3 研究5 研究6 研究7

成誓禦 び
おどろき
統制感 ･向上心
承認への期待
優越感

十 十 十
十 十 十

十

先箱 臥 困惑 † ↑
無能感 ↑
罰の予感
後悔
おどろき 十 十
くやしさ ↑
あきらめ ↓ ↓

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

十
†
十

十
†

運 ↑ 運 ↑
努力↑ 努力十 努力↑

他者↑
他者↓

能力↑ 能力↑

努力↑ 努力十
他者↑

努力↓
他者↓ 他者↓

一
一
一
一
一

①十は,促進的影響 (5%水準で有意)杏,↓は,抑制的影響 (5%水準で有意)を示す
研究6･7については･重回帰分析 (標準偏回帰係数)と相関係数の双方で有意となった ものを示 した
②-は.該当するデータのないことを表わす
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TA8LE5-2 原因帰属と達成関連感情

原因帰属 影響の与え方 成功感情 失敗感情

努 力 促 進

抑 制

能力･適性 促 進

抑 制

他 者 促 進

抑 制

運 促 進

抑 制

統制感 ･向上心 3,5,6 後悔 3,5,7
くやしさ 3

無能感 3,5.7

承認への期待 5 おどろき 5

優越感 3 あきらめ 3,5

おどろき 3,6 あきらめ 7

各感情の右側の数字は,その結果が示された研究番号を表わす
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もっぱら結果に対する主観的評価によって規定されることが明らかとな

った｡なお･この 2感情は･その内容から･一般的な正 ･負の感情 と考

えられた｡Weinerは･一般的な正 ･負の感情が,結果に対する主観的

評価によってのみ規定されるとしてお り,本研究の結果は,この点にお

いて全面的にWeinerの見解を支持するものである｡

なお,木研究では･結果に対する主観的評価について,｢事前の予想

点と実際の得点 とのずれに基づ く主観的な成功 ･失敗の程度判断｣と節

たに定義 し,実験操作や測定法も独 自に開発 した｡これを用いた検討結

果は･以上のように･理論的予測 とも一致するものであった.これは,

提案した定義や操作 ･測定法の妥当性を支持するものである｡

次に･原因帰属は,一般的な正 ･負の感情 と罰の予感以外のすべての

感情に彩管を与えていた｡この札 能力 ･適性帰属と無能感の関連,外

的 (他者･運)帰属 とおどろきの関連は,Weiner理論の予測や,欧米

での知見と一致するものである｡ また,誇 りの感情に相当すると考えら

れた･統制感 ･向上心 と優越感は.内的 (努力)帰属下で促進され,外

的 (他者)帰属下で抑制されていた｡これも,Weiner理論から予測さ

れる結果である｡一方,欧米 とは異なるものとしては,あきらめが運帰

属により促進され,他者帰属により抑制されるという結果を得た｡欧米

では,あきらめは,無能感 と同様に,能力 ･適性帰属によって導かれる

とされる｡また,本研究では じめて検討された後悔は,努力帰属によっ

て促進されることが明らかとなった｡

結果に対する主観的評価 と原因帰属の交互作用は,一切認められなか

った｡このことから,両者の感情への影響の与え方は,相互作用的なも

のではなく.それぞれが独立に各感情の喚起に関わることが明らかとな

った｡
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なお･Welnerが提唱 した結果依存一帰属依存 という観点は,感情の

分類概念 として も･限定っ きなが ら妥当であることが明 らか となった｡

本研究の結果か らは･よろこび,不愉快 ･困惑,罰の予感の 3感情が,

結果に対する主観的評価によってのみ規定されてお り,結果依存の感情

と見な し得る｡他方 ･統制感 ･向上心 ･優越感 ,後悔の 3感情は,原因

帰属によってのみ規定されてお り,帰属依存の感情 と言える｡

感情の動機づ け機能については,学習行動 と成績の 2つの指標を用い

て検討を行った｡その結果,以下の諸点が明 らか となった｡なお,感情

の動機づ け機能に関する諸研究の結果は,T B̂LE5-3 (TABLE3119

の再録)のように要約で きる｡

まず,学習行動は,よろこび･統制感 ･向上心 ,不愉快 ･困惑,後悔,

くやしさの 5感情か ら,一貫 して促進的彩轡を受 けていた｡ また.あき

らめは,学習行動 を抑制 していた｡認知 については,基本的には感情を

媒介として学習行動 に間接的に影響を与 えていた｡特 に,結果に対する

主観的評価の直接的影響 は.すべての検討を通 して一切認め られていな

い｡これ らの ことか ら,Weinerの主張する認知-感情-行動 という因

果連鎖を想定することの妥当性は,達成領域において も十分支持される

ことが明 らか となった｡

一方.成績 に対 して,感情は,基本的には学習行動を媒介 として間接

的に彩管を与 えていた｡唯一の例外は,おどろきの感情に関するもので,

成績に対 し直接的に,成功場面では抑制的影響 (研究 5)を,失敗場面

では促進的暑壬響 (研究 7)を与えている可能性が示された｡これ らのこ

とから.学業達成場面における動機づ け過程について,Weinerの主張

を拡張 し.認知-感情-行動-成績 とい う因果連鎖を想定することが可

能であると考 えられた｡
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TABLE5-3 感情の動機づけ機能に関する結果

学 習 行 動 成 績

研究4a 研究5b 研究7a 研究5a 研究6C研究7C

J

I
l

I

I

⊥
,
1T

十 十 十

十 ↑ ↑

↓ ↓ ↓

I

I

r

J

I

l

l

ー

十
･
ー

･l

①↑:促進的影響
↓:抑制的影響

†:学習行動を媒介とした間接的な促進的影響

1:学習行動を媒介とした間接的な抑制的影響
②-は,該当するデータのないことを表わす

③a:相関係数と重回帰分析の刃方において.結果が有意となったものを示した

L cb::諾冨霊芸篭 ;F諸 芸芸芸冨ftz墓孟宗吉宗票≡志蒜関係数の
双方において,結果が有意となったものを示した

④研究6では,学習行動に関するデータを得ていない
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なお,第 3童の検討を通 して･研究方法論に関 し,次のことが明らか

となった｡仮想場面を開いた実験に対 しては,現実の達成場面での現象

を反映 していないのではないかとの批判がある (McFarland& Ross,

1982)o しか し･本研究においては,仮想場面実験の結果 と実際の学業

試験場面での調査研究の結果はかな り一貫 していた (TABLE5- 1, 5

-3参照)o したがって･ しばしば危恨されるように,仮想場面での検

討が･実際の達成場面での現象を反映 していないとは考えにくい0

第4章

第4章では･次の四つの観点から,達成関連感情の特徴 .構造につい
て探索的な検討を試みた｡

①パーソナ リティからみた特徴 (第 1節 ‥研究 8- 10)

②内包的意味からみた特徴 と構造 (第 2節 :研究11)

③喚起強度からみた特徴 (第 3節 ‥研究12)

④関係構造による検討 (第 4節 :研究13)

その結果,以下の諸点が明らかとなった｡なお,第 4童で得られた結

刺ま,TABLE5-4 (TABLE4-11の再録)のように要約できる｡

まず節 1節では,パーソナ リティとの関連を手がか りに,達成関連感

情の特徴を調べた｡パーソナ リティ特性 としては,YG性格検査の12の

因子 (研究8),達成動機 (研究 9),Locusofcontrol,self-estee

m(研究10)を用いた｡

その結果,まず喚起機構を中心 とする従来の研究においては,その共

通性が主張されてきた,成功 ･失敗両場面のおどろきに関 して,相互に

異なる面のあることが明らかとなったC成功時のおどろきは,現実性の

なさや抑留性,低いself-esteemと関連を持つ,成功感情中,異色の存

在であることが示された｡一方.失敗時のおどろきについては,このよ
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TABLE5-4 達成関連感情の特徴と構造

パーソナリティとの関連 内包的意味 喚起強度 関係構造

感情 研究8 研究9 研究10 研究11 研究12 研究13

成功場面
よろこび S~.
おどろき D+,C+,Ⅰ十,0+,G~,A~
統制感 ･向上心 Co~
承認への期待 Co~
優越感
失敗場面
~不倫硬 ･同窓 Ⅰ+
無能感 Ⅰ+,D+,S一
罰の予感 Ⅰ+,D◆
後悔 Co~
おどろき Ⅰ+,C+
くやしさ Ⅰ+
あきらめ

競+

自~
読+

自'.読+

競十
日+
競十
日'.競'

快,覚醒,支配
SE~ 快,服従
LOC+ 支配

快,覚醒
快

ES一

十

C一
C

0

E

0

L

S

L

SE-

快
快
快
醒
快
快
快

不
不
不
覚
不
不
不

従
従
艮
nZ仇

DHりHHH

覚醒.支配
無覚醒,服従

T⊥
Ⅱ

丁
⊥
¶
山

Ⅱ

T
⊥
竹
山

Ⅱ

I

I

l

¶
山

H
ML
MH
L
ML

MH
ML
L
MH
ML
MH
ML

①添え字の±は,そのパーソナリティ特性との相関係数の符号を表わす｡
②研究8における英字は,YG性格検査の各因子を表わす｡
③白:自己充実的達成動機,競 :競争的達成動機,LOC:Locusofcontrol,SE:self-esteem
④研究12における英字は,喚起強度の平均値をもとに,以下の基準による｡
II:8･0以上 MH:7･0以上8･0未満,MM :6.0以上7.0対敵 ML:5,0以上6.0未満,L:5.0未満
⑤I:その感情が第1クラスターに属することを示す｡Ⅲ:その感情が第2クラスタ-に屈することを示す｡
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うな関連 は見出せなかったo喚起機構の解明にのみ偏 りすぎた,従来の

研究動向への反省をせ ま り,同時に特徴 ･構造を検討することの意義を

示す結果 と言える｡

その一方で,成功場面の統制感 .向上心 と失敗場面の後悔のように,

成功か失敗か とい う場面 を越 えて,同様の特質を有する感情のあること

も確認された｡

以上のことか ら,達成関連感情の検討 においては,表面的に同 じ表現

の感情であるか どうかや ･ 喚起場面が成功か失敗かという分類は,必ず

しも絶対的な意味合いを持たないことが明らか となった｡

また,従来 よ り指摘されて きた達成動機 と感情喚起 との関連は,おお

むねにおいて支持 された｡

第2節では･SD法を用い,内包的意味の観点から,達成関連感情の

特徴と構造を調べた｡検討 に先立ち,快 一不快,覚醒 一無覚醒,支配 一

服従の3次元に対応するSD尺度 を開発 した｡この3次元は,Osgood

らの評価 ･活動性 ･力量や,Schlosberg他によって指摘されてきた感

情の3次元 (快 一不快,賦活水準 ･注 目一拒否)に相当する｡この 3次

元の枕点から検討を行った結果,次のことが明 らかとなった｡

まず･喚起場面の成功 ･失敗が,感情の快 一不快を規定 していた｡成

功感情には快の特質が,失敗感情 には不快の特質が示された｡唯一の例

外が後悔であ り,この感情が,失敗の持つ不快性への合理的,適応的対

処と関わ りのあることを示 している｡

L 次に.覚醒 -無覚軽次元 については, くや しさやよろこびに覚醒の特

同一の感情を表す感情語間で,結果 にばらつ きがあった｡ これについて

は.質的にはほぼ同種で も.喚起強度の異なる感情経験の存在すること

i
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を示すものと解釈 し,さらに第 3節で検討を加 えることに した｡

最後に,支配 一服従については,第 3章や第 4車第 1節での知見 と整

合的な結果が多数得 られた｡支配の特質は,動機づけを促進する感情

(よろこび,統制感 ･向上心 ,くや しさ)に認め られた｡他方.服従の

特質は･抑留性や低いself-esteemを伴 う感情 (成功時のおどろき,無

能感･罰の予感･あ きらめ)に示 された｡このことか ら,達成関連感情

の特徴 ･構造の把握においては,支配 一服従の次元が,最 も包括的で主

要な次元 と考えられた｡

以上の結果から･これ ら感情一般 について考案 された 3次元が,達成

関連感情の構造検討 において も有効であることが明らか となった｡

第3節では,達成関連感情の喚起強度 を検討 した｡

その結果･第 2節の覚醒 一才無覚醒次元に関する結果 と同様 に,同一の

感情を表す感情語間において も,喚起強度の高低に,ば らつ きのあるこ

とが明らかとなったoこれは,質的にはほぼ同種でも,喚起強度の異な

る感情経験の存在することを示 している｡

また,感情語によるば らつ きがある一方で,感情ごとにある程度のま

とまりのあることも明らか となった｡そこから各感情の特質 を探 ったと

ころ,内容的あるいは横能的に類似の特質を有する感情には,喚起強度

についても同程度の値を示すもののあることがわかった｡成功 ･失敗両

場面のおどろき,統制感 ･向上心 と後悔 ,承認への期待 と罰の予感の3

組が,それぞれ同程度の喚起強度であった｡

また,動機づ けを促進する感情については,いずれも喚起強度が高か

った｡

さらに.他者にまつわる感情の喚起燕度は,相対的に低いことが明 ら

かとなった｡そ して,その中では友人.級,教師の順に,関わる感情の
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喚起強度が高かった｡

第4節では.研究 2のデータをもとにクラスター分析を行い,12の達

成関連感情の関係構造を検討 した｡

その結乳 達成関連感情は･達成そのものへの積極的関与を示す諸感

情と･達成自体には消極的 ･悲観的であると同時に,他者からの評価を

強く意識する諸感情の二つのまとまり (クラスター)によって,その構

造を把握 し得ることが明 らかとなった｡なお･第 3節における支配一脂

従次元は･ここに現れた二つのクラスターを結ぶ軸に対応 していた｡こ

のことから,支配 一服従次元が･達成関連感情の構造把握において,良

も包括的で主要な次元であることが明らかとなった｡

以上のように･木研究においては,①達成関連感情を12の感情に整理

･分類 した上で･これを測定する信頼性の高い尺度を開発 し,②結果に

対する主税的評価 と原因帰属 という感情喚起における主要な認知的規定

因のはたらきを解明 し,③達成動機づけに対 して,促進的 ･抑制的に機

能する感情を明 らかにし,④達成関連感情の特徴 ･構造に関する基礎的

資料を蓄積することができた｡

このことから,本研究を通 して,学業達成場面における学習者の感情

経削 こついて･本格的な検討を展開するための基本的条件整備がなされ

たと考えることがで きよう｡

5-2 今後の課題

最後に.本研究の限界 と,そこから導かれる今後の課題について述べ

る｡

ます,発達的研究が今後に要請される｡木研究では.研究 7を除き,

すべて成人 (大学生 または専門学校生)を被験者 とした｡これは,欧米
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でなされた研究の多 くが成人を対象 としてお ｡･欧米 との比較の可能性

を考慮 した場合,まず成人を対象 としたデータが十分蓄積する必要があ

るとの判断によるo この判断は･達成関連感情に関する研究が,いまだ

初期段階にある我国においては･とりあえず妥当なものと言える｡ しか

し･成人を対象 として得 られた木研究の知見が,他の年齢段階にも,ど

のくらいあてはまるかは不明である｡特に,結果に対する主観的評価や

原因帰属には,認知発達の影響が大 きいと予測される｡原因帰属の発達

について検討 した速水 (1990)は･小学生段階では,成人にみられるよ

うな合理的な原因判断は困難であ り,小学生について原因帰属をベイス

にした動機づ け過程を想定することには撫理があるとしている｡また,

結果に対する主観的評価 については･発達的検討がなされておらず,そ

の発達については一切不明であるOただ･研究 7で示されたように,中

学3年生については･大学生 を被験者 として得た結果が追認されていた｡

したがって･少な くとも中学生段階では･結果に対する主観的評価と原

因帰属について,成人 とほぼ同様の認知的処理を行い得 うと推測される｡

また･達成関連感情そのものの発達についても関心が持たれる｡

第 2に･達成関連感情の動機づけ機能について,よ り多様な指標を用

いた検討が望 まれるo例えば,研究 7では.学習時間の自己報告を用い

たが･そこでは･その学習の質や具体的な学習行動の内実は一切考慮で

きていない｡ しか し･達成動機の2側面 との関連の検討でも明らかとな

ったように,達成の志向性によって喚起される感情は異なる｡したがっ

て･同程度に高い学習行動が感情によって誘発されたとしても,喚起さ

れる感情の特質に依存 して,採られる学習行動の質が異な り,その結果

として成立する学習の質にも大きな違いのあることは十分予測される0

筆削子動の質的通いに関 しては,学習方略や処理の深さの問題との関連
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で･近年･動傍づけ研究の分野においても高い関心が寄せられている

(DWeCk･1986)Oより多様な指標を用い,学習行動の内容的側面にま

で踏込んだ分析を行 うことにより･学習の質を射程に入れた動機づけ研

究の文脈で･感情の果たす役割を考察することが可能となるであろう｡

第3に,結果の一般化にも一定の制限が必要である｡例えば.高校生

を対象として研究 6, 7と同様の調査研究を行った相川 ら (1985)は,

数学と国語では原因帰属 と感情の関係が異なると報告 している｡また,

一回の物理の試額の中で も･記憶のみによって解答可能な問題と,思考

力を要求される問題 とでは,原因帰属 と統制感,試験成績 との関係が異

なってくることを示す研究 もある (大村 ら,1986)｡また,速水 (1980)

は,高校の定期試験 と大学入学試験 とでは,原因帰属パ タンが異なるこ

とを報告 しているo このような,達成課題や達成場面の違いによる,動

機づけの媒介過程における様相の変化の可能性を考慮することは,知見

の実技への適用を考えた場合,特に重要であると思われる｡そのために

は･今後,様 々な教科や学習内容を対象に.また取 り扱 う達成場面のバ

ラエティをも広げて,さらに検討を重ねることが重要であると考えられ

る｡
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3)成功時の感情についての調査･失敗時の感情についての調査 (研究5 :例)

4)中間試験についてのアンケート (研究6)

5)中間試験についてのアンケート･数学の地熱 こついてのアンケート (研究7)

6)成功 ･失敗時の感情についてのアンケート(研究8-10)

7)自己概念についてのアンケート (研究9)

8)自己概念についてのアンケート (研究10)

9)感情語のイメージについての調査 (研究11:帆)

10)感情の強さについての調査 (研究12)



成功 ･失敗時の感情についての調査

(研究 1)



成 功 一 失 敗 ｡寺 - - 情 に つ い て の 調 査

- 学部ー 学科一 年 (男 ･女 ) 才

*この調査は､みなさんの高校生の頃の経験についておききするものです｡壷塵
生型頃の経験をよく思い出して質問Ⅰ.a.に答えてください｡

Ⅰ･ あなたの高校生時代の経験の中から､ ｢自分にとって大事な科目の定期試験

(中間試験 ･期末試験)で去11成績をとった｣という経験としてもっとも印象深

いことを思い出してください｡思い出すことができたら､以下の質問に答えてく

ださい｡思い出すことができない､そういう経験がない､という人は ｢そういう

ことがあったとしたらどうであったか｣と考えて D.の質問にのみ答えてくだ
さい｡

A. それはいつごろのことですか｡

B. それは何の科目のどのような試験でしたか｡

C. なぜその時のことが印象に残っているのですか｡



D･ よい成績をとって､あなたはどのような気持ちがしましたか｡あなたなりの表

現でいいですから､その時に感じた気持ちを10のことばで表わして下さい｡

①



ロ･ 今度は､あなたの高校生時代の経験の中から､ ｢自分にとって大事な科目の定

期試験 (中間試験 ･期末試験)で辿 成績をとった｣という経験としてもっと

も印象深いことを思い出してくださいo思い出すことができたら､以下の質問に

答えてくださいo思い出すことができない､そういう経験がない､という人は

｢そういうことがあったとしたらどうであったか｣と考えて D.の質問にのみ
答えてください｡

A. それはいつごろのことですか｡

B. それは何の科目のどのような試験でしたか｡

C. なぜその時のことが印象に残っているのですか｡



D･ わるい成績をとって､あなたはどのような気持ちがしましたか｡あなたなりの

表現でいいですから､その時に感じた気持ちを10のことばで表わして下さい｡

①

②

③

㊨

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

*これでおわりです｡御協力ありがとうございました｡



成功 ･失敗時の感情についての調査

(研究 2)



成 功 一 失 敗 時 - - 情 に - - て の 綱 査

一 学部- 学科- 年 (罪 .女 ) ～ 才

‡ この討至は･みなさんの高校生の頃の経軌 こついておききするものです｡直艮生色頃の朋
をよく思い出 して質問Ⅰ･皿･に苔えてください｡

l･ あなたの高校生時代の経版の中から･ ｢自分にとって大事な科目の定期試嶺 仲 間試験 ･糊
末試額)で去り成頴をとった｣という桂坂としてもっとも印象深いことを思い出してくださ
い｡思い出すことができたら､以下の質閲に答えてください○思い出すことができない､そ
ういう経験がない､という人は ｢そういうことがあったとしたらどうであったか｣と考えて
D.の質問にのみ答えて ください｡

A. それはいつごろのことですか｡

8･ それは何の科目のどのような試験でしたか｡

C･ なぜその時のことが印象に残っているのですか｡



D･ よい成樺をとって､どのような気持ちがしましたか｡その時に感 じた気持ちとして､以下の
項目に示された､気持ちを表すことばや文が･どのくらいあては まるかを考えて､適当なと
ころに○印をつけてください｡
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ま
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と
て
も

あ

て
は

ま

る

I. よかった

2. わーい

3 優越感

4 がんばったからなあ

5. 自信がつく

6 次はどうなるかと不安

7. 信じられない

8. 先生にはめられるぞ

9. 他の人の成績はどうだったんだろう

10 通信簿が楽しみ

ll. 夢のよう

12. 予想通りだ

13. 穀に感謝したい

14. てれくさい

15. がんばったかいがあった

16. よろこび

171 得意な気持ち

18. うっそ-

19 最高

I1--- A--1--A-I---I--H l- H I

l一一一一一ト ー--1l- - ト =一一卜 - -1

トー---ト ー=-卜 --1卜一一一-トーーーtI

l--1一卜-H1--- I--- J--1lI

l一一一一一ト - -JH--I-一一一一卜 - -I

ド - -卜 一一一一卜 HHト ー一一一ト ー一一一i

ト ーー- I--一一ト I1--ト ー一一-ト ー日ーl

ト ー--IlH一一一ト ー一一ト ー---ト ーーー-I

1---一一ト ー一一一ト ー一一一ト ー一一一ト ー一一一I

II----I-----ト ー--卜 -一一一卜 ---1

ト ー一一-ト 日日IlHH I----l一一日-I

ト ーー-1 -----ト ー-1一ト ーI1-l一一--L

I---- I-一一1 ---一一ト ーーーIl一日一一l

I--I-J----1-I---J----[---ll

J一一一一1 ----ト ー一一1 -----ト HH l

ド -- I一一一一一ト ー1--I--一一ト ー--I

I-----ト ー1--ト ー一一1 I----I---I

(-----卜 ---l---lH-H J---1

l----I-----)----IH-I-lH--l



20 友達には知られたくない

2L 今度bがんばろう

22. 明るい気持ち

23.Sa

24 安心した

25. 先生によろこんでもらえる

26. 誇らしい

27. やればできるんだなあ

28, もっといい成績がとれたかも

29. びっくりした

30. はやく銀に見せたい

3L ラッキー

32 うれしい

33. 本当かなあ

34 このくらいはあたりまえだ

35. 友達にどう思われるだろうか

36 親にはめられるぞ

37. 薬しい

38. がんばってよかった

39. 意外だ

40. うきJ:)き
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41. もう下がらないようにしたい

42 やった-

43.先生に感謝したい

44. 自分の勉強の仕方は正しい

45 バンザーイ

46.満足

47. 迎がいい

48. すごい

49.親によろこんでもらえる

50. そう快

51.今度はもっとがんばろう

52 どうしてだろう

53.気分がいい

54. ほっとした

55. 日慢したい気持ち

56. 自分は帝がいい

57. この調子でずっといきたいなあ
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J-- 一ト ー一日 l-- ∫-- -l- --I
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IH--1-I---ト ーー-1 一一一一一l--1一一J

ド-一一ト ー一一一ト ーー- ト ー一一一ト ー一一一I

f---I-l----l--I-I---- J---l

A--一一ト ー一一一ト ー1-1ト ー--卜 1---1

ト ー一一1 I---J-一一一1 -----I----1

I---1 -1---卜 =一一I-一一一1 -----J



ロ･ 今度は､あなたの高校生時代の- の中から､ r自分にとって大事な科目の定抑 墳 仲 間
試験 ･糊末試験)でね坐 成横をとった｣という経験としてもっとも印象深いことを思い也
してください｡思い出すことができたら･以下の質問に答えてください｡思い出すことがで
きない･そういう経験がない･という人は ｢そういうことがあったとしたらどうであったか ｣
と考えて D･の質問にのみ苔えてください｡

A. それはいつごろのことですか｡

B･ それは何の科目のどのような試験でしたか｡

C･ なぜその時のことが印象に残っているのですか｡



D ･ わるい朋 をとって･どのような気持ちがしましたか ｡その時に感 じた気持ちとして.以下
の朋 に示された､気持ちを表すことばや文が､どのくらいあては まるかを考えて､適当な
ところに○印をつけてください｡
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て
も

あ

て

は
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る

1. いやだなあ

2 がんばらなければ

3. もう一度や り直 したい

4. くそ-という気持ち

5 みじめ

6. しまった

7. びっくりした

8. 先生に腹がたつ

9. できた人が うらやましい

10. がんばってもだめなんだ

ll. 忘れたい

12. やっぱり

13.穀に申し訳ない

14. 悲 しい

15. どうしてもっとがんばらなかったのか

16･ 人に知られたくない

17. 親におこられる

18. 信じられない

19. っらい

20.ショック

21･ もう下がらないように したい
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22 もうだめだ

23. こんなことならやらなければよ かった

24. 先生に申し訳ない

25 がんばったのになあ

26. はすかしい

27.親になんて言おう

28. どうしてだろう

29. がっかり

30.今度はがんばろう

3J.絶望

32 後悔

33.信じたくない

34.がんばればもっとやれたのに

35.親に見せたくない

36. しかたがない

37. くやしい

38.退懲

3g 情けない

40. まさか

41. できた人への嫉妬

42.先生におこられる

43. まずい

44,残念

ト ーーH I- 一一ト ー-ll-----ト ー一一l
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45. 自分は頚がわるい

46. あぜん

47 あーあ

48. みっともない

4g. とりかえしがつかない

50 自分はなんてだめなやつなんだ

51. どうしよう

52. ひとりになりたい

53.劣等感

54. 雑に膿がたつ

55. 自信がなくなった

56 もっとがんばればよかった

57 憂うつ

58. こまった

59. 他の人の成績はどうだったんだろう

60. 請ちこむ

61 泣きたい

62. ちくしょう

63. まあいいや

64. ひどいなあ

65･ 次はどうなるかと不安

66. こんなものだろう
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い い目 I一一一一一J--一一ト ーー一一ト ー‥-I
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*これでおわりです｡御協力ありがとうございました｡



成功時の感情についての調査

失敗時の感情についての調査

(研究 5 :例)



成 功 時 - - 情 に - - て の 調 査

一 学部ー 学科- 年一 才 (男 ･女)

あなたは重要な試験でよい成績を取った時,どのような気持ち,感情を感じます

か｡この調査は･試験でよい成績を取った時のような,学業達成場面での成功に対

して,人がどのような気持ちや感情を感じるのかを聞くためのものです｡

以下のページには･ある高校生の定期試験の成績について記述した短い文章が書

かれています｡文章を読み･それぞれの場面の様子を思い浮べてくださいDそこで

描かれている場面と似たような経験が自分にもある場合には,その時のことをよく

思い出して参考にしてください｡様子を十分思い浮べることができたら,質問に答

えてくださいoなお,回答に際しては次の点に注意して下さい｡

①あなたが文章からいだいたイメージにそって答えていただくものですから,

｢正答｣｢誤答｣といったものはありません｡あまり深く考えこまず,｢感じ｣
で答えていただいて結構です｡

②すべての解答は6段階で行ないます｡

③回答は質問項目の順序にそって行なって下さい｡また,必ず,すべての項目に
ついて回答して下さい｡

*回答例
ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な

い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な

い

や
や
あ
て
は
ま
ら

な

い

や
やあ
て
は
ま
る

か

な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

1. 明るい気持ち ･･

それでは,はじめて下さい｡

トID - 十 一一一- 一一ト --l



今日･A君の通っている高校では･先日行なわれた定期試験の答案が返却されま

す｡A君はある科目の試験成績が気がかりでした｡というのも.その科目の試験成

績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要なことだったのです｡A君の名前が

呼ばれ･先生から答案が手渡されました｡A君は答案を受け取ると,まっさきに成

辞 (点数)を見ました｡A君の成績は旦嘘 で･これはA君が予想していた60点より

タ三空 聖 ､成苧アシf:0.,?軍は子の成損の原因につ芦 南 ,~よ(-努jjL'il壷壷
していたから･このような結果になったのだと思いました｡

1･この晩 A君はどのような気持ち･感情を感じたと思いますか｡以下の項目の

それぞれについて･それがその場面で感じるであろう気持ち,感情としてどのくら

いあてはまるかを考えて,あなたがもっとも適当であると思うところ1箇所に○を
つけて下さい｡

1. やった- -

2 意外だ -･--･----

3. がんばったかいがあった ･

4. 親にはめられるぞ -･･-･

5. 他の人の成績は

どうだったんだろう ･-

6. うれしい ･･-･--･--･

7. 本当かなあ ･･--･･･-･･

8. 先生によろこんでもらえる

9. がんばったからなあ ･--

10 自慢したい気持ち -
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IH--ト ー-- ト ー一一一L1---ト ー一一一l

ト ー一一一ト ー一一1 ----1 -----ト ー一一一l

I-I---J---ト ー一一一l----ト ー一一一I

E--- 卜 1-I-l一一一- I-----l一一一一一l

I-一一一l-ll-1 -----ト ー--JH--I

A--- I----1 ---- A-I--I-----I
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∫-----l--- ト ー-一一ト ー--JHHlI

l---1 -I--I-----r---1J1---I

J-I--ト ー一一1 ---ト ー--ト ー一一-I



ll. 信 じられない ･･--.‥.‥

12. 気分がいい -･･-‥.‥.‥

13. はや く親にみせたい ････-

14. がんばって よかった ･････.I

15･ 次はどうなるかと不安 -

16. よろこび --･

17. このくらいはあた りまえだ ･

18. うっそ- -

19. よかった -----･･･--

20. 親 によろこんでもらえる ･-

21. 今度 もがんばろう -･

22. 友達にどう思われるだろうか

23. やればできるんだなあ -

24. 自分は頭がいい --･---

25. 先生にはめ られるぞ ･---

ま

っ
た
く

あ

て
は
ま
ら
な

い

か
な
り

あ

て
は
ま
ら
な

い

や
や

あ

て
は
ま
ら
な

い

や
やあ

て
は
ま
る

か
な
り
あ

て
は
ま
る

と

て
も

あ

て
は
ま
る
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l-一一- ト ー-一一J--- I一一一--I--- I

ト ー一一1 ---ll --- ト ー--ト ー---I
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2･次回の同じ科目の定期試験へ向けてのA君のと り くみについて,あなたの予想
をおうかがいします｡選択肢の中から･あなたがも っ とも適当であると思うものを
~つ選び･その番号に○をつけて下さい｡

次回の定期試験へ向けて･A君は試験勉強を,
①とてもがんばってやると思う｡

②かなりがんばってやると思う｡

③まあまあがんばってやると思う｡

④あまりやらないと思う｡

⑤ほとんどやらないと思う｡

⑥まったくやらないと思う｡

3･次回の同じ科目の定期試験でのA君の成績は何点くらいになると思いますか｡
あなたの予想点を100点満点で記入して下さい｡

( )負

*これでおわりです｡御協力ありがとうございました｡

I



失 敗 時 - - 情 - 一つ - て の 調 査

一 学部一 学科一 年h 才 (男 ･女)

あなたは重要な試験でわるい成績を取った時,どのような気持ち,感情を感じま

すかoこの調査は･試験でわるい成紙を取った時のような,学業達成場面での成功

に対して･人がどのような気持ちや感情を感じるのかを聞くためのものです｡

以下のページには･ある高校生の定期試験の成績について記述した短い文章が書

かれていますo文章を読み,それぞれの場面の様子を思い浮べてください｡そこで

描かれている場面と似たような経験が自分にもある場合には,その時のことをよく

思い出して参考にしてくださいo様子を十分思い浮べることができたら,質問に答
えてください○なお,回答に際しては次の点に注意して下さい｡

①あなたが文章からいだいたイメージにそって答えていただくものですから,

｢正答｣｢誤答｣といったものはありません｡あまり深く考えこまず,｢感じ｣
で答えていただいて結構です｡

②すべての回答は6段階で行ないます｡

③回答は質問項目の順序にそって行なって下さい｡また,必ず,すべての項目に
ついて回答して下さい｡

*回答例
ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な

い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な

い

や
や
あ
て
は
ま
ら

な

い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

1. みっともない --

それでは,はじめて下さい｡

ト ー一一9 ---ド----ト ー一一一 一一l



今E7･A君の通っている高校では･先日行なわれた定期試験の答案が返却されま

す｡A君はある科E]の試験成績が気がかりでした｡というのも,その科目の試験成

績がよいか･わるいかは彼にとってとても重要なことたったのです｡A君の名前が
呼ばれ･先生から答案が手渡されましたoA君は答案を受け取ると,まっさきに成

績 (点数)を見ましたoA君の成絹は40点で･これは旦星垂池 三いた45点よ且

もすこしだけわるい成績でした｡A君はこの成績の原因について考え,白金旦呈旦
科目の勉強に適性が地 ,このような結果になったのだと思い
ました｡

1･この時･A君はどのような気持ち･感情を感じたと思いますか｡以下の項目の

それぞれについて,それがその場面で感じるであろう気持ち,感情としてどのくら

いあてはまるかを考えて･あなたがもっとも適当であると思うところ1箇所に○を
つけて下さい｡
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1. 情けない

2. 親におこられる -･･-･.I

3. もっとがんばればよかった

4. 信 じられない -----･

5. 自信がなくなった ･･-･･

6. くやしい -------･

7. こんなものだろう ---･

8. 先生に申し訳ない ---

9. どうしてもっと

がんばれなかったのか ･

lo. くそ-という気持ち -

11 びっくりした --

I----I---1 ----I--一一一J---- 1

ト ー--ド -- ト ー一一一ト ー1-1 -----i

I--- A----I----l-I--I1----I
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J-I--ll-一一一ト ー一一一ト ーー- ト -H l

l一一一‥1--日-I---L-一一lI一一一一一l

l---- I---J--- I----I--- I

ト ー一一Il---ト ー一一一1-----I-一一一-J

ト ー一一1 ----1 -----ト ‥-ll---J

l一一一一一l一一一-1 -I--l-一一一-l---I
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12. 最悪 ---･････-･-

13. やっぱり ･---･----i

14. 劣等感 -･･････-･--･

15. がんばればもっとやれたのに

16. がっかり ･･----･

17. 親に申し訳ない ----

18. どうしてだろう ---

19. ショック ---･

20. 自分はなんて
だめなんてやつなんだ ･

21. あぜん -----･･---･

22. 今度はがんばろう -･････-

23 まあいいや ･--･-･-･-･

24. 悲 しい ･-

25. 先生におこられる ･-･--･

26. ちくしょう ･-･･-

27. 自分は頭がわるい ･-･-

ト ー一一ーl-I-1 ---ト ー一一一ト ーー一一I

ト ー一一一ト ー-一ト ー一一一ト---ト ー--1

I----l--I- l----J1--- 1---ll

卜 -一一ト ーー- ト ー一一一ト ー一一一ト =- l

ト ー一一一1----1ト ー一一一ト ーー-ーI----I

ト ー一一一ト ー一一一l一一一一一ト ー一一1 -----l

IH---J---I--- l---1 ----l

J---1 ---A-l一日一一ト ー---I---1

卜 一一一一ト ー-I-ド ---ト ー--ド---Al

I--1 ---Ill--一一卜 --1--1--1

ト ー一一1 --日-l---J--ll -----E

ト ー--l---l-一一一一l一一---l---1

I---- A-----l-一一一卜 -- ト ー‥-1

l---- I---l---H l--- l-I--1

J1---I-----(--- J---l---1-I

l一一一一一l--=-E一一一一一卜 --1 ----I
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28. 親にみせたくない

29 いやだなあ ･･--･･-･

30. しかたがない ･---

31. まさか -･

32. がんばってもだめなんだ

33. 残念 ･--

34. がんばらなければ ･--

l-一一--l一一一一1 -----卜一一-ド- -l

l-一一一ト ー一日1----1トー-- 1--- 1

I-----トー一一1 ---l---l--- I

IH-- I---I--一一一l--- トー--1

I-I-1卜-一一トー一一-トー一一一I---1

rl-一一一トー--ド一一- トーー- 1---- l

l--H l-I-- l-----I--- I--1-i

2.次回の同じ科目の定期試験へ向けてのA君のとりくみについて,あなたの予想

をおうかがいします｡選択肢の中から,あなたがもっとも適当であると思うものを

一つ選び.その番号に○をつけて下さい｡

次回の定期試験へ向けて,A君は試験勉強を,
①とてもがんばってやると思う｡

(診かなりがんばってやると思う｡

③まあまあがんばってやると思う｡

④あまりやらないと思う.

6)ほとんどやらないと思う｡

⑥まったくやらないと思う｡

3.次回の同じ科目の定期試験でのA君の成続は何点くらいになると思いますか｡

あなたの予想点を100点満点で記入して下さい｡

( )負

*これでおわ りですC御協力ありがとうございましたo



中間試験についてのアンケー ト

(研究 6)



[日 間 試 験 に - い て の ア ン ケ ー ト

学籍番号

このアンケートは･心理学の中間試験結果を受取った ｢全些｣｢互生左旦｣気持ち
や考えについておたずねするものです｡今,あなたが感じているまま,考えているま

まに正直に答えて下さい｡アンケートは全部で7ページあります｡よく読んで,指示
に従って質問に答えて下さい｡

A･心理学の試験結果は,あなたにとって ｢成功｣でしたか,それとも ｢失敗｣でし
たかOいずれか一方を選び,その番号に○をつけて下さい｡

(1)成功である

(2)失敗である

B･心FJ!学の試験結果は,あなたの ｢予想｣と比べてどうでしたか｡(1)～(7)の中か
ら1つを選び,その番号に○をつけて下さい｡

(日 予想よりずっとよかった

(2)予想よりかなりよかった
(3)予想よりすこしだけよかった

(4)だいたい予想通り

(5)予想よりすこしだけわるかった

(6)予想よりかなりわるかった

(7)予想よりずっとわるかった



C･ものごとがうまくいったり,うまくいかなかったりする時には,その原因として
さまざまなことが影響しているものですo今回の心理学の中間試験でのあなたの成績
には,どんなことが影響したと思いますか｡次の5項目のそれぞれについて,それが
あなたの成績に･どの程度影響したか,または影響しなかったかを6段階で評価し,
適当なところに○をつけて下さい｡

*回答例

1. 自分の勉強の要領のよさ

*それでは,回答して下さい

1. ふだんからの学習態度 -･

2. 自分の能力 -･

3. 先生の指導の熱心さ --･

4. たまたまの運のよさ ･わるさ

5. 試験前日の努力 ･-･･--
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I-一一1 ----1 ----I---- I-一一一一I

E1--- l--- ド -I--l-I-- ll-I--I

I--H l一一一日 I---ll一一一一1 ---- E

E-----l--- -J---- I--- [---I

ト ー一一一ト ー一一一l一一一一1 -----l一一一一一1



･x･質問Aで "(2)失敗である"を選んだ人は,質問E (5ペ～ジ)に進んで下さい｡

D･心理学の試験結果を受け取って･今,あなたはどのような気持ちですか｡以下に
示された気持ちを表す言葉や文が･今のあなたの気持ちとして,どのくらいあてはま
るかを6段階で評価し･適当なところに○をつけて下さいO
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1. やった- ---･

2. 意外だ ･---･

3. がんばったかいがあった

4. 親にはめられるぞ =･-

5. 他の人の成績は

どうだったんだろう ･

6. うれしい -･

7 本当かなあ -

8. はやく親に知らせたい ･

9. がんばったからなあ ･-

10. 日博したい気持ち --･

ll. 信 じられない

12. 気分がいい ---･･

13. はやく親にみせたい

14. がんばってよかった ･

ド -一一L-一一- ト ーー- ト ー-- I----L

l----l---ll---ト HH J-一一一-L

ド-H lH一一1 -日一一トー--l-=-1

トー一一一IH一一一J-一一一卜---l---1

I--一ト ー-一一J---トー-一ト ー--1

lH一一一lHH-1一一一日 ト ー一一一ト ‥H l

l---ト=一一11-- r----I-一一-1

巨 1---l-一日トー-一トー--I--- E

ト ー一一一l--- ト ー-- ト 日 日 ト ー一一一l

ト ー一一1-----巨一一一一l一一一一一ト ー一一一1

卜 一一一一卜 一一一一ト ー一一一ト ー一一一トー=-1

lH--IH一一一ト ー一日トー-一トーーHI

l一一一日ト ーー- トー-一一ト ー--L----1

I-- l-- 1 ---- ト ー-一トー一一一1
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15･ 次はどうなるかと不安 ･･･-

16. よろこび -

17. このくらいはあたりまえだ ･

18. うっそ- ---･----

19. よかった ･-･･---･-

20. 薫別こよろこんでもらえる -･

21. 今度もがんばろう -･･--･

22. 友達にどう思われるだろうか

23 やればできるんだなあ -

24. 自分は頭がいい

25. 親に感謝したい ---･

トー一一一ト-1一トー日 JHHlトーH I

J----トー一一一トー一一一1-----J-一一一l

I-I- I----E-- J- - lM H J

l----トー山一F一一-=11---1-- -1

I-一一--llH-IFH一一一tH一一｣ -一一-l

トー一一ートーー一一ト--1 ---ト- -1

ド--一トー～-1 ----1-I--l--一一-1

トーー-I---トー-1 ---J---1l

l- - -トー--トー一一111----トー-I-1

トー-- F一一一一一I----I--日l-----1

ド-一一一トーtH I一一一一一E一一一- l一一一一一1

※質問Aで "(1)成功である"を選んだ人は,これでおわ りです｡どうもごくろうさ

までした｡



E･心理学の試験結果を受け取って･今･あなたはどのような気持ちです かo以下に
示された気持ちを表す言葉や文が･今のあなたの気持ちとして,どのくら いあてはま
るかを6段階で評価 し･適当なところに○をつけて下さい｡
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1. 情けない .･--････････-･

2. 親におこられる ･･･---

3. もっとがんばればよかった ･

4. 信 じられない ･---

5. 自信がなくなった ･---

6. くやしい

7. こんなものだろう -･

8. 先生に申し訳ない ･=･･-

9. どうしてもっと
がんばれなかったのか -･

10. くそ-という気持ち ---･

ll. びっくりした ･

L2. 巌悪 ･･-･----････1

13 やっぱり -------

14. 劣等感 ---･

15. がんばればもっとやれたのに

上 り一一ト ー-一トー--一トー--1-- -I

トー--I--一一J----lH-I-I-HH L
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ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と

て
も
あ
て
は
ま
る

16. がっかり ･･-

17. 親に申し訳ない ---･

18. どうしてだろう ---･

19. ショック -..･

20. 自分はなんて
だめなんてやつなんだ

21. あぜん ---･･---･

22. 今度はがんばろう --･

23. まあいいや ----･-

24. 悲しい

25. 先生におこられる ･--

26. ちくしょう -

27. 自分は頭がわるい -･-

28. 規にみせたくない --･

29. いやだなあ -･･･---

30. しかたがない

31. まさか -･-

32. がんばってもだめなんだ

ト ー一一一ト ー-一一ElH一一1-A-- ト ー一一一I

ト ー一一1 -- -トー一一一l--H l----[

ト ー一一一ト ー-- ト ー-一ト ーー- ト ー-I-l

E----J---トー-I-ト ーー一一ト ー--1

L---ll---1l----J--- L-I-ll

ト ーー- ト ー一一一l---一卜 -- トー-一一l

l---l一一一-1ト HH I-一一III1---I

ド -- l-一一1 ---I-I---I--H J

1---- J---ト ー-1 一一一一一ト ー一一11

1---一一ト ー-- l一一一- ト ー一一一ト ー一一一i

J1-I--L--I-I---1-----E1----1

ト ー--l--一一ト ー1--ト ー一一1 --日-l

l--一一l一一---l-一一1-I-日--ll---I

巨 --I一l-一一1 --I--l--一一ト ー---1

1-- ト ー-- l-一一一l--Hl-一一一一l

l--- ll一一一一卜HH l一一一一一ト ー-1

r一一一日l--一一ト ー一一一l-一日l一一一一一1



ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

33. 残念 ド-一一一トーー- I-一日-l---L---- l

34･ がんばらなければ ･･････ トー- ド - l-- トー一一一1-----l

*これでおわりです｡どうもごくろうさまでした｡



中間試験 についてのアンケー ト

数学の勉強についてのアンケー ト

(研究 7)



中 間 言式 験 に -つ い て の ア ン ケ ー ト

組 番

このアンケー トは,数学の中間試験結果を受取った ｢今の｣｢あなたの｣気持ちや
考えについておたずねするものですo今,あなたが感 じているまま,考えているまま
に正直に答えてくださいoアンケートは全部で6ページあります｡よく読んで,指示
に従って質問に答えて下さい｡

A･数学の試験結果は,あなたにとって ｢成功｣でしたか,それとも ｢失敗｣でした
か｡いずれか一方を選び,その番号に○をつけて下さい｡

(1)成功である
(2)失敗である

B･数学の試験結果は,あなたの ｢予想 ｣ と比べて どうでしたか｡①～⑦の中 か ら 1

つを選び,その番号に○をつけてくださ い ｡

(D 予想よりずっとよかった
② 予想よりかなりよかった
③ 予想よりすこしだけよかった
④ だいたい予想通 り
⑤ 予想よりすこしだけわるかった
⑥ 予想よりかなりわるかった
⑦ 予想よりずっとわるかった



C･ものごとがうまくいったり,うまくいかなかったりする時には,その原因として
さまざまなことが景壬響しているものです｡今回の数学の中間試験でのあなたの成績に
は,どんなことが影響 したと思いますか｡次の4項目のそれぞれについて,それがあ
なたの成績に,どの程度影響 したか,または景壬響しなかったかを6段階で評価し,過
当なところに○をつけてください｡

*回答例 ま

っ
た
く

影
響
し
な
か

っ
た

あ
ま
り

影
響
し
な
か

っ
た

や
や
影
響
し
な
か

っ
た

や
や
影
響
し
た

か
な
り
影
響
し
た

と
て
も
影
響
し
た

l･ 自分の勉強の要領のよさ ･･. ト HQ 一一一十 一一-1ー - 一 一一l

*それでは,回答してください
ま

っ

た

く

影

響

し

な

か

っ
た

あ
ま
り

影
響
し
な
か

っ
た

や
や
影
響
し
な
か

っ
た

や
や
影
響
し
た

か
な
り
影
響
し
た

と
て
も
影
響
し
た

1 自分の数学への向き･不向き F-一一一ト ーー- ド - 1 -‥--ト ー一一-I

2･ 先生の指導の熱心さ -- 卜 一一日 卜 - -l---ト ー一一一ト ー--J

3. たまたまの運のよさ ･わるさ I--- トー一一一ト ーー- 1---ト ーー-1

4. 毎Elの予習 ･復習 -･･ ト ー--トー1--r---仁 一一一1 -----I



※質問Aで H(2)失敗である"を選んだ人は,質問E (5ページ)に進んで下さい｡

D･数学の試験結果を受け取って･今･あなたはどのような気持ちですか｡以下に示
された気持ちを表す言葉や文が,今のあなたの気持ちとして,どのくらいあてはまる
かを6段階で評価 し,適当なところに○をつけてください｡

ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な

い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な

い

や
や
あ
て
は
ま
ら

な

い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

1. やった- -･･

2. 意外だ ･･･-----･･

3. がんばったかいがあった

4. 親にはめられるぞ -･

5. 他の人の成績は
どうだったんだろう ･

6. うれしい ----

7. 本当かなあ --

8 はやく親に知らせたい ･

9. がんばったからなあ -･

10. 自慢したい気持ち ･--

ll. 信じられない ･･--

12. 気分がいい --･---

13. はやく親にみせたい

14. がんばってよかった -･

ド --1 -----ト ー---l----ト ー一一一l

ト ー-一トー-一一卜 -- 卜 一1--1-----1

l----ト hH l-- ド ---巨 ---1

I-一一一l-一一II----l一日一一J--- L

ト -= 巨 -一一l-一一一卜 -一一1--日l

ト ー-1 -----F一日-1 ----1---- l

ト ーHIJ--一一一lH一一一上目HlHH-I

l-一一一-ト ー一一-l-一一一一トー一一一ト ーー- l

ト ー一一一1--- IH-一ト ー一一ー1-----1

ト ー一一一lH一一一lH一一一l一一一一一卜 一一一一I

I--- i----ド --H I---1 -I--I

l一日一1 --- ト ー-- トHH l一一一- l

l--一一l---I--I-l一一一--l一一一一-1

ト ー-一一ト ー=-F一一一日 l-一一一一ト ー--I



ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

15･ 次はどうなるかと不安 -

16. よろこび ----･--

17･ このくらいはあたりまえだ ･

18, うっそ一 ･･

19. よかった ---･-･---

20. 親によろこんでもらえる -

21. 今度もがんばろう ･-･-

22. 友達にどう思われるだろうか

23. やればできるんだなあ ･-

24. 自分は頭がいい ･-･-･

25. 親に感謝したい ･････-.

l- HE- --l--- lH--1 -- -l

トー=-トー一一一トー一一一トーー- I-- l

I- --トー一一一トー-- EHH-トーHll

J- = トー一日 トー- トー一一一トー一一一f

ト=--ド---トー-- l-- -巨----i

l一一一一一トー一一1 -I---トー一一一l-一一一l

トー-A-トーー目 上一日-r--- トー一一一I

I--- ド--1トーーーートーー- トー一一Il

ト ーー- 1--- i-一一一J----J-一一-1

ト ー一一一E---ド--1---日 トー--1

I----トー=-トー一一1----卜HHI

※質問Aで H(1)成功である"を選んだ人は,これでおわりです｡どうもごくろうさ
までした｡



E･数学の試験結果を受け取って,今･あなたはどのような気持ちです か｡以下に示
された気持ちを表す言葉や文が･今のあなたの気持ちとして,どのくら いあてはまる
かを6段階で評価し･適当なところに○をつけてください｡

ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ

て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

1. 情けない -･･-･---･

2. 雑におこられる -----･

3. もっとがんばればよかった ･

4. 信 じられない ･-

5. 自信がなくなった -･･--･

6. くやしい -

7. こんなものだろう ---

8. 先生に申し訳ない ----･

9. どうしてもっと
がんばれなかったのか -･

10. くそ-という気持ち ･-･･-

ll. びっくりした ---･

12. 最悪 -･･-･･･････-･･-･･

13. やっぱ り ------･--

14. 劣等感 ･-----･=･-

15. がんばればもっとやれたのに

16. がっか り -･

17. 線に申し訳ない

ト =一一ト -- ト ー一一一ト=-I--- I

I-一日-1----ト ー一一一J----I- --1

I--一一卜 ---E-一一-巨 - -ト ー-1

ト ー一日 l- - L-一一一11-----上 目--1

ド 一一-ト=1-ド ---1--- ト ー一一一I

t一一-一一ト ー--ト ーーH l一一一一1 ----I

J----ド -一一ト ーHIFHH一ト ー一日 r

I1---F---ト -- l-----I---J

I-一一一一l-一一一ト -- ト ー--ト ー-1

ト ー一一一l--- ト ー一一一卜 --一ト ーー- l

ト -一一l一一--ト ー一一一1---日 トー一一一,

l一一一一1 ---トー=1--- ト ー--i

ト ー一一1 ----J--一一ト ー一一一l---1

ト ー一一一ト ー一一一J----I-I-1 -----I

ト ー一一一ト ーー- ド --1ト ー-H J----I

ト ー-ーート ー--ト ー--I-一一一一卜 --H l

l-I--ト ー一一一lH--I---一ト HH I



18. どうしてだろう --

19. ショック -･-

20 自分はなんて
だめなんてやつなんだ

2｣. あぜん -･-･･

22. 今度はがんばろう ･--

23. まあいいや -----･

24. 悲 しい ･･･----･-･

25. どうしてだろう ･

26. ちくしょう -

27. 自分は頭がわるい --･

28. 親にみせたくない --･

29. つらい ･-･

30. しかたがない

31 まさか ---･

32. がんばってもだめなんだ

33. 残念 -

34 がんばらなければ --･

ま

っ
た
く

あ

て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

トー一一一トー=-トー一一一トー一一ーl-一一一一l

E-一一- ト---ト ー一一1 ---Ill-一一日 l

ト ー一一一ト 1--ト ー-一一JH一一一トー-1

ド - -rl一一一一ト -一一l--一日 J1---I

ト ー- ト ー一一-ド---1--- ト ー一一-I

I-一一一卜 一一一-l- 1一ト ーー--ト ー一一lJ

J-=-ト -- l----1卜 ---E---ll

ト ー一一1 ----ト-一一一1----I----i

I---l----l----l-I--I--- l

I----I---1--- ト 1-- I---L

トー一一一ト ー一一一ト ー一一IlI----ド-一一1

I----一l-一一一一J---ト ー一一一r--- l

l--一日 l一一--卜一一一一巨 一一一一l---I

I---ド 一l-一ト ー山一1--1---I

ト --一卜 一一一一J一一--l--- ll-- l

ト ー一日 F-日日巨 -一一トー-I-ト ーー-1

トー一一1 --日-ト ー-M l一日-1 -‥- I

*これでおわりです｡どうもごくろうさまでした｡



数学の勉強についてのアンケート

組 番

この1週間 (11月 2 9 日 (木)から12月5日 (水)までの間),学校 以外で数
学の勉強をどの くらい し ま したか｡おおよその合計時間を書いて下さ い｡

時間 ー _ 分 くらい



成功 ･失敗時の感情についてのアンケー ト

(研究 8-10)



成 功 ･ 失 敗 時 - - 情 に - - - - - - ケ - ト

学部 ･学科

*この調査は､みなさんの高校生の頃の経- っいておききするものです〇品塩生朗 の経鮎 よく思い出して質問A･B･に答えてください｡
どの即 も･気持ちや意批 とをおたずねするものですから･正しい苔えやまちかった答えといったものはありません｡凱たまま･思った通如こお答え下さい｡アンケートは全駅 6ページあr)ます｡とはさないで全部の質問に苔えて下さいo
*回答例

全
然
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

非
常
に
よ
く

あ
て
は
ま
る

1･ 学校は凱 いところである ････-- 一 一一 0----I- -I-- l-ll_l



^･あなたの高校時代の棚 の中から･ ｢自分にとって大事な科目の定脚 額 (州 試験 ･期末試験)
でより成株をとった｣という経験としてもっとも順 深いことを思い出してください｡思いuiすこと
ができない･そういう経験がない･という人は ｢そういうことがあったとしたらどうであったか｣と
思いうかぺて下さい｡

よil成績をとった時.どのような気持ちがしましたか｡その時に感じた気持ちとして,以下の気持
ちを表すことばや文が･どのくらいあてはまるかを考えて･良も適当なところ1カ所に○印をつけて
ください｡

ま

っ

た

く

あ

て

は

ま

ら

な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や

や

あ

て

は

ま
ら
な

い

や

やあ
て

は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

1. やった- --･-

≡. 意外だ ･---

3. がんばったかいがあった 1

4, 韓にはめられるぞ ･･･.-I

5. 他の人の成績は
どうだったんだろう -

6 うれしい ----

7. 本当かなあ --･-･--･

8. 先生によろこんでもらえる

9. がんばったからなあ -･-

10. 日侵 したい気持ち ･---

ll. 信 じられない

ド -一一一ト ー- I-- 1 ---- ト ー一一tl

I- 一一ト -一一l-- -トー一一一トー-1

Il-一一一l- --ド-一一トー一一1----J

l-小一l一一一日 トー--1 -----ト HH J

l-一一一J-I--ト ー一一一t--一一1 ----1J

J----1 -----ト ー一一1トー-I-卜--I

lI-一一一ト ーーI-ト ー一一一トー--ト ー山一I

IH--トー---トー-I-1---- J-一一一I

ト ー-一ト ー--1 ---lJ----JH--I

ト ーー叩 ト ー一一 卜 --一ト ー一一一I----I

ト ー-- I----卜 一日-J一一一一-J----1



12. 気分がいい ----･‥‥.

13. はやく投に見せたい --‥

14 がんばってよかった ･･･

15･ 次はどうなるかと不安 --

16. よろこび ･-

17･ このくらいはあたりまえだ ･

18. うっそ- ･･---････--.

19. よかった -

20. 報によろこんでもらえる -

21. 今度もがんばろう --.

22. 友達にどう思われるだろうか

23. やればできるんだなあ -･

24. 自分は頭がいい

25. 先生にはめられるぞ ･･

ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な

い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な

い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な

い

や
やあ
て
は
ま
る

か

な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

ト---ト ーー1 -----ト - ト ー-1

I--一一ト - p-一一--ト - ト ー-1

ド-h F--- ト ー-rHh-トー一一ーl

ト ーーート ー1 -- -ト ー-ート ー-1

ト --ト ーーート ーーートー一一一ト ーh I

I- ll ---- ト - ト ーー-ト ーーIl

ト - トー- トー- トー- ト ーH l

J一一- I- --トーー-ド- -トー- 1

ド- -J-I--J- -ド-- A-- -J

l-----JH一一一トー小ートー- I---- J

II--一一トー- L一一一一トー-一一卜---I

トー--トー一日E---トー一日トー一一一f

I-一一一一トー一日 トー川1 -----ド---I

1---卜IP-一トー一一一F1---ド-一一J



8･今度は･あなたの高校時代の経験の中から･ ｢自分にとって- 網 目の定期試験 仲 間試験 ･
肺 試験)でね亘り棚 をとった｣という軸 としてもっとbEn象深いことを思い出してください｡
思い出すことができない･そういう細 がない ･という人は ｢そういうことがあったとしたらどうで
あったか｣と思いうかべて下さい｡

12A 成緋をとった時･どのような気持ちが しましたか｡その時に感じた気持ちとして.以下の気
持ちを表すことばや文が･どのくらいあてはま るかを考えて,恩も適当なところ1ヵ所に○印をつけてください｡

ま

っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ

て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

と
て
も
あ
て
は
ま
る

1 情けない

2 親におこられる ---

3･ もっとがんばればよかった

4.信じられない -･--

5. 自信がなくなった --

6. くやしい

7, こんなものだろう -･1

8. 先生に申し訳ない

9. どうしてもっと

がんばれなかったのか -I

10. くそ-という気持ち --

ll. びっくりした -----日

12. 最懸 ･･-･･

13. やっぱり --

14. 劣等感 -

15. がんばればもっとやれたのに

16. がっかり ･･---･･-･--

ト ーーート ー一一ト 1--ト ーー1 - --r

I-一一一一ト ー--ト---1ト ー-一卜 --J

ト ーー1 ----ト 1--ト - ト ー一一暮

トー- l--一一一卜-一一l一一一--トー-- A

トー- 1-- I- --I-- -卜一一一一J

トー- ド-一一1 ----トー一一一トー一一一I

Jm 一一l-----I---- 1一一一一一1-- l

トー一一一トー-- I----I--- ド- -I

トーー-1---∫----I--1--トー--J

l一一一一一l-- -Jl一一一一トーーーーJ----I

トーーー1 ---1卜HHトーー一一J--1

l一一一一一l一一･一一卜---ド---トー1--1

l---1 ---- f---f---I-I----f

I-一一一I一一--トーーH l-一一一1---- I

卜----I-----卜1-ll ----卜1---I

i-1一一一J----(--一一トー一一-トー-I-1



ま

っ
た
く

あ

て
は
ま
ら
な
い

か
な
り

あ

て
は
ま
ら
な
い

や
や

あ

て
は
ま
ら
な

い

や
やあ
て
は
ま
る

か

な

り
あ
て
は
ま
る

と

て
も
あ
て
は
ま
る

17. 親に申し訳ない ･--.

18. どうしてだろう -I

19. ショック --･-I-‥,

20. 自分はなんて

だめなんてやつなんだ

21. あぜん ---

22. 今度はがんばろう -･-

23. まあいいや ---

24. 悲しい ･-----

25. 先生におこられる --･

26. ちくしょう -･

27. 自分は頭がわるい -I

28. 親にみせたくない

29. いやだなあ ------

30. しかたがない -･

31. まさか --------

32. がんばってもだめなんだ

33. 残念 -

34. がんばらなければ --

l----1 --- ト ー一一ト ーーIl---1

ト ー一一1-- -ト ー-ト ー一一ト ー-1

ト ーーートー- ト ー一一ト ー一一ト ー一一I

ト ー一一トーー-I---ド- -ト ーーーJ

l一一一-1l--一一一ト - トー--ト ーーーJ

ト - ト ー--ト - ト ーーート - l

トー-一一トー- ト ーーtl---1 -----I

ト ー一一トー一日ト リート -ーート ー一一I

トー一一一ト ー一一トー一一一ト ー一一ト ーHl

トー- トー一一一ト ー一一ト - l一一一日l

I-I---I- - ト----ド---I- --I

l-- -トー一一一トー一一一トー一一一l一一一一一I

I1----I---トー一一一トーーH J-一一一I

トー一一1 -- -トーーー1I----I- --I

I- 一一トー--トー--J-一一一一J-hll

J----J---I-I-- I--- I---I

卜---J-一一一トー---トーーMl一一--1

トーH-トー=-ド-- J---1 -----J

*これでおわりです｡念のため,記入もれがないか,bう一度チェックして下さい｡
ごくろうさまでした｡



自己概念 についてのアンケー ト

(研究 9)



自 己 概 念 に - - - - ア ン ケ ー ト

学部 ･学科

このアンケートは,あなたがあなた自身のことや世の中のことについて.どのような考えや気持ち
を持っているかについてうかがうものです｡

どの即 的 ･意識や考え･気持ちなどをおたずねするものですから･正しい答えやまちがった答え

といったものはありませんO感 じたまま･思った過りにお答え下さい｡アン- トはこの表紙を含め
て全部で3ページあります｡とはさないで全部の質問に苔えて下さい｡

*回答例

1. 学校は菜しいところである

*それでは.お願いします｡

全
然
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ

て

は
ま

ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

非
常
に
よ
く

あ
て
は
ま
る

ト ー-(D一一-トー一一ト--ト ーーJl-一一J



A･次の項 目を 順々に読み一割 ､てあることが･どのくらい自分にあてはまるかを考えて, ｢非靴

よくあては まる｣から ｢全然あてはまらない｣までの凡 凱 適当なところ1ヶ所に○印をつけて下
さい｡あまり考えすぎると決められなくな｡ますから･だいたいの感じですばやく壱いて下さい｡

全
然
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

非
常
に
よ
く

あ
て
は
ま
る

1)いつも何か目標をもっていたい ----… ‥..

2)ものごとは他の人よりもうまくやりたい ･･.

3)決められた仕事の中でも個性をいかしてやりたい

4)人と競争することより,人とくらぺることが

できないようなことをして自分をいかしたい

5)他人と放争して勝つとうれしい -

6)ちょっとした工夫をすることが好きだ ･--

7)人に勝つことより,自分なりに一生懸命

やることが大事だと思う ----･-

8)みんなに尊んでもらえるすぼらしいことをしたい

9)収争相手に負けるのはくやしい

10)何でも手がけたことには愚者をつくしたい

ll)どうしても私は人より煉れていたいと思う ･･-･

12)何か小さなことでも自分にしかできないことを

してみたいと思う ----

･ト ー-トーー1 --ll-- ト ーート ーIl

･トーーートーー1 ---JI--1----I一一一-l

･ト ーートー一一トー= ト ーートー一一ト=-I

･ト ーーEl一一一卜---トー一一トーー-トー-1

[- 一トー一一トー- 卜II一卜--I-一一一r

IH-I----トー一一トーH I-- I-一一IJ

トーーートー-ド- トーH I-- トーー-I

トー一一トーH l-一一一トー= トーーー卜1--I

･J一一一一ト--卜一一一トーHL一一一-I---J

･トー-Ll---l-=-ド-一卜1-1トーI-J

E-一一トーーーJ--一一トー--トー一一トー1-i

･I一一一一トー一一トーI-トーH I-I-トーH l



13)勉強や仕事を努力するのは,

他の人に負けないためだ ---‥‥

14)結果は気にしないで何か一生懸命やってみたい

15)今の社会では.

強いものが出世し,勝ち抜くものだ ･-..- .

16)いろいろなことを学んで自分を深めたい .-.

17)就職する会社は,

社会で高く評価されているところを選びたい

18)自分の好きなことにうまくなるためには努力する

19)成功するということは,名音や地位を得ることだ

20)今日一日何をしようかと考えることはたのしい

21)社会の高い地位をめざすことは重要だと思う -

22)難しいことでも

自分なりに努力してやってみようと思う -

23)世に出て成功したいと強く願っている .･･---

24)こういうことがしたいなあと考えると

わくわくする ･-----･--･

全
然
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

か
な
り
あ
て
は
ま
る

非
常
に
よ
く

あ
て
は
ま
る

1--- ト --ト---ド- I--J--I

･I--一一ト ーー1----E一一一-ト ーート ーーl

･ト ーー卜=1 ----J-一一l- -ト ー-I

･ト 1-トー一一トーーート ーート ーー1- -J

･トー-ll----l-- I-I--ト H ト ーーl

ト ーート ー-J---トー一一トーHJ-一一一J

I-一一-ド--一トー--トー一一ト ーート- I

･トー一一トー一一トー一一トー一一ト - ド- i

トー一一トーー-トーー-I---1LHl1 -I--I

･1----ll-一一トー一一l--一トー--I---1

E-- トー-J-一一一卜-一一トーー-ド- J

トー一一トー一一トー一一トー--J----l---I

*これでおわりです｡念のため.記入もれがないか,もう一度チェックして下さい｡
こくろうさまでした｡



自己概念についてのアンケー ト

(研究10)



自 己 概 念 に - - - - ア - ケ ー ト

学部 ･学科

このアント トは･あなたがあなた自身のことやLuの中のことについて･どのような考えや気持ち
を持っているかについてうかがうものです｡

どの質問も･意識や考え･気持ちなどをおたずねするものですから･正しい答えやまちがった答え

といったものはあ｡ません｡感じたまま･思った通｡にお答え下さい｡アント トはこの表紙を含め
て全部で5ページあります｡とはさないで全師の質問に答えて下さい｡

*回答例

1)学校は楽しいところである

*それでは,お臓いします｡

や そや そ
や うや う

そ そ 思 思
う う わ わ
思 思 な な
う う い い

A--0 - ト ーーl



A･次の項目を順 々に 読み･書いてあ る ことが･どのくらい自分にあてはまるかを考 えて. ｢そう思
う｣から Tそう思わな い｣までの内 ･- 適当なところ1ヶ所に○印をつけて下さp.

そ
う
思
わ
な
い

や
や
そ
う
思
わ
な
い

や
や
そ
う
思
う

そ
う
思
う

1)あなた札 何でもなりゆきにまかせるのが一番だと思いますか ･

2)あなたは･努力すれば･りっはな人間になれると思いますか -

3)あなたは,いっしょうけんめい話せば.

だれにでも,わかってもらえると思いますか -- --.‥…

4)あなたは･自分の人生を･自分自身で決定していると思いますか

5)あなたの人生は･遵命によって決められていると思いますか ･

6)あなたが.幸福になるか不幸になるかは,

偶然によって決まると思いますか

7)あなたは,自分の身におこることは

自分のおかれている環境によって決定されていると思いますか --

8)あなたは.どんなに努力しても,

友人の本当の気侍を理解することは.できないと思いますか -- -

9)あなたの人生は,ギャンブルのようなものだと思いますか ---- -

10)あなたが将来何になるかについて考えることは.投に立つと思いますか

川 あなたは.努力すれば,どんなことでも自分の力でできると思いますか

12)あなたは.たいていの場合.

自分自身で決断した方が,よい結果を生むと思いますか ---

13)あなたが幸福になるか不幸になるかは,

あなたの努力しだいだと思いますか ----･.･･･1

14)あなたは.自分の一生を思いどおりに生きることができると思いますか

15)あなたの将来は.運やチャンスによって決まると思いますか -･--･･

-トー- トー一一トー一一l

-トー一一トー一一トー一一l

-卜=一トー一一トー一一l

･･トー一一l---トー-1

トー= トー一一トー一一l

1--1 ---J--I-I

トー--l1---卜一一一J

ド--トー-ll--1-1

トー--トー-J---1

J----l---l---J

lHh J--1-トー一一J

l一一一一卜一一一トー- l

トー一一トー一一トーH l

I---ll-I-I---1J

r---トーHlHl-1



や そや そ
や うや う

そ そ 思 思
う う わ わ
思 思 な な
う う い い

16)あなたは,自分の身におこることを

自分の力ではどうすることもできないと思いますか ･ ト ー十 一一一I-1

17)あなたは･努力すれば･だれとでt)友人になれると思いますか ････ ト-- トー-1I一一一一J

18)あなたが努力するかどうかと,

あなたが成功するかどうかとは･あまり関係がないと思いますか ･････I-- 一 一ト --I

B･次の項Elを順々に読み,背いてあることがrどのくらい自分にあてはまるかを考えて,｢あては
まる｣から ｢あてはまらない｣までの内･腰も適当なところ1ヶ所に○印をつけて下さい｡

あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
やあ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
る

1)私はすべての点で自分に満足している --･

2)私はときどき,自分がてんでタメだと思う ･

3)私は,自分にはいくつか見ところがあると思っている ･

4)私はたいていの人がやれる程度にには物事ができる ･-

5)私にはあまり得意に思うことがない

6)私は時々たしかに自分が役立たずだと感じる ･---･

7)私は少なくとも自分が

他人と同じレベルに立つだけの価値ある人間だと思う

8)もう少し自分を静敬できたならばと患う ･･･

9)どんなときでも例外なく.自分を失敗者だと思いがちだ

10)私は自身に対して前向きの態度をとっている -

トー一一トー- トー一一l

I-一一一トー--トー- l

L---ト-1 -- I

ド--1 一一一一I-一一J

トー一一ト一一一トーH I

I-一一-トー--ド-一一1

ll-ll ---[-- I

A---J--1 --- 1

トー一一トー一一トー一一t

J---ド--Tl--I



C･次の朋 を栴々に約 ･割 ､てあることが･どのくらい自分にあるか･ある い はないかを考えて.

｢非常に - である (または･する)｣から ｢ほとんど- でない (または･しな い)｣ (- の部
分は各項目の内容を指す)の内･店も適当なところ 1ヶ所に○印をつけて下さい｡

1)あなたは知っている大部分の人々に比べて,

自分の方が劣っていると感じるようなことはありますか ･-

2)あなたは･自分が価値ある人間であると感じていますか -･-

3)あなたは.自分の知っている人々が,いつかは

あなたを串敬の服をもって仰ぎみる日がくると確信しますか

4)あなたは.自分のミスは

自分のせいだと感 じることが,どのくらいありますか -･-

5)あなたは,自分について落胆するあまり.何が

一休価値あるものだろうと疑いをおぼえることがありますか

6)あなたは,自己嫌悪をおぼえることがありますか - ----

7)一般に,あなたは自分のいろいろの

能力についてどのくらい自信をもっていますか ･--

8)あなたは.自分にはうまくやれることなど

全然ないといった気持になることがどのくらいありますか ･

9)あなたは.自分が他の人々とどのくらい

うまくやってゆけるかということについて気にしますか -

10)あなたは,あなたの仕事ぶりや成績を

審査する立場にある人の批評をどのくらい気にしますか -･

1日 あなたは,他の人々がすでに集って話し合っている部屋に自分

一人で入っていくような場合,気邦ねや不安をおぼえますか

12)あなたは.人前を気にしたり,

はにかみをおぼえることがありますか -･

ほ
と
ん
ど･
･
で
な
い

あ
ま
り

･
･
で
な
い

ど
ち
ら
と
もい
え
な
い

や
や

･
･
で
あ
る

非
常
に

･
･
で
あ
る

- ド- トー一一トー一一l一一一1

-I----トー1-J--1トーー-1

-I-- I---ll- -J-Ht

I---I----トー-トーHl

トHIl-一一一トー--トー一一l

卜一一一トー一一トーHl-一一一l

- トーーート--トー一一トー一一J

I----トーh l一--1 ---J

･･1----トー一一トー一一J-一一一l

I---I----J-1一一トーH I

･･ト---l---1-- I--ll

トー1-I---J---トーH l



13)あなたは,

クラスや自分の同年輩の人々のグループの前でしゃべら

ほ
と
ん
ど･
･
で
な

い

あ
ま
り

･
･
で
な

い

ど
ち
ら
と
もい
え
な

い

や
や

･
･
で
あ
る

非
常
に

･
･
で
あ
る

なければならないとき･心配したり･不安に思ったりしますか 一 十 一一一f-- J--一一1

14)他の人々がみている ところで･ゲームやスポーツをやってお り,
それにぜひ膿 とうと思っている場 合･あなたはふつうとの くらい

とり乱したり･まごついたり (あがった｡)しますか - - -- ト ー一一 一J--一一一 一I

15)他の人々から-あなたが職業や経歴における成功者 (または嬢等生)
とみられているか･あるいは失敗者 (または劣等生)とみられて

いるかということについて･あなたは気になりますか - Jh -ト ー-ト ーート ー1

16)人といっしょにいるとき.あなたは

どんなことを話掛 こしたらよいかについて･困りますか -.･･･1-- I--ト ー1 --- l

17)とんでもないミスやばかにされるような大失敗をしでかしたとき,
あなたはどの位長くそのことを気にしますか --------

18)あなたは,初対面の人に合ったとき,

時間つぶしに話をするのがむずかしいですか -･･

19)他の人があなたと一緒にいることを

好んでいるかどうかについて,あなたは気にしますか --I-･

20)あなたは,

恥ずかしくてどうにもならないと思うことがありますか - -I

21)自分の意見に同意 しない人々を説得している場合.

あなたは自分が相手にどのような印象を与えているか

ということが気になりますか ･--

22)あなたの友達や知 りあいのなかにあなたのことを

よく思っていない人がいるかもしれないと考えるとき.

あなたはそのことをどのくらい気にしますか ･-･--･--

23)他の人があなたのことをどのように考えているか

ということが.あなたはどのくらい気になりますか ･

J-I-1 --1-トー-1 ----1

J---トーー1 --- トー-1

l一一一 トー一一ト--トー一一l

ト=-卜一一一トー一一トー一一l

Fl--トー-J - - - ト ー - - 1

トー一一トー- トーH l---l

トー- トー- J一一一一ト--I



感情語のイメージについての調査

(研究11:例)



感 情 語 - イ メ ー ジ に - - て の 調 査

一 学部 学科 年

ひとは･気持ちや感情について考えたり･話したりする時,様々な ｢感情語｣を

用いますo｢感情語｣には,｢さみしい｣｢楽しい｣など話し言葉に近いものから,
｢焦燥感｣｢劣等軌 といった書き言葉に近いものなど,いろいろな種類がありま
すoこの調査は,そのような ｢感情語｣のそれぞれに対して,みなさんがどのよう

なイメージを持っているのかを調べるためのものです｡

以下の各ページには･6人の高校生が試験でよい成績をとった,あるいはわるい

成績をとった場面についての短い文章が書かれています｡それぞれの文章中には,

その場面で登場人物が感 じている感情について ｢感情語｣を剛 ､た記述を含めてあ

りますo各文章を読み,その ｢感情語｣に対して,あなたが感じているイメージに

そって,各項目の適当なところに○印をつけてください｡なお,回答に際しては,
次の点に注意 して下さい｡

①あなたが ｢感情語｣からいだいたイメージにそって答えていたがくものですから,

｢正答｣｢誤答｣といったものはありません｡あまり深く考え込まず,｢感じ｣で
答えていただいて結構です｡

②すべての回答は7段階で行ないますC

*回答例
と

て

も

か

な

り

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

あたたかい l---¢ --I- -l--I--+ 一一一J つめたい

③回答は質問項目の順序にそって行なってください｡また,必ず,すべての項目に

ついて回答してください｡

それでは,はじめてください｡



今日,A君の通っている高校では,先日行なわれた定期試験の答案が返却されま

す｡A君はある科目の試験成績が気がかりでしたOというのも,その鵬 の試験成

績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要なことたったのです｡A君の名前が

呼ばれ,先生から答案が手渡されましたoA君は答案を受け取ると,まっさきに成

績 (点数)を見ましたoA君の成績はとてもよい成績でした｡

A君は,｢やった-｣と思いました｡

A君が感 じた ｢やった-｣という感情について,あなたは,どのようなイメ-ジ

をもちますか｡以下の項目のそれぞれについて･あなたがもっとも適当であると思
うところ 1箇所に○をつけて下さい｡

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

か と

な て

り も

幸福な 卜 --ト 目 上 一一l-- I----ト ーーJ 不幸な

おちついた J-- 上 目一ト--ト ーー-トー- トーー-l 刺激された

不愉快な ト ー一一ト-一トー一一トー一一ト- ド- l 愉快な

興奮 した r--- ド -- r一一一一l--- トー目 上1--1 おだやかな

独立 した ト ー-I-- l-- l一一一一トー- l--1 依存した

希望に満ちた トー- トー--l一一- ll一一一トー-l-Hl 絶望した

はっきりとした r----I---巨-一卜一一一トー一一r-- E ぼんやりとした

影響される l--1 一一日 トー- J--一一トー一一トー- l 影響する

静的な ト ー一一トー一一トー=巨--巨一一一lHH l 動的な

敏感な J1-A-トー一一トー一一E---1---l-一一一J 鈍い



と

て

も

か

な

り

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

支配 している ト ーート ーート ーート ー1 ----ト ーーl 支配されている

うんざりした ト ー-ト 1--ト ー-ド --ト ーート ー-l くつろいだ

受動的な ト 一一一ト ーート - l一一一-ト ーーEM -J 能動的な

満足な ト ーート ーート ー1 ----J-1一一ト ーーl 不満足な

ねむそうな ト ーH l---r--一一ト ーート ーHl--1 すっかり目を
さました

服従的な ト -H J-I-I- -I-日-JM -J-- J 支配的な

苦 しい 卜 =-rH--ド -一トー-l--- J---1F 楽 しい

自律的な l--一ト ー- ド --ト ー- ド --I--- ) 誘導的な



今日･B君の通っている高校では･先日行なわれた定期試験の 答 案が返却されま

すOB君はある科目の試験成績が気がかりでした｡というのも,そ の科目の試験成

績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要なことたったのですoB君の名前が

呼ばれ･先生から答案が手渡されました｡B君は答案を受け取ると,まっさきに成
棉 (点数)を見ました｡B君の成熟 まとてもわるい成績でした｡

B君は･ ｢親や先生に申し訳ない｣と思いました｡

B君が感じた ｢親や先生に申し訳ない｣という感情について.あなたは,どのよ

うなイメージをもちますか｡以下の項目のそれぞれについて,あなたがもっとも適
当であると思うところ1箇所に○をつけて下さい｡

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

か と

な て

り も

幸福な ト ーート ーートーー1 ---ト ー一一ト H r 不幸な

おちついた l一一一一上 目-I一一一一上 目1 -- ド --1 刺激された

不愉快な F一一一一1---ド--ト ーー1 ----I-一一一l 愉快な

興奮した い 一一一ト リート 一一一ト ー一一ト --ド --1 おだやかな

独立 した F-- ト ー- ト ー一一l--巨 -1 ----1 依存した

希望に満ちた ト ーH l一日-ト ーーート ーー1 --1 --I-J 絶望した

はっきりとした い =-J一一一一F---1卜 =-l-- 1----F ぼんやりとした

影響される l----ト ー- ト ー--ト ー一一ト ー1-I--l 影響する

静的な F--一一J---ト ー- l-一一一1----卜 1--1 動的な

敏感な い 一一1 ----F一一一一ト ーH I一一- I-- F 鈍い



め

て な

も り

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

支配している ト ーート ー一一 十 一一一p-I-1ト --1 支配されている

うんざりした ト ーート ーIト ー-ト ーート ー-1- -1 くつろいだ

受動的な ト 1 -一一一ト ー→ 一一一一ト ーート ーーl 能動的な

満足な ト ーート ー-ト ー-ト ー-ト ーーl一一一日 不満足な

ねむそうな ト ーート ー1 --- ト ーート ーーF-I--f すっかり目を
さました

服従的な ト ーII一一一一ト ーー1-- I-川 上 一一一J 支配的な

苦 しい ト ーート ーート ーート ー-ト ーート ーーl 楽 しい

自律的な ト ーーートー一一ト ーートーー｣ -一一一トー一一l 誘導的な



今日,C君の通っている高校では･先日行なわれた定期試験の答案が返却されま

すoC君はある科目の試験成績が気がかりでした｡というのも,その科目の試験成

績がよいか,わるいかは彼にとってとても重要なことだったのです｡C君の名前が

呼ばれ･先生から答案が手渡されました｡C君は答案を受け取ると,まっさきに成
績 (点数)を見ました ｡C君の成軌 まとてもよい成績でした｡

C君は･ ｢やればできるんだなあ｣と思いました｡

C君が感 じた ｢やればできるんだなあ｣という感情について,あなたは,どのよ

うなイメージをもちますかO以下の項目のそれぞれについて,あなたがもっとも適
当であると思うところ1箇所に○をつけて下さい｡

と か

な

り

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か と

な て

り も

幸福な l---ト ーー1----1- -1- -l- -I 不幸な

おちついた J- -I-I--l----F---I一一一一lHH l 刺激された

不愉快な ト ー一一トー一一トー一一トー一一トー一一トー-1 愉快な

興奮した F--1巨 --r--トーーーl一日-J--l おだやかな

独立した ト ー一一J一一--l---F-= 卜--トー-1 依存した

希望に満ちた い一一一トーHI-‖I…‥ I-I- rH一日 絶望した

はっきりとした 1-- l一一一1 --I---卜一日 トー1-1 ぼんやりとした

影響される ト ーH E一一一一J---ト ー- ト ー一一F一一一一l 影響する

静的な ト ー一一ト ーーートー- I---l--- ト ー--1 動的な

敏感な 仁 一- ト ー一一F一一一-l---E-- 卜日日 鈍い



や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

支配している ト ー十 一一十 ---ト ーーl-一一十 一一一l 支配されている

うんざりした い -- トー一- 一一十 一一一ト ー-F- -1 くつろいだ

受動的な Fh -l--一一トー一一ト - ト ー-ト ーーI 能動的な

満足な ト ーーr-- ト ーート ー-ト ーート - J 不満足な

ねむそうな I----I- -ト ーート ーー卜- ト --1 すっかり目を
さました

服従的な ト ー-II--- I- -トー一一ト h r--I 支配的な

苦しい ト ー一一ト ー一一トー一一ト ー一一ト ー- トーH J 楽 しい

自律的な l--1 =- トーH I一一- J-- トー一一F 誘導的な



今日･D君の通っている高校では･先日行なわれた定期試験の答案が返却されま

す｡D君はある科目の試験成績が気がか｡でした｡というのも.その科目の試験成

績がよいか･わるいかは彼にとってとても重要なことたったのです｡D君の名前が

呼ばれ,先生から答案が手渡されましたoD君は答案を受け取ると,まっさきに成

績 (点数)を見ましたoD君の成績はとてもわるい成績でした｡

D君は,｢情けない｣と思いました｡

D君が感 じた ｢情けない｣という感情について,あなたは,どのようなイメージ

をもちますか｡以下の項目のそれぞれについて･あなたがもっとも適当であると思
うところ 1箇所に○をつけて下さい｡

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

か と

な て

り も

幸福な 1- -ト 目 上 = ト- ト ーート ー-l 不幸な

おちついた F---ト ーH I--- J- 1 - -トーーーJ 刺激された

不愉快な トー-J-- ド--トー一一l---lHHl 愉快な

興奮した 上一一一トー一一l-=トーHJ-一一一トー--J おだやかな

独立 した トー目 上一一1-日-I-- 卜一一一トー1-1 依存した

希望に満ちた ト ー- l----1一一一一卜--1---J---F 絶望した

はっきりとした J一一一-トー一一トー- l一一一一ト ー-JH--1 ぼんやりとした

影響される 11---J-- J一一日 ト ー目 上一日 トーH F 影響する

静的な l一一一一Ll---I--1トー一一トー一一E--1 動的な

敏感な 巨- トー一一l-一一1 ---ト ーーートHIl 鈍い
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や

や

ど
ち
ら
と
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な
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や

や

か

な

り

と

て

も

支配 している ト -I-l----ト ーート -ド --IH--1 支配されている

うんざりした ト ー1 -- l--一一ト 一一一ト ー-ト ーII くつろいだ

受動的な ト ーート ーート ーート 目 上 - 仁 一-E 能動的な

満足な ト ー-1----ト ーーr一一一一F--1 --日 l 不満足な

ねむそうな ト - ト ー-ト ー-ド -ト ー-ll-111 すっかり目を
さました

服従的な ト ー-ト ーーF-一一-ト ー-ト ーート - 1 支配的な

苦 しい l- -ト ー一一J- -ド -一一ト ー… ト ーH I 楽 しい

自律的な 卜 --I---ト ー--ド --ト ---I-HJ 誘導的な



今日,E君の通っている高校では,先日行なわれた定期試験の答案が返却されま

すoE君はある科目の試験成組が気がか｡でしたoというのも,その科目の試験成

績がよいか･わるいかは彼にとってとても重要なことたったのです｡E君の名前が

呼ばれ･先生から答案が手渡されましたoE君は答案を受け取ると,まっさきに成

績 (点数)を見ました｡E君の成績はとてもよい成績でした｡

E君は,｢意外だ｣と思いました｡

E君が感じた ｢意外だ｣という感情について,あなたは,どのようなイメージを

もちますか｡以下の項目のそれぞれについて,あなたがもっとも適当であると思う
ところ1箇所に○をつけて下さい｡

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

か と

な て

り も

幸福な ト ー一一トー一一ト H l一一一一トー一一トーH I 不幸な

おちついた l---トー- l---卜‥-lH--I---I 刺激された

不愉快な トー- 1---1F-I- ド - I---トー- 1 愉快な

興奮した l-- l---i-一一一トー一一ト -1 ----J おだやかな

独立 した ト ー= トー一一トー目 上 --ド--トー--I 依存した

希望に満ちた F----ト ー1-巨一一一トー1-ト ーH IH一一F 絶望した

はっきりとした l一一- l一一-一卜=1 --I---トー一一l ぼんやりとした

影響される JH- 卜一一一トー--F--I-I-J-I-1 影響する

静的な 巨 一一一巨 --ll-一一トー目 上一一ー1- -1 動的な

敏感な 1---一トー- 卜HI卜一一一巨 - i-- l 鈍い
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て
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か
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り

や

や

ど
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ら
と
も
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や

や

か

な

り

と

て

も

支配 している ト ーート ーートー一一ト 一一一ト ー-ト ーH l 支配されている

うんざりした 上 ー1 ---ト ー-ト ーー上 目 ト ーーl くつろいだ

受動的な Eh一一ト -1-- ト ーート ーート ーーl 能動的な

満足な ト ー1 ----ト --上 目 ト ー一一ト ーーl 不満足な

ねむそうな 1----ト ー-ll----ト ーー1日一一ト ーH J すっかり目を
さました

服従的な 1--一一ト ー一一r-一一l-- ト ー--l-一一l 支配的な

苦 しい ト ー--IH- ト ー一一J---ド - I----1 楽 しい

自律的な J---ト ー-ト ー- ド --l--ト ー--I 誘導的な



今臥 F君の通っている高校では･先口行なわれた定期試験の答案が返却されま

す｡F君はある科 目の試験成紙が気がかりでしたoというのも,その科目の試験成

細がよいか･わるいかは彼にとってとても重要なことだったのです｡F君の名前が

呼ばれ･先生から答案が手渡されました｡F君は答案を受け取ると,まっさきに成
紹 (点数)を見ました｡F君の成積はとてもわるい成績でした｡
F君は, ｢自分は頭がわるい｣と思いましたo

F君が感じた ｢自分は頭がわるい｣という感情について,あなたは,どのような

イメージをもちますかo以下の項目のそれぞれについて,あなたがもっとも適当で
あると思 うところ1箇所に○をつけて下さい｡

と か

な
や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か と

な て

り も

幸福な い 一一一ト ー-I-- ト ーート ーーJ---1 不幸な

おちついた 1---ト ーー-ト ーーート ーーート-一J--- J 刺激された

不愉快な ト ーhJ-一日 卜 =-I一一一一ト ーHI-一一-1 愉快な

興懲 した い ---ド--ト ー--ト ー1-ト ー-ト=-J おだやかな

独立 した I---ト ー一一ト ー-1J一一一一l--1 ---1 依存した

希望に満ちた ト ー- I-1一一ト ーH l一一一-J--J一一一一I 絶望 した

はっきりとした い --ト ーH l一一- I-一一lHHト ー一一l ぼんやりとした

影響される JHH ト ーーーI----ト ーttl-A--J一一一一I 影響する

静的な ト ー-1 -1--l-- ト ー-ll-H lHH l 動的な

敏感な l一一一一ト --ト ー一一ト ー一一ト ー- ド - l 鈍い
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か

な

り

や

や

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や

や

か

な

り

と

て

も

支配している ト ー-ト ー-ト ー-ド -ト ー-ト ーーl 支配されている

うんざりした ト --トー--トーーーl- -ト ー-ト ーーl くつろいだ

受動的な ト ーート ーーl--一一ト ー1 -- ト ーーr 能動的な

満足な ト ーー1- -ト ー-ト ーート ー-ト ーIl 不満足な

ねむそうな ト ー-I--- ト ー1 ----トー一一ト h F すっかり目を
さました

服従的な トー- トー一一トー一一ト ー一一トー一一ト=-1 支配的な

苦しい トー- ト ー一一トー一一1----J一一一一l- 1 楽 しい

自紐的な 卜 1--I-- トー-一卜-一トー一一トー-tl 誘導的な

*これでおわりです｡念のため,記入もれがないか,もう一度チェックして下
さい｡御協力ありがとうございました｡



感情の強さについての調査

(研究12)



感情 の強 さにつ いての調査

一 学部一 学科一 年～ 才 (男 ･女 )

ひとは･気持 ちや感情 につ いて考 えた り,話 した りする時.様 々な

｢感情語 ｣を用 い ます｡ ｢感情語｣の中には,｢憎割 と ｢毛嫌 い｣,
｢愛 ｣ と ｢好意 ｣･｢仰天｣ と ｢お どろき｣などのように,意味合いは
似て いるが･感情 の =強 さ"において異なっているものがあ ります｡

この調査 は･様 々な ｢感情語｣につ いて,それぞれが どの くらいの

"強 さ"の感情 を表 して いるのかを調べるための ものです｡

以下のペ ージには,試験での成功 ･失敗 にまつわる感情 を表す ｢感情

語｣の リス トが あ りますo各 ｢感情語 ｣が示 す感情経験 について,あな

たの高校 での定期試験 における体験 を参考 に,様子 を思 い浮べて下さい｡

思 い浮べ る ことがで きた ら,その ｢感情語｣が表す感情の -強さ"の程

度 を考 えて･その度合 いを 1点～11点 の11段階で評価 して下さい｡ 1は

感情 の最 も低い程度を意味 し, 6が中程度, 11は最高の強度です｡ 1

から 11まで･ どの数値 を使用 して もかまいません｡あなたが展 もぴっ

た りくる数値 を各感情語 の右側 の ( )の中に記入 して下さい｡

なお,回答 に際 しては,次の点に注意 して下 さい｡

① あなたが ｢感情語｣か らいだいたイメージにそって答 えていたが くち

のですか ら,｢正答｣｢誤答 ｣ といったものはあ りません｡あ ま り深 く
考え込 まず,｢感 じ｣で答えていただいて結構です｡

②回答は質問項 目の順序 にそ って行な って ください｡ また,必ず,すべ

ての項 目について回答 して ください｡

それでは,は じめて ください｡



A･ ます最初 に･あなたの高校時代 の経験 の中か ら,｢自分 に とって大
事な科 目の定期試験 (中間試験 ･期末試験 )で主上 成績 を とった｣とい

う経験 と してもっとも印象深 いことを思い出 して ください｡思 い出す こ

とができない･そ うい う経験 がない･ とい う人 は ｢そ うい うことがあっ

たと した らどうで あったか｣ と思 い うかべて下 さい｡

以下 に･呈上 成績 を とった時 ,感 じる感情 を表す ｢感情語｣の リス ト

があ りますか ら･それぞれにつ いて, -強 さ"を 1 1段階で評定 し,

( )の中にその数値 を苫込 んで下 さい｡

1. や った- -･

2. 意外 だ ･

3･ が んばったかいがあった ･

4. 親 にはめ られるぞ -･

5･ 他 の人の成績 は どうだ ったんだろう

6. うれ しい -･-･

7. 本 当かなあ --

8. 先生 によろこんで もらえる ･

9. がんばったからなあ ･

10. 自慢 したい気持 ち ･

ll. 信 じられ ない ･

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )



12. 気分 が いい

13･ はや く親 に見せ た い

14･ が んば って よか った ･

15･ 次 は どうな るか と不安 ････

16. よろ こび ･･

17･ この くらいはあた りまえ だ

18. うっそ一 ･--

19. よか った ･

20. 親 に よろ こんで もらえ る -

21. 今度 もが んばろ う --･

22. 友 達 にど う思われ るだ ろ うか

23. やれ ばで きるん だなあ --

24. 自分 は頭 が いい ･

25. 先生 にはめ られ るぞ -

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )



B･今度 は,あな たの高校時代 の経験 の中か ら,｢自分 に とって大事な

科 E)の定期試験 (中間試験 ･期末試験 )でむ丘 と 成績 を とった｣ とい う

経験 として もっとも印象深いことを思 い出 して ください｡思 い出すこと

がで きない,そ ういう経験がない, という人 は ｢そ うい うことがあった

としたらど うであ ったか｣と思 いうかべて下 さい｡

以下に,ね旦_吐成績 を とった時,感 じる感情 を表す ｢感情語｣の リス

トがあ りますか ら,それぞれについて, "強さ…を 11段階で評定 し,

( )の中にその数値 を書込 んで下 さい｡

1. 情 けない -･

2. 親 におこられる ･

3. もっ とがんばれば よか った ･

4. 信 じられない

5. 自信 がな くなった ･-･･･

6. くや しい --･

7. こんな ものだろ う ･

8. 先生 に申 し訳な い -･-･

9. どう して もっとがんばれなか ったのか

10. くそ-とい う気持 ち ･

ll. び っ くりした ･

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )



12 最 悪

13 や っぱ り

14 劣 等感

15 がんばれば もっとやれたのに

16 が っか り

17 親 に申 し訳 ない

18 どう して だろ う

19 シ ョック

20 自分 はなんてだめなんてやつ なんだ

21 あぜ ん

22 今度 はがんばろ う

23 まあいいや

24 悲 しい

25 先生 にお こられる

26 ち くしょう

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)



27. 自分 は頭 がわるい --

28. 親 にみせ た くな い --

29. いや だなあ --･--

30. しか たがな い -･

31. まさか ･･-･--･--

32. がんばって もだめなんだ

33. 残念 --

34. がんばらな ければ ･･･-

*これでおわ りです｡念 のため ,記入 もれがないか,
もう一度 チ ェック して下 さい｡

ご くろうさまで した｡
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